
平成 20 年度  事業報告 
 

＜所信＞ 

 世界的同時不況の先行き好転が未だ不透明な中、新型インフルエンザの流行が深刻な問題にな

り、世界各国で感染者が増加してスポーツ界にも影響が出始めるという憂慮すべき事態となって

きました。また国内では、近づく衆議員選挙や失業・雇用問題などにより不安定な世情にありま

すが、今こそスポーツ界は、日ごろ鍛えた心身をもって、軸足を地につけて、明るい話題を提供

し続けていかなければと思います。 

 さて、平成 20(2008)年度の本連盟の事業につきましては、評議員会等において逐次報告してま

いりましたが、加盟団体ならびに関係各位の絶大なるご支援ご協力により、予定通り滞りなく終

結することができました。ここに改めて、ご尽力いただいた多くの皆様に心から感謝し、御礼を

申し上げる次第であります。 

 特に競技力向上事業では、最大の事業目標でありました北京オリンピック大会において、競泳

では北島康介選手の超人的な活躍とともに、メドレーリレーでの感動的なレースもあり金を含む

5 個のメダルを獲得、またシンクロナイズドスイミングでは、これまでにない厳しさの中でよく

選手たちが頑張り、オリンピック７連続メダル獲得を達成するなど、アテネオリンピックに引き

続いて国民の期待に大きく応えることができました。 

また、競技運営事業につきましては、競技会の国際化に対する情報の収集ならびに実践ととも

に、国内の主要競技会は、各主管団体の熱意あるご支援ご尽力により、それぞれ盛会裏に終了す

ることができました。その他の事業におきましても、諸種の継続課題がありますが、逐次解決す

べく鋭意努力致しているところであります。 

 一方、平成 21(2009)年度は、大幅な役員改選が行われ、新しい体制でロンドンに向けてスター

トを切ることになりました。その期首 4 月には、第 85 回日本選手権水泳競技大会(競泳)が、新設

となった“古橋廣之進記念浜松市総合水泳場”におきまして盛大に開催され、異例とも言える 20

個もの日本新記録を樹立することができ、若手選手の台頭もあって活気ある幸先よい結果が得ら

れました。我々はこの成果を本年の目標である世界水泳選手権大会(ローマ)ならびにユニバーシ

アード大会(ベオグラード)に繋げていかなければなりません。引き続き「センターポールに日の

丸を！」を目標に掲げ、実現するためには“タフで勢いのある選手”を育成することが必須であ

り、そのためにはジュニア層の強化が喫緊かつ不可欠の課題であることは言を待たないところで

す。さらに飛込、水球、シンクロの各部門においても、これらのことは共通して云えることであ

り、世界を視野に入れてバランス良く一歩ずつ着実に進む必要があります。 

 加えて本年は、前述の世界水泳(ローマ)への派遣とともに、アジアエージグループ大会(東京・

千葉)の主管事業があり、財務基盤の確立が急務かつ最重要課題となります。 

つきましては、加盟団体をはじめ関係各位の皆様には、より一層のご理解とご支援ご協力を賜

りますようお願い申し上げます。 

 

平成 21 年 5 月 24 日 

                            会長 佐野 和夫 
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１．Ｊ Ｏ Ｃ 事 業 （寄附行為第4条－５） 

 

 

（１） 第２９回オリンピック競技大会 

① 期間・場所  ８月 ８日～２４日  中国・北京 

② 競技種目・日程 

(ア) 競泳  ８月 ９日 ～ １７日 

(イ) 飛込  ８月１０日 ～ ２３日 

(ウ) 水球  ８月１８日 ～ ２３日 

 

③ 選手団編成 

選手 
  役員 

男子 女子 計 
合計 

競泳 １９ １６ １５ ３１ ５０ 

飛込 ２ １ １ ２ ４ 

シンクロ ６ － ９ ９ １５ 

合計 ２７ １７ ２５ ４２ ６９ 

  

競 泳 

本部 監督 佐野 和夫     

 ドクター 金岡 恒治     

【競泳】      

役員 競泳監督 上野 広治     

 ヘッドコーチ 鈴木 陽二     

 コーチ 平井 伯昌 田中 孝夫 倉澤 利彰 久世由美子 八塚 明憲

  太田  伸 竹村 吉昭 伊藤 秀介 道浦 健寿 奥野 景介

 トレーナー 黄海 匡士 広橋 憲子 栗田 英行 桑井 太陽  

 総務 村松さやか     

 支援コーチ 豊田 康宏 小沢 邦彦    

選手 男子 松田 丈志 森田 智己 宮下 純一 入江 陵介 中野  高 

  北島 康介  末永 雄太 岸田 真幸 柴田 隆一 藤井 拓郎

  高桑  健 奥村 幸大 内田  翔 松本 尚人 物延 靖記

  佐藤 久佳     

 女 子 柴田 亜衣 伊藤 華英 中村 礼子 種田  恵 金藤 理絵

  中西 悠子 加藤 ゆか 星 奈津美 北川 麻美 春口沙緒里

  藤野 舞子 上田 春佳 三田 真希 高鍋 絵美  山口 美咲

【飛 込】      

役員 コーチ 馬淵 崇英 松本 行夫    

選手 男 子 寺内 健     

 女 子 中川 真依     

【シンクロ】      

役員 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 金子 正子     

 総務 小山 順子     

 コーチ 小川眞佐代 靏久由利子    

 トレーナー 加藤 知生 吉沢  剛    

選手 女子 原田 早穂 鈴木絵美子 川嶋奈緒子 松村亜矢子 橘 雅子 

  小林 寛美 青木  愛 石黒由美子 小村恵里佳  
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成 績（月刊水泳 9 月号 vol.３８６） 
(ア) 競  泳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 種目 予選 順位 備考 準決勝 順位 備考 決勝 順位 備考

佐藤　久佳 100m自由形 49.85 40位

奥村　幸大 200m自由形 1:46 .89 8位 日本新 1:46.44 6位 日本新 1:47.14 7位

内田　　翔 200m自由形 1:48 .34 24位 ベスト

200mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 1:55 .06 4位 1:54.02 2位 日本新 1:52.97 3位 日本新

400m自由形 3:44 .99 10位 日本新

1500m自由形 15:09 .17 18位

100m平泳ぎ 1:00 .67 13位 ベスト 1:00.67 13位

200m平泳ぎ 2:11 .30 17位

100m平泳ぎ 59.52 2位 59.55 2位 58.91 1位 世界新・五輪新

200m平泳ぎ 2:09 .89 6位 2:08.61 1位 五輪新 2:07.64 1位 五輪新

森田　智己 100m背泳ぎ 54.21 12位 53.95 10位

宮下　純一 100m背泳ぎ 54.12 10位 53.69 7位 日本新 53.99 8位

入江　陵介 200m背泳ぎ 1:57 .68 7位 1:56.35 4位 1:55.72 5位

中野　　高 200m背泳ぎ 1:59 .59 21位

岸田　真幸 100mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 52 .45 26位

100mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 51 .50 7位 日本新 51.59 7位 51.50 6位 日本タイ

200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 1:59 .19 9位 ベスト 1:59.59 10位

柴田　隆一 200mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 1:55 .82 11位 1:56.17 13位

高桑　　健 200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 1:58 .51 4位 日本新 1:58.49 5位 日本新 1:58.22 5位 日本新

4×100mﾘﾚｰ 3:17 .28 14位 日本新

第一泳者（藤井拓郎） 49.15

4×200mﾘﾚｰ 7:09 .12 7位 日本新 7:10.31 7位

第一泳者（奥村幸大） 1:47 .19 1:46.61

4×100mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 3:32 .81 3位 日本新 3:31.18 3位 日本新

第一泳者（宮下純一） 54.29 53.87

氏名 種目 予選 順位 備考 準決勝 順位 備考 決勝 順位 備考

上田　春佳 200m自由形 1:57 .64 13位 日本新 1:58.44 13位

三田　真希 200m自由形 1:59 .96 21位

400m自由形 4:17 .91 31位

800m自由形 8:41 .63 27位

100m平泳ぎ 1:08 .36 15位 1:08.23 8位 1:08.43 8位

2:12 .47 9位 日本新 2:12.18 8位 日本新 2:11.56 6位 日本新

2:12.02 1位 日本新

100m平泳ぎ 1:08 .45 17位

200m平泳ぎ 2:24 .75 6位 2:25.42 7位 2:25.23 8位

金藤　理絵 200m平泳ぎ 2:24 .62 5位 ベスト 2:25.65 8位 2:25.14 7位

100m背泳ぎ 1:00 .16 8位 1:00.13 7位 1:00.18 8位

200m背泳ぎ 2:10 .05 14位 2:09.86 12位

100m背泳ぎ 59.36 3位 日 本新 ・五輪新 59.64 3位 59.72 6位

200m背泳ぎ 2:09 .77 12位 2:08.21 4位 日本新 2:07.13 3位 日本新

加藤　ゆか 100mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 58 .94 23位

100mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 58 .61 18位

200mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 2:06 .62 3位 2:06.96 5位 2:07.32 5位

星　奈津美 200mﾊﾞﾀﾌﾗｲ 2:07 .02 6位 高校新 2:07.93 10位

春口沙緒里 400m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:45 .22 25位

400m個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:37 .35 11位 ベスト

800m自由形 8:35 .60 21位

4×100mﾘﾚｰ 3:39 .25 9位 日本新

第一泳者（上田春佳） 55.13

4×200mﾘﾚｰ 7:55 .63 8位 日本新 7:57.56 7位

第一泳者（上田春佳） 1:58 .09 1:58.44

4×100mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 3:59 .91 6位 日本新 3:59.54 6位 日本新

第一泳者（伊藤華英） 1:00 .34 59.74

決勝（上田・山口
・三田・高鍋） 第一泳者（上田春佳）

日本（伊藤・北川
・加藤・上田）

決勝（中村・北川
・加藤・上田） 第一泳者(中村 礼子)

伊藤　華英

中村　礼子

中西　悠子

藤野　舞子

日本（上田・山口
・北川・三田）

日本（上田・山口
・高鍋・三田）

柴田　亜衣

北川　麻美
200m個人ﾒﾄﾞﾚｰ

準決勝スイムオフ→

種田　　恵

日本（奥村・内田・
物延・松本）

決勝（奥村・内田
・物延・松本） 第一泳者（奥村幸大）

日本（宮下・北島
・藤井・佐藤）

決勝（宮下・北島
・藤井・佐藤） 第一泳者（宮下純一）

松田　丈志

末永　雄太

北島　康介

藤井　拓郎

日本（藤井・佐藤
・岸田・奥村）
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(イ) 飛込 

予選 準決勝 決勝 
種目  選手名  

得点 順位 得点 順位  得点  順位 

男子３ｍ飛板飛込 寺内 健 452.80 10 位 478.25 7 位 442.50  11 位

女子高飛込 中川 真依 331.40 9 位 314.60 10 位 296.30 11 位

 

(ウ) シンクロ 

デュエット  ３位 原田 早穂・鈴木恵美子 

チーム  ５位 原田 早穂・鈴木絵美子・川嶋奈緒子・松村亜矢子・橘 雅子 

   小林 寛美・青木  愛・石黒由美子・小村恵里佳  

 

 

 

 

２．特 別 事 業 （寄附行為第 4 条－５） 

 

（１） ジュニア・パンパシフィック選手権 

① 期間・場所   平成２１年１月８日 ～１２日   グアム・レオパレスリゾート 

② 競技種目・日程 

(ア) 競 泳  １月８日 ～１１日 

(イ) オープンウォーター  １月１２日 

 

③ 選手団編成 

選手 
  役員 

男子 女子 計 
合計 

競 泳 １１ １４ １４ ２８ ３９ 

オープンウォーター ２ ２ ２ ４ ６ 

（ア）競 泳 

監督 平井 伯昌     

ドクター 半谷 美夏     

ヘッドコーチ 田垣 貞俊     

コーチ 三科 典由 小池 隆治 野元 良寛 畑井 宏道 河端 篤志 

トレーナー 小泉 圭介 栗田 英行    

総務 村松 さやか     

男子 伊藤 健太 木幡 開 小池 隆志 東 隼平 氏林 倭人 

 伊与部 嵩  山崎 貴大 山口 観弘 鮫島 渓太 小堀 勇気  

 中山 武久 森  洋介  髙橋 佑太  堀畑 裕也  

女子 金子 栞 田井中 千加 中村 咲子 小川 栞 酒井 志穗  

 田中 英里子 杉山 沙侑南 浜野 麻綾 福留 景子 宮本 悠衣 

 秋山 夏希 中岡 洋子 長岡 裕里子 嘉陽 文香  
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   成績（月刊水泳 2 月号 vol.391 号） 

男子 所　属 種目 予選 B/決 決勝 順位 備考

伊藤　健太 中京大中京高校3年 50自由形 :23.53 決勝 :22.90 1位

イトマン鯱 100自由形 :51.23 決勝 :50.91 5位

200自由形 1:52.85 B決勝 1:53.80 Ｂ4位 東棄権によりB決勝進出

100ﾊﾞﾀﾌﾗｲ :55.31 B決勝 :56.71 B5位 予選ベスト

小池　隆志 豊川高校3年 50自由形 :24.18 B決勝 :24.09 B3位 予選/B決勝ベスト

ｽﾎﾟｰﾂBox豊川 100自由形 :52.51 B決勝 :52.54 B4位

200自由形 1:52.48 決勝 1:50.83 決5位 ベスト/準強化突破

400自由形 4:06.24

木幡　開 淑徳巣鴨高校3年 200自由形 1:52.82 決勝 1:51.63 決6位 東棄権により決勝進出

東京SC 400自由形 3:59.75 決勝 3:55.69 5位

1500自由形 Ｔ決勝 16:05.61 8位

東　隼平 湘南工大付属高校1年 200自由形 1:52.57 1500m日程変更により決勝棄権

ｺﾅﾐｽﾎﾟー ﾂｸﾗﾌﾞ中央林間 400自由形 3:57.04 決勝 3:54.73 3位 準強化突破

800自由形 Ｔ決勝 8:06.04 2位

1500自由形 Ｔ決勝 15:24.34 1位 準強化突破

氏林　倭人 大成高校3年 100背泳ぎ :57.65 B決勝 :58.05 Ｂ4位

ｲﾄﾏﾝアビコ 200背泳ぎ 2:06.40 B決勝 2:02.73 B1位

伊与部　嵩 湘南工大付属高校3年 100背泳ぎ :56.95 決勝 :56.94 5位

ｺﾅﾐｽﾎﾟー ﾂｸﾗﾌﾞ中央林間 200背泳ぎ 2:04.86 決勝 2:01.28 4位

山崎　貴大 金沢高校1年 100自由形 :54.27 ベスト

JSS粟崎 100背泳ぎ :57.52 決勝 :56.66 3位 準強化突破

200背泳ぎ 2:03.70 決勝 2:00.56 2位 準強化突破

200個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:07.74

山口　観弘 志布志中学2年 100平泳ぎ 1:04.68 決勝 1:03.88 3位

志布志DC 200平泳ぎ 2:17.30 決勝 2:14.93 1位

鮫島　渓太 武南高校2年 200自由形 1:59.16

アテナアクアメイツ 400自由形 4:10.69

200背泳ぎ 2:09.42 B決勝 2:09.40 B6位 予選/B決勝ベスト

200平泳ぎ 2:19.65 決勝 2:16.80 2位

200ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 2:03.72 B決勝 2:01.91 Ｂ3位 予選/B決勝ベスト

200個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:05.31 200BRのため、決勝棄権

400個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:23.82 決勝 4:18.72 2位 ベスト/準強化突破

中山　武久 淑徳巣鴨高校3年 100ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 棄権

東京SC 200ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 棄権

小堀　勇気 辰口中学3年 100自由形 :51.58 決勝 :50.66 4位 ベスト/日本中学新/準強化突破

能美SC 100ﾊﾞﾀﾌﾗｲ :54.46 決勝 :53.59 5位 準強化突破

200ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 1:58.66 決勝 1:57.66 1位 ベスト/日本中学新/準強化突破

堀畑　裕也 豊川高校3年 400自由形 4:03.60 B決勝 3:58.70 B2位 予選/B決勝ベスト

KLｽﾎﾟｰﾂ春日井 200ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 2:03.19 決勝 2:01.62 7位

200個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:05.35 決勝 2:02.95 2位

400個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:25.65 決勝 4:17.86 1位 準強化突破

高橋　佑太 日大豊山高校3年 100自由形 :52.96

200自由形 1:54.78

200個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:05.50 決勝 2:03.36 4位 鮫島決勝棄権の為、繰上り

400個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:31.98 B決勝 4:23.38 B1位

森　洋介 作新学園2年 100ﾊﾞﾀﾌﾗｲ :55.29 決勝 :55.20 7位

みゆきがはらSS 200ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 棄権

200個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:06.90 B決勝 2:06.27 B2位 鮫島決勝棄権の為、繰り上り

400個人ﾒﾄﾞﾚｰ 棄権
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女子 所　属 種目 予選 B/決 決勝 順位 備考

金子　　栞 日大高校2年 50自由形 :26.70 決勝 :26.41 7位

イトマン横須賀 100自由形 :57.91 決勝 :57.84 7位

田井中千加 京都外大西高3年 100自由形 :58.09 決勝 :57.88 8位

イトマン京都 200自由形 2:02.86 決勝 2:01.66 6位

400自由形 4:34.05 肩痛のためB決勝棄権

中村　咲子 東京立正高校3年 100自由形 :58.44

東京SC 200自由形 2:03.58 決勝 2:02.73 8位

400自由形 4:19.49 決勝 4:13.46 4位

800自由形 棄権 800m日程変更により棄権

小川　　栞 初芝高校1年 400自由形 4:22.90 決勝 4:22.21 8位

初芝ＳＳ 800自由形 Ｔ決勝 8:46.83 4位

15000自由形 Ｔ決勝 16:57.33 6位

酒井　志穂 九州高校3年 50自由形 :27.36 Ｂ決勝 :27.13 B3位

ブリヂストン古賀 100自由形 :58.23 Ｂ決勝 :58.05 B6位

100背泳ぎ 1:02.09 決勝 1:01.13 1位 準強化突破

200背泳ぎ 2:14.47 決勝 2:12.00 2位

田中英里子 早稲田実業3年 100背泳ぎ 1:03.87 決勝 1:04.41 7位

ロンド東村山 200背泳ぎ 2:19.61 決勝 2:18.03 8位

杉山沙侑南 日大三島高校1年 100平泳ぎ 1:10.10 決勝 1:09.13 2位 準強化突破

とこはＳＳ 200平泳ぎ 2:30.86 決勝 2:31.50 6位 予選ベスト

福留　景子 緑丘中学校3年 100平泳ぎ 1:10.76 Ｂ決勝 1:09.71 B1位 準強化突破

鴨池ＳＳ 200平泳ぎ 2:28.34 決勝 2:26.92 1位

浜野　麻綾 100平泳ぎ 1:10.23 決勝 1:09.69 6位 準強化突破

スウィン東川口 200平泳ぎ 2:33.09 Ｔ決勝 2:32.77 B1位

宮本　悠衣 藤村高等学校1年 100ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 1:00.34 決勝 1:00.68 5位

藤村ＳＳ 200ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 2:12.38 決勝 2:12.33 5位

秋山　夏希 山梨英和高校2年 100ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 1:01.29 決勝 1:00.19 1位

甲府ＳＳ 200ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 2:10.16 決勝 2:11.25 4位

中岡　洋子 沼田高等学校3年 200自由形 2:07.30 Ｂ決勝 2:10.51 Ｂ8位

ＫＳＧ広島ミドリ 200個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:18.67 決勝 2:19.68 7位

400個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:57.91 決勝 4:55.82 6位

長岡裕里子 品川女子学園3年 200個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:22.16 Ｂ決勝 2:21.13 B5位

アクアマリン 400個人ﾒﾄﾞﾚｰ 5:00.69 Ｂ決勝 4:57.79 B6位

嘉陽　文香 八王子高校2年 200ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 2:15.75 Ｂ決勝 2:16.64 B5位

JSS八王子 200個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:22.11 Ｂ決勝 2:22.47 B6位

400個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:51.44 決勝 4:50.78 5位

女800ｍﾌﾘｰ 田井中/酒井/小川/中村 8:11.57

男800mﾌﾘｰ 木幡/東/伊藤/小池 7:25.42

女400ｍﾌﾘｰ 金子/酒井/田井中/中村 3:48.80

男400ｍﾌﾘｰ 小堀/小池/高橋/伊藤 3:22.11

女400mﾒﾄﾞﾚｰA 酒井/杉山/秋山/金子 4:06.47

女400ｍﾒﾄﾞﾚｰB 田中/浜野/宮本/田井中 4:11.50

男400ｍﾒﾄﾞﾚｰA 山崎/山口/小堀/伊藤 3:44.50

男400ｍﾒﾄﾞﾚｰB 氏林/木幡/小池/伊与部 3:48.65

第4位

×

第4位

第2位

第4位

第2位

第4位＊日本高等学校新記録

×
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（ｲ）オープンウォータースイミング 

    

 

 

 

 

男子 ＯＷＳ１０Km 山田 浩平 ３位 １時間 53 分 39 秒 39 

 宮本 陽輔 １０位 １時間 54 分 58 秒 92 

    

女子 ＯＷＳ１０Ｋｍ 岡澤 宏美 ３位 2 時間 04 分 15 秒 36 

 倉松 真子 ７位 2 時間 10 分 47 秒 76 

 小川 栞 ８位 2 時間 11 分 40 秒 87 

 

 

 

（２） ＦＩＮＡ男子水球ワールドリーグ：アジアオセアニアラウンド 

① 期間・場所   平成 20 年５月２６日 ～６月１日  東京体育館  

② 選手団編成 

選手 
  役員 

男子 女子 計 
合計 

水球 ７ １８ － １８ ２５ 

 

チームリーダー 原  朗     

監督 宮崎 昌樹     

ヘッドコーチ ゴラン サブリッチ    

コーチ 当麻 成人     

マネージャー 黒田 克己     

トレーナー 岡田 隆     

選手（男子） 長沼 敦 佐藤 太一  永田 敏 青柳 勧 塩田 義法 

 星合 郊 大島 仁 志水 祐介 筈井 翔太 若松 弘樹 

 染谷 将利 松本 宗 柳瀬 彰良 棚村 英行 志賀 光明 

 保田 賢也 伊禮 寛 竹田 純   

  

③  成 績 （月刊水泳６月号 vol.３８３） 

日本 ９—２ イラン   日本 １５—８ ニュージーランド 

日本 ５—１０ オーストラリア  日本 ７—11 中国 

日本 ６—９ 中国   日本 ６－１３ オーストラリア 

日本 １４—７ ニュージーランド  日本 ９－４ イラン 

 

最終順位 １位 オーストラリア  ４位 ニュージーランド 

２位 中国  ５位 イラン 

３位 日本  

   ※上位２チームがスーパーファイナル進出 

監督 鈴木 大地  

コーチ 斎藤 修  

男子 山田 浩平 宮本 陽輔 

女子 岡澤 宏美 倉松 真子 
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３．競技力向上事業 （寄附行為第 4 条－5） 

 

１．競泳                             競泳委員長  上野 広治 

 平成 20 年度事業は、4 月の日本選手権で選手 31 名が派遣標準記録を突破し、代表が選考され、8 月

の第 29 回オリンピック競技大会（中国・北京）に参加した。4 年に 1 度のオリンピックで日本の競技力の真

価が問われる年となったが、結果は、「センターポールに日の丸を」をスローガンに掲げ、目標通りに金メ

ダル 2 個を含むメダル 5 個を獲得した。目標が達成できたメダル獲得以外でも入賞 20 は、前回アテネ大

会と同等であった。31 名出場、22 名入賞及びリレー2 種目入賞（男女２×400m フリーリレー）は、事前の

選考基準の信憑性も妥当と判断できたと言える。 

国際競技会参加競技力強化では、世界短水路選手権（4 月・マンチェスター）、ジュニア・アメリカ遠征（5

月・サンタクララ、オリンピックフリーリレーチームも参加）、ヨーロッパ・グランプリサーキット（6 月・ローマ、

バルセロナ）、ジュニア・ユース世界選手権（7 月・モンテレー）、ワールドカップ（11 月・モスクワ、ストックホ

ルム、ベルリン）、ジュニア・パンパシフィック遠征（1 月・グァム）、ジュニア・オーストラリア遠征（1 月・シドニ

ー）、ジュニア・シンガポール遠征（3 月・ブロック代表）にそれぞれ派遣した。 

強化合宿競技力強化は、オリンピック後の世代交代も踏まえて、オリンピック強化合宿を 11 月・2 月（JISS）

2 回と、中・高生を中心に 12 月にオリンピック準強化合宿（中学生は三重・高校生は静岡）、ブロック合宿

（全国 10 ブロック）を実施した。それに加え、新たな試みとしてエリート小学生合宿（JISS）を実施し、競技

力向上を目指した。 

 

（１） 国際競技会 

① 短水路世界選手権   平成２０年４月９日～１３日   イギリス・マンチェスター 

監督 上野 広治     

ドクター 園田 昌毅     

ヘッドコーチ 細貝 孝樹     

コーチ 下山 好充 上原 裕之 白石 豊   

男 子 田口 勇太 佐々木 学 石田 大輔 米原 亨祐 河本 耕平 

 阿部 太輔 周東 将士    

女子 真島 枝里子 澤田 涼 森 温美 佐藤 かほり 笹木 愛恵 

 宮竹 由紀 根岸 茉美    

 

成績（月刊水泳５月号 Vol.３８２） 

男子 

氏名 種目   タイム 順位 

200m 自由形 予選 01:50.29 28 位 
田口勇太 

400m 自由形 予選 03:53.55 22 位 

50m 背泳ぎ 予選 25.60  26 位 
佐々木学 

100m 背泳ぎ 予選 54.20  21 位 

50m 平泳ぎ 予選 29.60  40 位 
石田大輔 

100m 平泳ぎ 予選 01:04.93 44 位 

100m 平泳ぎ 予選 01:00.56 25 位 

予選 02:08.00 3 位 

準決勝 
米原亨祐 

200m 平泳ぎ 

決勝 
02:07.63 6 位  

予選 23.83 17 位 
河本耕平 50m バタフライ 

スイムオフ 23.97   
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50m 自由形 予選 22.56 29 位 
阿部大輔 

50m バタフライ 予選 23.95 23 位 

100m バタフライ 予選 54.04 28 位 
周東将士 

200m バタフライ 予選 01:58.87 23 位 

女子 

氏名 種目   タイム 順位 

50m 自由形 予選  25.98 23 位 
真島枝里子 

100m 自由形 予選  56.68 30 位 

100m 背泳ぎ 予選  01:02.94 30 位 

800m 自由形 予選  08:36.65 11 位 

200m 個人メドレ

ー 
予選  02:17.16 18 位 

100m 背泳ぎ 予選  01:01.94   

(メドレーリレー) 準決勝 

澤田涼 

  決勝 
01:01.55   

200m 自由形 予選  02:05.06 33 位 

400m 自由形 予選  04:25.02 27 位 森温美 

800m 自由形 予選  09:00.66 16 位 

予選  31.96 17 位 

準決勝 50m 平泳ぎ 

決勝 
31.76 14 位 

予選  01:09.14 16 位 

準決勝 

佐藤かほり 

100m 平泳ぎ 

決勝 
01:08.96 14 位 

50m 平泳ぎ 予選  32.72 24 位 

100m 平泳ぎ 予選  01:11.37 23 位 笹木愛恵 

200m 平泳ぎ 予選  失格   

50m バタフライ 予選  27.89 25 位 
宮竹由紀 

100m バタフライ 予選  01:02.18 27 位 

50m バタフライ 予選  28.59 28 位 
根岸茉美 

100m バタフライ 予選  1:;02.13 26 位 

400m ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 予選 4:07.98   

澤田・佐藤・宮竹・真島 決勝 4:07.99 8 位 

 

 

② ユース・サンタクララ遠征  平成２０年５月１５日～１８日  アメリカ・サンタクララ 

コーチ 小柳 隆行 竹中 慎太郎    

総務 江口 和美     

シャペロン 稲田 法子     

男 子 小林 拓矢 葛原 俊輔 古賀 淳也 立石  諒 松枝 孝男 

女子 湯本  杏 矢野 友理江 田部井 恵理 加藤  和  

 

成 績 

ユースメンバー競技結果 

男子 

氏名 種目   タイム 順位 備考 

予選 23.11 11 位   
50m 自由形 

決勝 23.57 18 位   小林 拓矢 

100m 自由形 予選 57.21 122 位   
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予選 51.53 28 位   
100m 自由形 

決勝 51.24 23 位   

予選 01:51.63 17 位   
200m 自由形 

決勝 01:55.09 18 位   

予選 04:04.11 28 位   

葛原 俊輔 

400m 自由形 
決勝 04:01.20 25 位   

50m 自由形 予選 23.70  30 位   

予選 56.40  6 位   
100m 背泳ぎ 

決勝 55.63  4 位   

予選 02:04.25 10 位   

古賀 淳也 

200m 背泳ぎ 
決勝 02:02.56 6 位   

予選 01:02.86 4 位   
100m 平泳ぎ 

決勝 01:01.68 3 位   

予選 02:16.70 3 位   
立石  諒 

200m 平泳ぎ 
決勝 02:14.22 3 位   

予選 01:03.23 5 位   
100m 平泳ぎ 

決勝 01:02.95 7 位   

予選 02:19.93 10 位   
松枝 孝男 

200m 平泳ぎ 
決勝 02:19.96 11 位   

03:43.89 １泳：古賀 淳也 

（１泳：56.33） ２泳：立石 諒 

  ３泳：葛原 俊輔 
日 本 400m メドレーリレー 決勝 

  

2 位 

４泳：小林 拓矢 

女子 

氏名 種目   タイム 順位 備考 

予選 26.91 29 位   
50m 自由形 

決勝 26.68 20 位   湯本  杏 

100m 自由形 予選 00:58.16 52 位   

Time Time 
200m バタフライ 

Trial 
02:15.17 

Trial 
  

予選 04:16.06 11 位   
400m 自由形 

決勝 04:22.14 18 位   

矢野友理江 

800m 自由形 予選 08:50.35 20 位   

予選 01:02.72 5 位   
100m 背泳ぎ 

決勝 01:02.66 7 位   

予選 02:15.29 3 位   
田部井恵理 

200m 背泳ぎ 
決勝 02:16.75 6 位   

予選 02:32.12 6 位   
200m 平泳ぎ 

決勝 02:27.69 1 位 自己ベスト 

予選 02:15.72 2 位   
200m 個人メドレー 

決勝 02:15.32 4 位   

予選 04:48.27 4 位   

加藤  和 

400m 個人メドレー 
決勝 04:45.79 6 位   

04:13.46 １泳：田部井恵理 

（１泳：1:02.98） ２泳：加藤 和 

  ３泳：矢野友理江 

日 本 400m メドレーリレー 決勝 

  

3 位 

４泳：湯本 杏 
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オリンピックリレーメンバー競技結果 

男子 

氏名 種目   タイム 順位 備考 

100m 自由形 予選 51.56 29 位   

予選 01:49.01 4 位   奥村幸大 
200m 自由形 

決勝 01:48.10 4 位   

100m 自由形 予選 51.97 40 位   

予選 01:50.94 13 位   
200m 自由形 

決勝 01:51.74 16 位   

予選 03:56.41 6 位   

内田翔 

400m 自由形 
決勝 03:55.69 6 位   

100m 自由形 予選 51.85 38 位   

予選 01:50.50 8 位   松本尚人 
200m 自由形 

決勝 01:51.68 9 位   

100m 自由形 予選 52.46 53 位   

予選 01:52.17 23 位   
200m 自由形 

決勝 01:52.15 22 位   

予選 04:02.45 23 位   

物延靖記 

400m 自由形 
決勝 03:56.99 19 位   

03:22.36 失格 １泳：奥村幸大 

（１泳：50.49） 2 -3 泳 ２泳：物延靖記 

    ３泳：松本尚人 
日 本 400m リレー 決勝 

    ４泳：内田翔 

07:20.57 １泳：奥村幸大 

（１泳：1:47.70） ２泳：内田翔 

（日本新） ３泳：物延靖記 
日 本 800m リレー 決勝 

（自己ベスト）  

1 位  

４泳：松本尚人 

50m 自由形 予選 24.10  54 位   

100m 自由形 予選 53.77  81 位   

予選 54.10  12 位   
100m バタフライ 

決勝 54.04  14 位   

予選 02:05.66 25 位 自己ベスト 
200m バタフライ 

決勝 02:07.26 27 位   

岸田真幸 

(所属参加)  

200m 個人メドレー 予選 02:14.37 49 位   

女子 

予選 56.45  15 位   
100m 自由形 

決勝 57.00  18 位   

予選 02:00.52 9 位   
上田春佳 

200m 自由形 
決勝 02:00.73 8 位   

50m 自由形 予選   棄権 腰痛 

100m 自由形 予選 57.40  31 位   

予選 02:02.16 19 位   
三田真希 

200m 自由形 
決勝 02:01.82 15 位   

100m 自由形 予選 57.78 40 位   
高鍋絵美 

200m 自由形 予選 2:03.03 30 位   

予選 56.91 23 位   
100m 自由形 

決勝 56.6 23 位   

200m 自由形 予選 2:03.25 32 位   

予選 2:16.94 8 位   

山口美咲 

200m 個人メドレー 
決勝 2:15.66 6 位 自己ベスト 
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3:44.45 １泳：三田真希 

（１泳：56.60） ２泳：上田春佳 

  ３泳：高鍋絵美 
日 本 400m リレー 決勝 

  

3 位 

４泳：山口美咲 

8:06.61 １泳：三田真希 

（１泳：2:03.04） ２泳：上田春佳 

  ３泳：高鍋絵美 

日 本 800m リレー 決勝 

  

2 位 

４泳：山口美咲 

100m 自由形 予選 59.97 102 位   

200m 自由形 予選 2:06.78 75 位   

予選 1:00.30 7 位   
100m バタフライ 

決勝 59.85 5 位 自己ベスト 

200m バタフライ 予選   棄権   

春口沙緒里 

(所属参加)  

200m 個人メドレー 予選   失格 スタート違反 

 

 

 

③ ヨーロッパ遠征    

(ア) イタリア・ローマ  平成２０年６月６日～８日 

(イ) スペイン・バルセロナ 平成２０年６月１０日・１１日 

ローマオープン     

■男子      

氏名 種目 予選
決勝・B 決

勝
順位 備考 

森田 智己 50mBa 25.9 25.38 4 位 決・日本新

  100mBa 56.10 54.38 3 位   

  200mBa 02:01.90     

佐藤 久佳 100mFr 51.07     

  100mFly 54.90 54.32 B 決 2 位   

■女子      

氏名 種目 予選 決勝 順位 備考 

伊藤 華英 50mBa 29.09 28.67 3 位   

  100mBa 01:01.18 01:00.14 2 位   

  200mBa 02:13.02 02:08.80 優勝   

中西 悠子 100mFly 01:00.90 01:01.02 8 位   

  200mFly 02:12.14 02:08.54 3 位   

  200mIM 02:17.62 02:16.40 優勝   

ヨーロッパグランプリ第２戦：スペイン・バルセロナ  

■男子      

氏名 種目 予選 決勝 順位 備考 

森田 智己 100mFr 51.01     

森田 智己 50mBa 25.84 25.62 4 位   

  100mBa 56.01 55.53 6 位   

佐藤 久佳 100mFr 51.10     

  100mFly 53.52 53.62 5 位   

■女子      

氏名 種目 予選 決勝 順位 備考 

伊藤 華英 50mBa 28.85 28.76 4 位   

  100mBa 01:01.76 01:00.88 4 位   

  200mBa 02:13.23 02:09.17 優勝   
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④ ＦＩＮＡジュニア世界選手権  平成２０年７月８日～１３日  メキシコ・モントレー 

監督 上野 広治     

総務 川原 歩     

コーチ 小池 隆治 三科 典由 矢武 竜也 星野 納 小林 春吉 

 畑井 宏道     

トレーナー 栗田 英行 小泉 圭介 八木 茂典   

シャペロン 村松 さやか 稲田 法子    

男 子 堀畑 裕也 小池 隆志 小堀 勇気 髙橋 佑太 伊藤 健太 

 益田 浩平 平井 康翔 木幡 開 森芳 慎平 春日 祐太 

 伊与部 嵩 山崎 貴大 山田 猛士 林 和希 森 洋介 

 塩浦 慎理 鮫島 渓太    

女 子 金子 栞 藤田 沙羅 鈴木 聖未 田井中 千加 星 茜 

 伊藤 美織 関根 理沙 小川 栞 神村 万里恵 赤瀬 紗也香

 川除 結花 松島 美菜 杉山 沙侑南 福留 景子 宮本 悠衣 

 秋山 夏希 中岡 洋子 一之瀬 栞 白井 礼子 森川 愛理 

 

 成績（月刊水泳 8 月号 Vol.３８５） 
氏　名 種目 予選 順位 準決勝 順位 決勝 順位 備考

1日目 木幡開 400自由形 3:59.23 16

（7/8） 平井康翔 400自由形 3:58.14 8 3:59.03 6
杉山沙侑南 50平泳ぎ :32.81 12 :32.72 12

松島　美菜 50平泳ぎ :32.47 6 :32.63 11

伊与部嵩 100背泳ぎ :58.38 27

山崎貴大 100背泳ぎ :57.46 14 :57.89 16

白井　礼子 400個人メドレー 4:55.57 13

森川　愛理 400個人メドレー 4:58.14 14
山田猛士 100平泳ぎ 1:04.18 1:03.73 10

林和希 100平泳ぎ 1:05.25

赤瀬紗也香 100背泳ぎ 1:03.69 1:03.54 7 1:03.23 6

神村万里恵 100背泳ぎ 1:04.83 1:03.42 6 1:03.54 8

伊藤･小堀･塩浦･益田 男子４×100FR 3:25.74 3:24.39 6

伊藤・関根・星・田井中 女子4×200FR 8:15.89 8:14.16 5
2日目 高橋佑太 200個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:05.54 7 2:04.37 6

（7/9） 堀畑裕也 200個人ﾒﾄﾞﾚｰ 2:04.73 1 4:02.99 3

伊藤　美織 100自由形 :58.67 23

金子　栞 100自由形 :58.56 22

塩浦慎理 100ﾊﾞﾀﾌﾗｲ :54.91 9 :54.38 6 :54.41 7

小堀勇気 100ﾊﾞﾀﾌﾗｲ :54.67 6 :54.50 7 :54.45 8
宮本　悠衣 200バタフライ 2:10.09 2 2:09.41 3

秋山　夏希 200バタフライ 2:09.69 1 2:08.10 優勝

益田浩平 200自由形 1:52.76 18

小池隆志 200自由形 1:54.73 28

関根　理沙 800自由形 9:00.66 19
小川　　栞 800自由形 8:49.95 12

3日目 秋山　夏希 50バタフライ :28.26 12 :28.09 14

（7/10） 宮本　悠衣 50バタフライ :27.58 3 :27.54 6 :27.47 5

伊与部嵩 50背泳ぎ :27.24 23

山崎貴大 50背泳ぎ :27.53 27

杉山沙侑南 100平泳ぎ 1:10.21 5 1:09.75 5 1:09.49 6
松島　美菜 100平泳ぎ 1:09.39 2 1:09.59 4 1:08.99 2

益田浩平 50自由形 :24.26 33

伊藤健太 50自由形 :23.66 13 :23.67 14

赤瀬紗也香 200背泳ぎ 2:17.15 11

川除　結花 200背泳ぎ 2:17.17 2 2:14.69 5

森芳慎平 800自由形 8:10.55 5
春日祐太 800自由形 8:20.06 17

伊藤・小池･塩浦･益田

関根・星・伊藤・田井中

 
 

－ 13 －



 

4日目 伊藤　美織 50背泳ぎ :30.75 13 :30.55 13

（7/11） 赤瀬紗也香 50背泳ぎ :30.17 7 :29.91 7 :29.71 6

伊藤健太 50ﾊﾞﾀﾌﾗｲ :25.45 20
塩浦慎理 50ﾊﾞﾀﾌﾗｲ :25.12 12 :24.83 8 ：24.88 7

小川　　栞 400自由形 4:20.12 14

田井中千加 400自由形 4:17.12 8 4:18.12 8

鮫島渓太 200平泳ぎ 2:20.24 10

林和希 200平泳ぎ 2:20.98 13

一之瀬　栞 200個人メドレー 2:17.90 4 2:19.49 7
中岡　洋子 200個人メドレー 2:19.55 9

小池･高橋･小堀･堀畑 男子4×２００FR 7:30.10 3 7:24.72 3

5日目 益田浩平 100自由形 :52.09 27

（7/12） 伊藤健太 100自由形 :51.28 14 :51.60 15

秋山　夏希 100バタフライ :59.79 1 :59.47 1 59.58 優勝

宮本　悠衣 100バタフライ 1:00.37 3 1:00.03 2 1:00.05 3
堀畑裕也 400個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:26.97 1 失格

鮫島渓太 400個人ﾒﾄﾞﾚｰ 4:28.70 3 4:29.93 3

藤田　沙羅 50自由形 :26.81 12 :26.84 14

金子　栞 50自由形 :26.31 4 :26.22 14

山田猛士 50平泳ぎ :29.57 13 :29.17 7 :29.07 7

林和希 50平泳ぎ :30.46 29
鈴木･藤田･伊藤･金子 女子4×１００FR 3:52.14 8 3:50.04 ７

関根　理沙 1500自由形 17:18.17 14

小川　　栞 1500自由形 17:05.68 9

6日目 山崎貴大 200背泳ぎ 2:02.28 6 2:02.32 7

（7/13） 伊与部嵩 200背泳ぎ 2:07.69 10
福留　景子 200平泳ぎ 2:29.71 3 2:25.39 2 中学新

松島　美菜 200平泳ぎ 2:29.43 2 2:30.02 4

堀畑裕也 200ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 2:01.39 4 1:59.03 優勝

森洋介 200ﾊﾞﾀﾌﾗｲ 2:00.18 2 1:59.32 3

星　　　茜 200自由形 2:04.27 14 2:04.27 14

田井中千加 200自由形 2:02.29 4 2:01.30 4
伊与部･山田・市浦･伊藤 男子４×１００MR 3:45.66 4 3:42.61 2

神村・杉山･宮本･伊藤 女子４×１００MR 4:10.26 １ 失格

春日祐太 1500自由形 15:47.54

森芳慎平 1500自由形 15:36.81

赤瀬・松島･秋山・金子

益田･高橋･小堀･堀畑

藤田･伊藤・鈴木･金子

伊与部･山田・市浦･伊藤

 
 

 

⑤ ワールドカップ大会        

(ア) ロシア・モスクワ             平成２０年１１月８日・９日 

(イ) スウェーデン・ストックホルム   平成２０年１１月１１日・１２日 

(ウ) ドイツ・ベルリン              平成２０年１１月１５日・１６日 

ヘッドコーチ 道浦 健壽     

コーチ 平井 伯昌     

トレーナー 辻端 大輔     
男 子 入江 陵介 立石  諒 大塚 一輝 岸田 真幸 河本 耕平 

女 子 上田 春佳 福田 智代 秋山 夏希   

 成績 

第１戦：モスクワ大会 

氏名 種目 予選 順位 決勝 順位 備考 

50Fly  :23.63 3 位  :23.24 2 位   
河本耕平 

100Fly  :52.79 3 位  :51.19 3 位   

100Ba  :52.66 2 位  :52.13 4 位   

200Ba  1:54.96 2 位  1:52.61 優勝 短水路日本新 入江陵介 

100IM  :56.22 2 位  :56.64 8 位   

50Br  :28.17 8 位  :27.92 8 位   

100Br  1:00.53 ７位  :59.88 6 位   立石諒 

200Br  2:09.54 4 位  2:10.98 7 位   
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100Br  1:00.36 6 位  1:00.06 7 位   

200Br  2:08.91 1 位  2:07.21 3 位   大塚一輝 

200IM  2:00.87 2 位  1:58.64 5 位   

100Fr  :55.50 3 位  :55.08 6 位   
上田春佳 

200Fr  1:59.04 2 位  1:57.13 4 位   

100Ba  1:00.95 2 位  :59.94 5 位   

200Ba  2:09.63 1 位  2:07.15 3 位   

100IM  1:02.73 3 位  1:02.75 6 位   
福田智代 

200IM  2:14.32 1 位  2:11.25 優勝   

50Fly  :28.33 17 位       
秋山夏希 

100Fly  :59.78 4 位  1:00.17 7 位   

第２戦：ストックホルム大会 

氏名 種目 予選 順位 決勝 順位 備考 

50Fly  :23.28 4 位  :23.19 5 位   
河本耕平

100Fly  :51.88 2 位  :51.20 4 位   

50Fr  :22.33 12 位       

100Fr  :49.79 12 位       

50Fly  :23.75 8 位  :24.11 8 位   

100Fly  :52.50 8 位  :52.61 7 位   

岸田真幸

100IM  :55.89 5 位  :56.53 8 位   

100Ba  :52.72 1 位  :52.01 6 位   
入江陵介

200Ba  1:55.96 1 位  1:51.71 優勝 短水路日本新 

50Br  :27.95 ６位  :27.93 6 位   

100Br  1:00.08 5 位  :59.79 6 位   立石諒 

200Br  2:11.36 7 位  2:13.97 8 位   

100Br  1:00.17 6 位  1:00.07 7 位   

200Br  2:09.99 3 位  2:06.47 2 位   大塚一輝

200IM  2:01.57 2 位  2:00.39 5 位   

100Fr  :54.90 15 位       
上田春佳

200Fr  1:58.10 2 位  1:57.48 5 位   

100Ba  1:00.35 5 位  :59.89 7 位   

200Ba  2:09.68 1 位  2:06.40 3 位   福田智代

100IM  1:02.41 4 位  1:01.59 4 位   

100Fly  :59.70 12 位       
秋山夏希

200Fly  2:07.49 1 位  2:07.96 5 位   

第３戦：ベルリン大会 

氏名 種目 予選 順位 決勝 順位 備考 

50Fly  :23.75 8 位  :23.32 7 位   
河本耕平

100Fly  :52.02 4 位  :51.37 4 位   

50Fr  :22.61 17 位       

100Fr  :50.78 30 位       

50Fly  :23.87 11 位       
岸田真幸

100Fly  :52.28 5 位  :52.17 7 位   

100Ba  :53.81 8 位  :52.36 7 位   
入江陵介

200Ba  1:58.24 4 位  1:51.34 優勝 短水路日本新 

50Br  :28.84 8 位  :27.86 5 位   

100Br  1:00.58 5 位  :59.70 5 位   立石諒 

200Br  2:12.07 3 位  2:10.34 6 位   

100Br  1:01.50 7 位  1:01.11 7 位   

200Br  2:09.59 1 位  2:07.54 4 位   大塚一輝

200IM  2:02.61 12 位       

100Fr  :55.14 5 位  :54.57 7 位   
上田春佳

200Fr  1:58.36 5 位  1:56.71 5 位   
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100Ba  1:00.91 5 位  :59.84 5 位   

200Ba  2:08.49 1 位  2:05.29 2 位   福田智代

100IM  1:02.55 3 位  1:01.14 2 位 短水路日本新 

100Fly  1:01.01 13 位       

200Fly  2:09.55 5 位  2:06.94 4 位   秋山夏希

50Fly  :28.48 18 位       

 

 

 

 

⑥ シドニーユースオリンピックフェスティバル 平成２１年１月１５日～１８日 オーストラリア・シドニー 

ヘッドコーチ 山田 清繁     

コーチ 小川 恵 深田 大貴    

総務 Campese 和加子    

男 子 萩野 公介 中嶋 亮互 砂間 敬太 加納 雅也 安江 雄輔 

 瀬戸 大也     

女子 川上 真央 白井 佳織 渡邊 有希子 黒岩 紗耶 大石 恵梨 

 大塚 美優     

 

 

 

      【成績】 

男子           

氏名 種目 予選 決勝 順位 備考 

100mFr 53.77     

400mFr 04:03.88 04:09.31 8 位   

1500mFr 16:55.82     

中嶋 亮互 
（京都外大西高 1 年） 

（京都踏水会）  
200mFly 02:02.60 02:01.16 優勝   

100mFr 55.54     

1500mFr 16:23.48 8 位   

100mBa 59.55 59.55 6 位   

砂間 敬太 
（郡山中 1 年） 

（イトマン SS）  
200mBa 02:08.53 02:07.53 4 位   

100mBr 01:04.81 01:04.54 2 位   加納 雅也 
（境川中 3 年） 

（岐阜中央 SS） 200mBr 02:24.57 02:19.99 2 位   

50mFr 25.24 25.21 8 位   

100mFly 55.40 55.32 2 位   
安江 雄輔 

（豊川高 1 年） 

（スポーツ BOX 豊川） 200mFly 02:03.37 02:02.38 2 位   

200mFr 01:57.62     

100mFly 56.17 56.22 6 位   

200mIM 02:08.39 02:07.70 4 位   

瀬戸 大也 
（毛呂山中 2 年） 

（JSS 毛呂山）  
400mIM 04:29.96 04:26.09 優勝   

安江･中嶋･瀬戸･砂間 400mFR 03:34.71 6 位   

砂間･加納・安江･中嶋 400mMR 03:53.21 3 位   

中嶋･安江・瀬戸・砂間 800mFR 07:42.72 3 位   

女子 

氏名 種目 予選 決勝 順位 備考 

50mFr 26.94 26.95 7 位   

100mFr 57.13 56.92 優勝   
川上 真央 

（上一色中 2 年） 

（スポーツクラブ AZ） 100mFly 01:03.29 01:01.96 6 位   
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50mFr 28.54     

200mFr 02:05.61 02:03.72 5 位   
白井 佳織 

（宝塚中 1 年） 

（JSS 宝塚） 400mFr 04:19.22 04:18.91 5 位   

100mFr 59.21     

100mBa 01:04.81 01:03.19 4 位   

200mBa 02:15.60 02:13.30 優勝   

渡邊 有希子 
（南中山中 2 年） 

（仙台イトマン SS 長命が丘） 
200mIM 02:23.15 02:22.72 7 位   

100mBr 01:12.07 01:10.58 2 位   黒岩 紗耶 
（錦糸中 2 年） 

（スポーツクラブ AZ） 200mBr 02:33.80 02:31.45 2 位   

100mFly 01:01.78 01:01.13 2 位   

200mFly 02:15.57 02:13.43 3 位   
大石 恵梨 

（中京高 1 年） 

（名古屋 SC） 200mIM 02:26.15     

200mBr 02:33.98 02:31.97 3 位   

200mFly 02:16.38 02:12.28 優勝   
大塚 美優 

（植竹中 2 年） 

（スウィン大宮） 400mIM 04:47.95 04:43.72 優勝 中学新 

川上･渡邊･大塚･白井 400mFR 03:57.63 4 位   

渡邊･黒岩･川上･白井 400mMR 04:14.19 4 位   

白井･渡邊・大石・川上 800mFR 08:26.00 4 位   

中学新：１ 優勝：６ 2 位：７ 3 位：４ ベスト：９/３５   

 

 

⑦ ジュニアブロック・シンガポール遠征 平成２１年３月１３日～１６日 シンガポール・シンガポール 

団長 船田 昭介     

監督 村尾 清和     

ドクター 半谷 美夏     

ヘッドコーチ 堂下 雅晴     

コーチ 槙 佳苗 近藤 義昭 鶴岡 孝 岩濱 利明 神一 浩志 

コーチ 和田 英晃 梶原 純一    

総務 入澤 みゆき     

男子 大森 洋翔 宮崎 聡貴 鈴木 駿矢 田中 福太郎 須田 智博 

 木村 匠吾 伊藤 慶太 高橋 侑希 山崎 祐輝 竹田 誠之介 

 榊原 司 藤森 太将 山本 裕貴 樽井 学 三阪 拓未 

 伊佐治 淳 加藤 雄大 金森 竣 原本 英太郎 山岸 祐介 

女 子 村中 まいか 村中 みいな 上野 早紀 本間 あかり 三浦 梨花 

 平井 さやか 中嶋 優帆 伊藤 千凪海 渡辺 美根 筒井 なぎさ 

 米倉 薫 三好 晴香 長田 結衣 上田 奈美希 原 美波 

 中塚 千尋 村越 友紀 中川 靖菜 川野 裕生 松尾 美鈴 

 

     成 績 

氏　　名　 所　　属 年齢区分 距離 種目 予選 決勝 順位
１５～17歳 ２００ｍ 自由形 1:55:98
１５～17歳 ５０ｍ 背泳ぎ :28:71
１５～17歳 １００ｍ 背泳ぎ :59:94
１５～17歳 ２００ｍ 背泳ぎ 2:08:35

１５～17歳 １００ｍ 自由形 :57:12
１５～17歳 ２００ｍ 自由形 2:01:25
１５～17歳 １５００ｍ 自由形 T・決勝 16:41:69

１５～17歳 ５０ｍ 自由形 :25:66
１５～17歳 １００ｍ 自由形 失　格
１５～17歳 ２００ｍ 自由形 1:54:83
１５～17歳 ４００ｍ 自由形 T・決勝 4:01:71

大森　洋翔 ルネサンス札幌平岸

宮崎　聡貴 イ・札幌麻生

鈴木　駿矢 ルネサンス福島

 
 

－ 17 －



 

 

氏　　名　 所　　属 年齢区分 距離 種目 予選 決勝 順位
１３～１４歳 １００ｍ 自由形 :55:89 :55:82 4
１３～１４歳 ４００ｍ 自由形 T・決勝 4:08:41 1
１３～１４歳 ２００ｍ 個人メドレー 2:14:45 2:14:43 1
１３～１４歳 ４００ｍ 個人メドレー T・決勝 4:41:93 1
１５～17歳 ５０ｍ 自由形 :24:50 :24:50 1
１５～17歳 １００ｍ 自由形 :52:63 :52:44 1
１５～17歳 ２００ｍ 自由形 1:53:98 1:53:65 1
１５～17歳 １００ｍ バタフライ :55:57 :56:28 2
１５～17歳 ５０ｍ 自由形 :24:95
１５～17歳 １００ｍ 自由形 :53:06
１５～17歳 ２００ｍ 自由形 1:55:53
１５～17歳 ５０ｍ 平泳ぎ :30:48 :30:18 1
１５～17歳 ４００ｍ 自由形 T・決勝 4:01:33 1
１５～17歳 ２００ｍ 個人メドレー 2:06:34 2:08:54 1
１５～17歳 ４００ｍ 個人メドレー T・決勝 4:26:97 1
１５～17歳 １００ｍ 自由形 :54:53
１５～17歳 ２００ｍ 自由形 1:56:50
１８歳～ ４００ｍ 自由形 オープン 4:11:69
１５～17歳 １００ｍ バタフライ :58:37

１５～17歳 ５０ｍ 自由形 :24:86
１５～17歳 １００ｍ 自由形 :53:21
１５～17歳 ２００ｍ 自由形 1:55:71
１５～17歳 ５０ｍ 自由形 :25:27
１５～17歳 １００ｍ 自由形 失　格
１５～17歳 ２００ｍ 自由形 2:00:93

１３～１４歳 ５０ｍ 平泳ぎ :30:65 :30:82 2
１３～１４歳 １００ｍ 平泳ぎ 1:05:61 1:05:64 1
１３～１４歳 ２００ｍ 平泳ぎ 2:19:85 2:22:26 1
１５～17歳 ５０ｍ 自由形 :25:05
１５～17歳 １００ｍ 自由形 :54:14
１５～17歳 ２００ｍ 個人メドレー 2:08:39
１８歳～ ４００ｍ 個人メドレー オープン 4:31:14

１５～17歳 ５０ｍ 平泳ぎ :31:55
１５～17歳 １００ｍ 平泳ぎ 1:07:48 1:06:44 1
１５～17歳 ２００ｍ 平泳ぎ 2:22:93
１８歳～ ４００ｍ 個人メドレー オープン 4:42:25

１３～１４歳 ５０ｍ 自由形 :25:23 :25:49 4
１３～１４歳 ５０ｍ バタフライ :26:75 :26:36 1
１３～１４歳 １００ｍ バタフライ :57:27
１３～１４歳 ２００ｍ バタフライ 2:13:88 2:13:88 2
１５～17歳 ２００ｍ 平泳ぎ 2:21:88 2:21:84 1
１５～17歳 ２００ｍ バタフライ 2:03:19 2:03:54 1
１５～17歳 ２００ｍ 個人メドレー 2:07:18
１５～17歳 ４００ｍ 個人メドレー T・決勝 4:30:15

１５～17歳 ５０ｍ 自由形 :24:95

１５～17歳 ２００ｍ 自由形 1:57:61

１５～17歳 １００ｍ バタフライ :56:91
１５～17歳 ２００ｍ バタフライ 2:06:10

１３～１４歳 １００ｍ 自由形 失　格
１３～１４歳 ２００ｍ 自由形 2:01:32 2:00:63 2
１３～１４歳 ４００ｍ 自由形 T・決勝 4:10:93

１８歳～ ４００ｍ 自由形 オープン 4:10:08
１５～17歳 １５００ｍ 自由形 T・決勝 16:15:37 1
１５～17歳 １００ｍ バタフライ :59:63
１５～17歳 ２００ｍ バタフライ 2:09:66
１５～17歳 １００ｍ 自由形 :57:12
１５～17歳 ２００ｍ 自由形 2:01:25
１５～17歳 １５００ｍ 自由形 T・決勝 16:41:69

１５～17歳 １００ｍ 自由形 :53:87
１５～17歳 ５０ｍ 背泳ぎ :28:19 :28:01 2
１５～17歳 １００ｍ 背泳ぎ :59:25 :58:79 2
１５～17歳 ２００ｍ 背泳ぎ 2:05:42 2:06:39 1

田中福太郎 サンフルトスポーツSS

須田　智博 林水泳教室

木村　匠吾 アリーナつきみ野

伊藤　慶太 東京SC

高橋　侑希 田柄SC

山崎　祐輝 スポーツギャザー

竹田誠之介 金井学園

榊原　　司 名鉄SC半田

藤森　大将 飛龍高校

山本　裕貴 大成スポーツ

樽井　　学 菊水SS

三阪　拓未 KSG広島ミドリ

伊佐治　淳 KSG広島ミドリ

加藤　雄大 ファイブテン新居浜

金森　　竣 サンダーSS

原本英太郎 九州学院高校

宮崎　聡貴 イ・札幌麻生

山岸　祐介 スパジョーヤ
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氏　　名　 所　　属 年齢区分 距離 種目 予選 決勝 順位

１５～17歳 ５０ｍ 自由形 :26:75 :26:63 4

１５～17歳 １００ｍ 自由形 :58:14 予選

１５～17歳 ２００ｍ 自由形 2:06:86 2:06:68 3

１３～１４歳 １００ｍ 自由形 1:01:88
１３～１４歳 ２００ｍ 自由形 2:10:99 2:10:79 2

１３～１４歳 ４００ｍ 自由形 T・決勝 4:31:88 1

１３～１４歳 ８００ｍ 自由形 T・決勝 9:17:24 2

１５～17歳 ５０ｍ 平泳ぎ :33:99
１５～17歳 １００ｍ 平泳ぎ 1:12:97 1:13:74 1

１５～17歳 ２００ｍ 平泳ぎ 2:34:97 2:34:60 1

１５～17歳 ５０ｍ 自由形 :26:99 予選

１５～17歳 １００ｍ 自由形 :58:13 :57:82 4

１３～１４歳 ５０ｍ バタフライ :29:23 :29:21 1

１３～１４歳 １００ｍ バタフライ 1:04:31 1:04:22 1

１３～１４歳 ２００ｍ バタフライ 2:23:84 2:24:26 1

１８歳～ ４００ｍ 自由形 オープン 4:24:94
１５～17歳 １００ｍ 背泳ぎ 1:04:09 1:04:31 2

１５～17歳 ２００ｍ 背泳ぎ 2:15:90 2:16:08 1

１５～17歳 ５０ｍ 平泳ぎ :33:78 :34:22 1

１５～17歳 １００ｍ 平泳ぎ 1:13:63
１５～17歳 ２００ｍ 平泳ぎ 2:37:14

１８歳～ ４００ｍ 自由形 オープン 4:28:36
１５～17歳 ８００ｍ 自由形 T・決勝 9:02:77 1

１８歳～ ４００ｍ 個人メドレー オープン 5:07:79

１５～17歳 ５０ｍ 自由形 :28:28

１５～17歳 ２００ｍ 自由形 2:09:36

１５～17歳 ８００ｍ 自由形 T・決勝 9:13:07

１３～１４歳 ５０ｍ 背泳ぎ :30:90 :31:31 1

１３～１４歳 １００ｍ 背泳ぎ 1:06:55 1:05:78 1

１３～１４歳 ２００ｍ 背泳ぎ 2:24:18 2:23:90 1

１３～１４歳 １００ｍ 自由形 :59:94 :59:93 3

１３～１４歳 １００ｍ 背泳ぎ 1:07:48

１３～１４歳 ２００ｍ 個人メドレー 2:21:99 2:25:02 1

１３～１４歳 ４００ｍ 個人メドレー T・決勝 5:05:68 1

１５～17歳 ５０ｍ 背泳ぎ :30:28 :30:49 2

１５～17歳 １００ｍ 背泳ぎ 1:05:62

１５～17歳 ２００ｍ 背泳ぎ 2:24:18

１５～17歳 ４００ｍ 自由形 T・決勝 4:23:38 1

１８歳～ ８００ｍ 自由形 オープン 9:22:76

１５～17歳 １００ｍ バタフライ 1:03:11 1:03:05 1

１５～17歳 ２００ｍ 個人メドレー 2:20:70

１５～17歳 ５０ｍ 平泳ぎ :34:84
１５～17歳 ２００ｍ 平泳ぎ 2:43:87

１５～17歳 ２００ｍ 個人メドレー 2:19:85 2:20:87 1

１５～17歳 ４００ｍ 個人メドレー T・決勝 5:04:02

１３～１４歳 ５０ｍ 自由形 :28:39 :28:40 3

１３～１４歳 １００ｍ 自由形 1:00:68

１３～１４歳 ２００ｍ 個人メドレー 2:22:74

１３～１４歳 ４００ｍ 個人メドレー T・決勝 5:06:23

１５～17歳 ４００ｍ 自由形 T・決勝 4:24:61
１８歳～ ８００ｍ 自由形 オープン 9:10:73

１８歳～ ４００ｍ 個人メドレー オープン 5:05:80

１３～１４歳 ５０ｍ 自由形 :28:93
１３～１４歳 ５０ｍ 平泳ぎ :35:00 :34:57 1

１３～１４歳 １００ｍ 平泳ぎ 1:15:73 1:15:49 1

１３～１４歳 ２００ｍ 平泳ぎ 2:45:84 2:43:39 2

中塚　千尋 ZAP山口

村越　友紀 マコト双葉

長田　結衣 イトマンSS

上田奈美希 イトマンSS

原　　美波 プリオール

筒井なぎさ 金沢SC小立野

米倉　　薫 コパン可児

三好　晴香 イトマン名張

中嶋　優帆 イトマン東伏見

伊藤千凪海 セントラル西東京

渡辺　美根 アクシーMAKI

本間あかり 鶴岡スイムクラブ

三浦　梨花 コナミ中央林間

平井さやか スウィン宇都宮SS

村中まいか イ・札幌麻生

村中みいな イ・札幌麻生

上野　早紀 喜多方東高校
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氏　　名　 所　　属 年齢区分 距離 種目 予選 決勝 順位

１５～17歳 ５０ｍ 自由形 :27:67

１５～17歳 １００ｍ 自由形 1:00:60

１５～17歳 ２００ｍ 自由形 2:16:07

１５～17歳 ５０ｍ 背泳ぎ :30:52

１５～17歳 １００ｍ 背泳ぎ 1:05:13

１５～17歳 ２００ｍ 背泳ぎ 2:20:06

１５～17歳 ２００ｍ 個人メドレー 2:22:01 予選

１５～17歳 ４００ｍ 個人メドレー T・決勝 5:01:05 1

川野　裕生 西日本SC、宮崎

松尾　美鈴 ベスト熊本

中川　靖菜 みかづきSS

 

 

 

（２） 日韓スポーツ交流事業 

① 海外合同合宿  

(ア) 期間   平成２０年１０月３０日～１１月４日  ６日間 

(イ) 場所 韓国・ソウル 

(ウ) 選手団   

監督 田中 信宏     

コーチ 割田 伸作 安藤 学 日向 将一   

男子 池田 翔 斉藤 拓之 瀬谷 慶成 黛 和希 星野 佑貴 

 山口 祐太 茂木 慧太 角田 隼人 正田 達成 柳 義裕 

 比嘉 凌太 太田 佳吾    

女子 小野里 彩 内田 有紀 天田あすか 清水 葵  

 

② 国内合同合宿     

(ア) 期間   平成２０年１２月５日～１０日   ６日間 

(イ) 場所 群馬県・前橋市 

(ウ) 選手団 

監督 田中 信宏     

コーチ 割田 伸作 安藤 学 日向 将一   

男子 池田 翔 斉藤 拓之 瀬谷 慶成 黛 和希 星野 佑貴 

 山口 祐太 茂木 慧太 角田 隼人 正田 達成 柳 義裕 

 比嘉 凌太 太田 佳吾    

女子 小野里 彩 内田 有紀 天田あすか 清水 葵  
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２．飛込         飛込委員長 末弘 昭人 

平成 20 年度上期事業では、５月に FINA グランプリ大会（カナダ・モントリオール～アメリカ・フォートロダデ

ール）、８月にオリンピック北京大会（中国・北京）、そして９月には世界ジュニア選手権（ドイツ・アーヘン）に

選手団を派遣した。 

FINA グランプリ大会では、カナダ大会で飛板３位だった寺内が４月末から悪化していた腰痛を克服してア

メリカ大会では優勝の快挙を果たし、オリンピックへの期待は大きく膨らんだ。オリンピック初のメダル獲得を

狙い強化を進めてきた寺内 健選手も中川 真依選手も、北京へ向けて高難度種目の習得を図り上位入賞を

狙った。２名は揃って決勝進出を果たしはしたが、１歩も２歩も先をゆく世界のトップクラスに追い付く事はで

きず、１１位とメダルのみならず平成４年バルセロナ大会以来続いていた連続入賞をも逃すという不本意な結

果に終わった。世界ジュニアにおいては、女子 A 高飛込で浅田が３位、女子 B３ｍ飛板では辰巳が４位、辰

巳/山根の３ｍシンクロで５位に入賞した。唯一の男子選手坂井は高飛込で予選を２位で通過しながら、決勝

の最終種目にミスがあり飛板同様７位入賞に終わったが、前回クアラルンプール大会を超える成績を残す事

ができた。 

下期では１１月に初の試みとして上海チームを招聘して合同合宿を行った。上海チームの選手と一緒に練

習する事によって、中国選手の陸上練習・空中演技・入水技術を観て、体感し、さらに中国のコーチから助言

までもらえた。この様な経験は初めての選手が多く、コーチともどもとても良い経験になった。 

１２月には陸上施設の整った上海プールを借用して｢陸上トレーニング｣を中心にしたジュニアトップの合宿

を行なった。ジュニアの上海遠征合宿は初めてではあるが、世界でもトップクラスの上海チームと一緒に練習

し、スパッティング付の陸上板やトランポリンなどトレーニング施設が整った上海での１０日間は、高難易度化

の進む世界の流れに対応するための踏切りや空中フォームの見直し等、大変良い結果を残す事ができた。 

同時に東京で行われたジュニア合宿では、ジュニア期から正しい基礎技術の習得が重要であるとの観点

から、今回初めて小学生を参加させた。ジュニア期の選手達にとって、早期にナショナルレベルの合宿に組

み込む事が基礎技術の向上や動機づけに大きな効果があると感じられた。今後、年齢差・体力差を考慮しな

がら小学生レベルから効果的な練習方法を取り入れ、拡大していきたい。 

 

（１）国際競技会 

① FINA グランプリ  カナダ大会・アメリカ大会 

ヘッドコーチ  馬淵 崇英 

      コ ー チ   松本 行夫 

      トレーナー  田中 志保 

      審 判 員   伊藤 正明（カナダ大会） 

             高橋 亜紀（アメリカ大会） 

      選   手  男子 寺内 健 、 村上 和基 

          女子 中川 真依、  浅田 梨紗 

    【成   績】 

 ◇ カナダ大会  ５月１日～４日 カナダ：モントリオール 

    男子 3m 飛板飛込  寺内 健 ３位 

           高飛込  村上 和基 １７位 

   女子 高飛込     中川 真依 ８位／浅田 梨紗 １４位 

◇ アメリカ大会  ５月８日～１１日 アメリカ：フォートロダデール 

   男子 3m 飛板飛込   寺内 健  優勝 

           高飛込   村上 和基 １２位 

－ 21 －



 

        女子 高飛込  中川 真依  ６位／浅田 梨紗 １１位 

    

    

   ②第 17 回 FINA 世界ジュニア選手権  ９月１６日～２１日  ドイツ・アーヘン 

       ヘッドコーチ 馬淵 崇英 

        コ ー チ 坂井 弘靖・金戸 恵太 

     審 判 員   松本 行夫 

        選   手 男子 坂井 丞 

           女子 浅田 梨紗、富山 香奈子、辰巳 楓佳 

    山下 藍奈、山根 花 

     【成   績】 

1６歳―１８歳（A） 

      男子 1m 飛板飛込 坂井 丞 ７位 

3m 飛板飛込 坂井 丞 １２位 

         高飛込   坂井 丞  ７位 

     女子 1m 飛板飛込 富山 香奈子 ２４位 

          3m 飛板飛込 浅田 梨紗 ９位／富山 香奈子 ２２位 

          高飛込   浅田 梨紗 ３位 

  １４歳―１８歳（A/B） 

     女子  シンクロ高飛込  辰巳 楓佳/山根 花 ５位 

１４歳―１５歳（B） 

     女子 3m 飛板飛込 辰巳 楓佳 ４位／山根 花 １４位 

         高飛込   山下 藍奈 １５位／辰巳 楓佳 １８位 

 

 

 

３．水 球                                    

水球委員長   原    朗 

平成 20 年度男子代表は、7 年ぶりに国際大会「ＦＩＮＡ水球男子ワールドリーグ アジア大洋州ラウンド大

会」を招致し、上位 2 カ国に出場枠が付与される同大会のスーパーファイナル進出を目標にした。 強化内

容の特色として、第一に代表チームの指揮を取らせるために外国人監督としてクロアチアからゴラン・サブリ

ッチ氏を招聘したこと。 第二には、チーム編成の決定を大会直前まで延し、選手間の競争意識を持たせた

こと。 最後に 2012 年五輪を見据え、高校生を含む若手有望選手を積極的に登用したことがあげられる。 

結果は昨年に続き第 3 位に終わり目標に届かなかったが、年度末に開催されたアジア選手権ではワールドリ

ーグで経験を積んだ若手を中心としたチームで出場し、アジアチャンピオン獲得のライバル国である、中国と

カザフスタンに試合最終まで競り合い僅差の試合が展開できた。 この事で我々が実施してきた若手選手の

育成と、招聘した外国人監督のチーム作りが成功していると確信をすることができた。 

女子代表については、男子同様に「ＦＩＮＡ水球女子ワールドリーグアジア大洋州ラウンド大会」を突破し、フ

ァイナル進出を目標にした。 代表選手は2005年世界ジュニアでは中国に勝利しており、20007年ワールドリ

ーグアジア大洋州ラウンド大会でも 1 分 1 敗の僅差であり、十分に勝機があるものと考えていが、オリンピック

を前に 1 年間で驚異的な強化を成し遂げた中国に大敗する結果に終わった。 

男女共に昨年度の重要課題であった、新ルールに対応した戦術については大きく進歩が見られたが、体力
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向上についてはまだ不十分であり、所属での継続した強化を強く促していく必要性を痛感した。 また冬場の

強化策の脆弱さ、すなわち年間を通して水球ゲームを実施する競技企画の必要性がでた。 

2009 年度からは、「水球日本チャレンジ１０」の仕上げ期に入り、2010 年アジア大会、2012 年五輪に向けて、

着実な進歩を結果として出していきたい。 

最後に強化内容の中で、選手の精神的な育成強化が不十分と反省させられる不祥事が年度内に数件発生

した。この事は水球委員会のみならず、日本水球界全体で猛省し、日頃からの取り組み姿勢について改め

て見直す勇気が必要である。今後あらゆる場所で座学等を導入し、世界と戦える選手の精神、心の育成を図

って行きたい。 

 

① スペイン五輪チーム招聘・親善試合 

日時：平成 20 年 8 月 6 日 

場所：日本・千葉 

役員： 監督 ゴラン・サブリッチ 

コーチ 当麻 成人 

選手：大島 仁 長沼 敦    志水 祐介 筈井 翔太  若松 弘樹 

     松本 宗 塩田 義法  染谷 将利 柳瀬 彰良  星合 郊 

         伊禮 寛 大川 慶悟  上司 智義 安田 陽一 

 

試合結果  日本  3－14  スペイン 

 

② 第８回アジア水球選手権 

派遣期間：平成２１年３月９日～１７日 

場   所：中国・常熱市 

役員： チームリーダー  原  朗 

ヘッドコーチ      ゴラン・サブリッチ 

コ ー チ      当麻 成人 

マネージャー   横田 晃 

帯同審判    牧田 和彦 

選手： 大島 仁  伊禮 寛 筈井 翔太  染谷 将利 永田 敏 

大川 慶悟  長沼 敦 塩田 義法  星合 郊 志水 祐介 

松本 宗  若松 弘樹 柳瀬 彰良 

 

日本戦の結果 

日本 25－5 クウェート  日本 6－8 カザフスタン 

日本 30－2 香港   日本 24－4 シンガポール 

日本 7－9 中国 

 

最終順位（上位２チームが世界選手権出場権獲得） 

1 位 中国  4 位 クウェート 

2 位 カザフスタン  5 位 シンガポール 

3 位 日本  6 位 香港 
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③ 海外強化拠点遠征合宿 

派遣期間：男子スクワッド 平成 21 年１月８日～１８日 

        男子ジュニア 平成 21 年 1 月 14 日～25 日 

場所：クロアチア・スプリット／ザグレブ／ドブロブニク 

役員： ヘッドコーチ     ゴラン・サブリッチ 

コーチ        当麻 成人 遠藤 卓也 

マネージャー   黒田 克己 横田  晃 

選手： 大島 仁 志水 祐介  筈井 翔太 永田 敏  星合 郊 

                            以上 5 名シニア選手 

志賀 光明 竹田  純  逸見 優太 勝連 貴信  清水 直樹 

三井田 

                                     以上 6 名ジュニア選手 

試合結果 

日本  16－12  ボスニアへルツェゴビナ 

 

④ ＦＩＮＡ水球女子ワールドリーグ アジアオセアニアラウンド 

派遣期間：平成 20 年 5 月 18 日〜26 日 

場所：中国・天津  

役員：ヘッドコーチ  木村 文明 

コーチ  齋藤 好史 

チームマネージャー 里見 亜紗子  

帯同審判  折笠 敬一 

選手： 冨山 薫美子  三浦 里佳子 中野 由美   小川 沙希 安本 知恵 

岡村  幸     大川原さや香 河崎 茉里   行天 朋加  小中 美沙 

吉田 奈央    矢作 美香   西尾 彩香   

 

日本戦の結果 

日本 5—23 中国 A 日本 11—6 中国 B 

日本 4—17 オーストラリア 日本 4—21 中国 A 

日本 11—9 中国 B 日本 3—19 オーストラリア 

 

最終順位（上位２チームがスーパーファイナル進出） 

１位 オーストラリア 

２位 中国 

３位 日本 

 

⑤ 2008 年女子ジュニア豪州選手権大会 

派遣期間：平成 20 年 9 月 27 日～10 月 6 日 

場所：オーストラリア・パース  

役員：チームリーダー 木村 文明 

ヘッドコーチ  齋藤 好史 

コーチ  榎本 至 
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マネージャー 里見 亜紗子 

帯同審判  折笠 敬一 

選手： 田中 光    斉藤 美奈都  本田 小晴  固城 侑美  設楽 麻美 

柿市 衣里奈  長谷川 陽子  遊佐 千尋  高木 莉奈  瀧川 侑香 

中田 萌      固城 妃美   中塚 三保子 

 

日本戦の結果 

日本 14－3 南オーストラリア州  日本 8－3 ニューサウスウェールズ州 Waratahs 

日本 6－8 ニューサウスウェールズ州 Blues  日本 8－4 西オーストラリア州 Black 

日本 17－2 オーストラリア首都特別地域    日本 13－2 クィーンズランド州 White 

日本 4－6 クィーンズランド州 Maroon      日本 14－4 西オーストラリア州 Gold 

日本 14－2 ビクトリア州       日本 11－1 クィーンズランド州 White 

 

最終順位（規定上、日本は 4 位以内の順位決定戦には参加できない） 

1 位 ニューサウスウェールズ州 Blues  6 位 クィーンズランド州 White 

2 位 ニューサウスウェールズ州 Waratahs 7 位 ビクトリア州 

3 位 クィーンズランド州 Maroon  8 位 西オーストラリア州 Gold 

4 位 西オーストラリア州 Black  9 位 オーストラリア首都特別地域 

5 位 日本    10 位 南オーストラリア州 

 

 

４．シンクロ                                      

シンクロ委員長 本間三和子 

平成 20 年度競技力向上事業における国際大会派遣は、北京オリンピック世界予選（4 月、北京）にオリン

ピックチームを派遣し、デュエットとチームの両種目でオリンピック出場資格を獲得した。その後、韓国での海

外合宿および国内強化合宿を繰り返し、オリンピックに向けて最終調整を図った。 

北京オリンピック（8 月、北京）では、デュエット 3 位、チーム 5 位の成績を収め、両種目メダル獲得の目標

には至らなかったものの7大会連続メダルを守った。また、ジュニア代表チームを世界ジュニア選手権（7月、

サンクトペテルスブルグ）に派遣した。ソロ 5 位、デュエット 2 位、チーム 3 位、フリーコンビネーション 5 位の

好成績を収め、日本のジュニア層の厚さを印象づけることができたとともに、ジュニア年代で貴重な経験を積

むことができた。また、B 代表チームをスイスオープン国際大会に派遣し、アメリカやカナダの B 代表を押さえ

てソロ、デュエット、チーム、フリーコンビネーションの全種目で優勝を飾り、次世代選手の自信につなげるこ

とができた。 

下期には、10 月に代表選手選考会を行い、北京オリンピック後の世代交代を経て編成された新たな代表

チームを FINA ワールドトロフィ大会（12 月、マドリード）に派遣した。新メンバーで挑んだ日本代表チームは

総合4位に入り、初めての遠征で好スタートを切ることができた。1月末に、次年度に開催される世界選手権（

7 月、ローマ）の代表選手選考会を行い、11 名の代表選手が選考された。11 名は平成20 年度の B 代表およ

びジュニア代表から選ばれ、平成 21 年度の最大目標競技会である世界選手権に挑むことになる。他方、競

技者育成プログラムにおけるエリート教育事業の一環として、13-15 歳の年代の 2 選手をチェコ・プラハ国際

大会（12 月）に派遣した。参加したソロ、デュエットの両種目で優勝し、若手選手の良い刺激につながり、大き

な収穫となった。 
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（1）北京オリンピック世界予選 

期 日： 平成 20 年 4 月 16 日〜20 日 

場 所： 中国・北京 

役 員： チームリーダー：金子正子 

コーチ： 友松由美子、小川眞佐代、鶴久由利子 

審判員： 市橋晴江、齋藤由紀 

選 手： 原田早穂、鈴木絵美子、川嶋奈緒子、松村亜矢子、橘雅子、小林寛美、 

青木愛、石黒由美子、小村恵里佳 

成 績： デュエット（原田・鈴木）3 位、チーム 2 位 

 

（２）世界ジュニア選手権 

期 日： 平成 20 年 7 月 9 日〜13 日 

場 所：ロシア・サンクトペテルブルグ 

役 員： チームリーダー：中村鈴子 

  ヘッドコーチ：片山満津芳 

  コーチ：吉田美保、内田まゆみ 

  審判員：市橋晴江、樋口育子 

選 手： 乾友紀子、飯田咲紀、酒井麻里子、小野茜、横山愛実、杉山美紗、 

箱山愛香、岡野真己、糸山真与、大西春菜 

成 績： ソロ（乾）5 位、デュエット（乾・酒井）2 位、 

チーム 3 位、フリーコンビネーション 5 位 

 

（３）スイスオープン 

期 日：平成 20 年 7 月 2 日〜6 日 

場 所：スイス・チューリヒ 

役 員： ヘッドコーチ：鵜飼美保 

コーチ：花牟礼雅美、本川美帆 

審判員：齋藤由紀、山田智子 

選 手： 鈴木英里奈、足立夢実、木村真野、小林千紗、木村紗野、荒井美帆、 

小西貴子、小林祐加子、中村麻衣、上南侑生 

成 績： ソロ（足立）優勝、デュエット（木村・木村）優勝、 

チーム優勝、フリーコンビネーション優勝 

 

（４）FINA ワールドトロフィ大会 

期 日：平成 20 年 12 月 5 日〜7 日 

場 所：スペイン・マドリード 

役 員： ヘッドコーチ：鵜飼美保 

コーチ：花牟礼雅美、本川美帆 

選 手： 酒井麻里子、足立夢実、石黒由美子、乾友紀子、小林千紗、鈴木英里奈、 

小林祐加子、木村紗野、木村真野、中村麻衣、飯田咲紀 

成 績： デュエット（乾・酒井）5 位、テーマデュエット（木村・木村）3 位、 

チーム 4 位、フリーコンビネーション 5 位、総合 4 位 
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（５）プラハ国際大会（クリスマスプライス 2008） 

期 日：平成 20 年 12 月 5 日〜7 日 

場 所：チェコ・プラハ 

役 員：コーチ：石山加寿美、松本千乃 

 審判員：樋口恵好 

選 手：石山紗江、計盛光 

成 績：ソロ（計盛）優勝、（石山）2 位 

      デュエット優勝 

 

（６）ジャーマンオープン 

期 日：平成 21 年 3 月 6 日〜8 日 

場 所：ドイツ・ボン 

役 員： コーチ：花牟礼雅美 

総 務： 立花美哉 

審判員： 鷲見朗子 

選 手： 足立夢実、乾友紀子、酒井麻里子、小林千紗 

成 績： ソロ（足立）2 位、（乾）予選 3 位 

デュエット（乾・小林）2 位、（足立・酒井）予選 4 位 

 

 

５．医・科学                         医・科学委員長  野村 照夫 

医事部：大会救護については、医療資格を持つ救護員を国内主要競技会において時間帯あたり１名、国

際大会（外国人の参加する大会）において時間帯あたり２名を配置した。また、北京オリンピック、ジュニアパ

ンパシフィック大会等の国際競技会に医師の帯同・トレーナーの派遣を行った。さらに、ドーピングコントロー

ル（9競技会141検体）の実施や薬剤相談FAX対応など、計画的に業務を遂行できた。教育・啓発活動として、

第21回日本水泳ドクター会議（東京）、第18回日本水泳トレーナー会議（東京）、第12回医学生・若手医師の

ためのスポーツ医学・健康医学セミナー（富山）などによって、水泳の医科学に関する情報交流および若手

の育成を行った。 

科学技術部：日本選手権、ジャパンオープン（長水路）、ジュニアオリンピック夏季、ジャパンオープン（短

水路）、ジュニアパンパシフィック大会におけるレース分析など競技力向上に関する科学サポートをほぼ完遂

することができた。また、オリンピック準強化合宿（三重および静岡）において体力測定と水中映像提供を行

った。 さらに、地域の科学サポート実態調査では、情報の伝達経路の整備の必要性が認められた。 

全体：高地トレーニングに伴う安全管理ガイドラインの作成、各種医科学サポート、指導者養成事業への講

師派遣など関係各委員会との連携をとって実施した。 
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４．国 際 交 流 関 係 （寄附行為第 4 条－11） 

 

１．FINA（国際水泳連盟）関係 
  （１）理 事 会    8/6～7    古 橋 廣之進   中国・北京 
     3/12～14    古 橋 廣之進   アラブ首長国連邦・ドバイ 
  （２）コングレス   

臨時総会   4/8    古 橋 廣之進   イギリス・マンチェスター        

                    佐野   和夫 
  （３）委 員 会   

競泳    4/9～13      緒方   茂生   イギリス・マンチェスター 
      7/5～13    緒方   茂生   メキシコ・モントレー 
           8/7       緒方   茂生   中国・北京 
         1/30～31    緒方   茂生   アメリカ･マイアミ 

     シンクロ  7/8～14         本間  三和子   ﾛｼｱ･ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙｽﾌﾞﾙｸ 
                      8/7       本間  三和子   中国・北京 

12/4～5         本間  三和子   スペイン･マドリッド 
  （４）競 技 会 
     ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会 8/8～24    古 橋 廣之進   中国・北京 
                    緒方   茂生 

   本間  三和子 
（５）そ の 他 

     FINA 競泳世界コーチ会議(講師)  
1/15～17    平井   伯昌   シンガポール・シンガポール 

  FINA シンクロ講習会(講師)  
10/8～11     本間  三和子   インドネシア・バリ 

FINA シンクロクリニック(エヴァリュエーター)  
1/9～11      本間  三和子   中国・香港 
 

２．AASF（アジア水泳連盟）関係 
（１）総  会   2/18        古 橋 廣之進    オマーン・マスカット 

                    佐野   和夫 
                    本間  三和子  

（２）理 事 会  2/17        古 橋 廣之進    オマーン・マスカット 
                    佐野   和夫 
                    本間  三和子  

     
３．パンパシフィック関係 
（１） チャーターネーション会議 
            1/10      林  利博      アメリカ・グアム 
                    佐野 和夫 

－ 28 －



                    青木  剛 
                    安部 喜方 
                    上野 広治 
                    平井 伯昌 
                    緒方 茂生 
 
４．派遣 及び 招聘 
（１）派  遣 
   Ⅰ総合大会 
   ①ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会 8/8～24     
      ・審判    競泳      高橋  聖一 
             飛込     湯浅 よしの 
             水球     大島   明  
             シンクロ   樋口  恵好                        

 Ⅱ競技大会 
・競泳 
① 短水路世界選手権  審判 緒方 茂生  4/9～13 イギリス・マンチェスター  

審判 藤森 克悦  4/9～13 イギリス・マンチェスター 
②  ワールドカップ 

(モスクワ大会)     審判 緒方 茂生  11/8～9 ロシア・モスクワ 
③  FINA ジュニア世界選手権 

  審判  安部 喜方  7/8～13 メキシコ・モントレー 
    江口 和美   
・飛込 
① FINA 飛込グランプリ大会 

    （カナダ大会）    審判  伊藤 正明  5/1～4 カナダ・モントリオール 
    （アメリカ大会）   審判  高橋 亜紀  5/8～11 ｱﾒﾘｶ･ﾌｫｰﾄﾛｰﾀﾞﾃﾞｰﾙ 

② ダイビングワールドシリーズ 
               審判  湯浅よしの  5/30～31 中国・南京 

審判  湯浅よしの  3/27～28 中国・常州 
③ FINA ジュニア世界選手権 

審判  松本 行夫  9/16～21 ドイツ・アーヘン 
 ・水球 

① 女子ワールドリーグ アジアオセアニアラウンド 
     審判  折笠 敬一  5/20～25 中国・天津 

② 男子ワールドリーグ アジアオセアニアラウンド 
     審判  牧田 和彦  5/26～6/1 日本・東京 

③ 女子ワールドリーグ・ファイナル 
審判  大島  明   6/10～15 スペイン・テネリフェ 
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④ アジアビーチゲームズ    
審判  波多 祥計  10/18～26 インドネシア・バリ     

⑤ アジア選手権     審判  牧田 和彦  3/11～16 中国・常熟市 
・シンクロ 
① ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ最終予選会      審判  本間三和子  4/16～20 中国・北京 
  市橋 晴江 

    齋藤 由紀 
② スイスオープン     審判  齋藤 由紀  7/2～6  スイス・チューリッヒ 

                   山田 智子 
③ FINA ジュニア世界選手権             

審判  市橋 晴江  7/9～13 ﾛｼｱ･ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙｽﾌﾞﾙｸ     
       樋口 育子 

④ チェコプラハ国際    審判  樋口 恵好  12/5～7 チェコ共和国・プラハ 
⑤ ドイツオープン     審判  鷲見 朗子  3/6～8  ドイツ・ボン 
               

Ⅲ研修会 
① ASCA コーチクリニック 稲田 法子    9/3～7  アメリカ･ラスベガス 
② FINA 競泳世界コーチ会議 髙橋 繁浩      1/15～17  ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 
③ FINA 水球審判セミナー 槙橋 邦広   10/10～12 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ･ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 

                波多 祥計 
                  
 Ⅳ視察 

① 北京五輪合宿視察  上野 広治  4/27～29  韓国・チェジュ 
                上野 広治  6/1～3 

② 北京五輪視察  上野 広治  6/20～22   中国・北京 
       村松さやか   

③ 全米選手権視察  上野 広治  6/29～7/5   アメリカ・オマハ   
              村松さやか 

④ ヨーロッパ短水路選手権視察 上野 広治 12/11～16 クロアチア・ザグレブ 
⑤ 水球ヨーロッパ選手権視察  原   朗 7/5～8     スペイン・マガラ 
⑥ シンクロローマオープン視察 金子 正子 5/29～6/1    イタリア・ローマ 

 小川眞佐代 
 靏久由利子 
 樋口 恵好 

－ 30 －



５．競 技 事 業 （寄附行為第4 条－４） 

 

（１）競技                                            競技委員長   安部 喜方 

平成20年度、日本選手権（競泳）は北京オリンピック代表選手選考会として東京辰巳国際水泳場で6日間開催し

た。また、6 月には、ジャパンオープン(50m)を開催し、オリンピック代表選手壮行会を行った。 

2009 年1 月には、ﾊﾟﾝﾊﾟｼﾌｨｯｸｼﾞｭﾆｱを、ﾁｬﾀｰﾈｰｼｮﾝﾎｽﾄ国として、ｸﾞｱﾑで開催した。 

水球はﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌ  ゚ｱｼﾞｱｵｾｱﾆｱﾗｳﾝﾄ (゙東京)を開催、12 月には第1 回全日本ﾕｰｽ(U15)水球競技選手権（桃太郎

ｶｯﾌﾟ）を倉敷で開催した。 

短水路選手権・日本選手権・ｼﾞｬﾊﾟﾝｵｰﾌﾟﾝ(50)では、全国の競技委員長か派遣競技役員として実技研修を行っ

た。また、日本選手権(競泳)では、全国競技委員長会議を開催し競技運営のレベルアップを図った。 

また、21 年度事業のｱｼﾞｱｴｰｼﾞ大会(4 種目)を、日本(東京・千葉)で開催することを決定した。 

 

平成20 年度(２００８年）競技会開催実績 

  開催都道府県・場所 

          競技会名 開催日時 

  参加団体・参加者数（男女別） 

東京都・東京辰巳国際水泳場 

4 月4 日(金)～6 日(日） 
第85 回日本選手権水泳競技大会(飛込競技） 

兼国際大会代表選手選考会  
団体（39)男子(38 名）女子(31 名） 

東京都・東京辰巳国際水泳場 

４月15 日(木)20 日(日） 
第84 回日本選手権水泳競技大会(競泳競技） 

兼第29 回オリンピック競技大会代表選手選考会  
団体（259)男子(343 名）女子(346 名） 

東京都・東京辰巳国際水泳場 

５月２日(金)～５日(月） 第84 回日本選手権水泳競技大会(シンクロ競技） 

団体(19)女子(179 名)・海外17 ｶ国 81 名 

兵庫県･尼崎ｽﾎﾟー ﾂの森プール 

9 月5 日(木）～7 日（日） 第84 回日本選手権水泳競技大会(水球競技） 

団体（8)男子(104 名） 

兵庫県･尼崎ｽﾎﾟー ﾂの森プール 

9 月5 日(木）～7 日（日） 第２5 回全国女子水球競技大会 

団体（8)女子(103 名） 

東京都・東京辰巳国際水泳場 

7 月18 日(金)～21 日(月） 第25 回日本ﾏｽﾀｰｽﾞ水泳選手権大会 

団体( 1251）男子（ 3604 名 )女子（ 3271 名 ） 

千葉県・館山市北条中央海岸 

7 月20 日(日） ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ ｼﾞｬﾊﾟﾝｵｰﾌﾟﾝ 2008 館山 

10km 38 名･ﾘﾚｰ 13 ﾁｰﾑ 

千葉県・館山市北条海岸 

7 月21 日(月） 第11 回館山国際ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾑﾚｰｽ 

3Km 297 名・1km 241 名･ﾘﾚｰ 52 ﾁｰﾑ 

福井県･敦賀市総合運動公園ﾌﾟー ﾙ 

8 月2 日(土）～3 日(日） 第59 回日本実業団水泳競技大会 

団体(348)男子(967 名)女子(160 名) 
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第55 回全国国公立大学選手権水泳競技大会 
8 月8 日（金)～9 日(土） 
団体79）男子420 名)女子344 名） 

日本ｼﾝｸﾛﾁｬﾚﾝｼﾞｶｯﾌﾟ 2008 

東京都・東京辰巳国際水泳場 

8 月6 日(水)～8 日(土） 

団体（ 28）女子（ 274 名) 

埼玉県･川口市青木町公園プール 

8 月17 日(日）～20 日(水） 
第76 回日本高等学校選手権水泳競技大会 

（競泳競技）
団体(401)男子（906 名)女子（814 名） 

埼玉県･川口市青木町公園プール 

8 月17 日(日）～20 日(水） 
第76 回日本高等学校選手権水泳競技大会 

（飛込競技）
団体(44)男子（28 名)女子（25 名） 

埼玉県･大宮公園水泳競技場 

8 月17 日(日）～20 日(水） 
第76 回日本高等学校選手権水泳競技大会 

（水球競技）
団体(20)男子(255 名） 

新潟県･ﾀﾞｲｴｰﾌﾟﾛﾋﾞｽﾌｪﾆｯｸｽﾌﾟー ﾙ 

8 月21 日(木)～23 日(土） 第48 回全国中学校水泳競技大会（競泳競技）  

団体(660)男子(669 名)女子(758 名) 

新潟県･ﾀﾞｲｴｰﾌﾟﾛﾋﾞｽﾌｪﾆｯｸｽﾌﾟー ﾙ 

8 月21 日(木）～23 日(土） 第48 回全国中学校水泳競技大会（飛込競技）  

団体（65)男子(39 名）女子(40 名） 

東京都・東京辰巳国際水泳場 第31 回全国JOC 

ｼﾞｭﾆｱオリンピックｶｯﾌﾟ夏季水泳競技大会 8 月26 日(火）～30 日(土） 

                （競泳競技） 団体（885)男子(1,946 名)女子(1,930 名) 

千葉県・千葉県国際総合水泳場 第31 回全国JOC 

ｼﾞｭﾆｱオリンピックｶｯﾌﾟ夏季水泳競技大会 8 月26 日(火)～29 日（金） 

                （飛込競技） 団体(38)男子(60 名)女子(68 名) 

大阪府・大阪府立門真ｽﾎﾟー ﾂｾﾝﾀｰ 第31 回全国JOC 

ｼﾞｭﾆｱオリンピックｶｯﾌﾟ夏季水泳競技大会 8 月26 日(火）～30 日(土） 

 （水球競技） 団体(81)参加数(930 名) 

岡山県・児島地区公園水泳場 第31 回全国JOC 

ｼﾞｭﾆｱオリンピックｶｯﾌﾟ夏季水泳競技大会 8 月27 日(水)～30 日（土） 

               （ｼﾝｸﾛ競技） 団体（34）女子（501 名) 

  東京都･東京辰巳国際水泳場 

第84 回日本学生選手権水泳競技大会(競泳競技） 9 月5 日(金）～7 日(日） 

  団体(103)男子(1005 名)女子(830 名) 

  群馬県･県立敷島公園水泳場 

第84 回日本学生選手権水泳競技大会(飛込競技） 9 月6 日(土）～ 7 日(日） 

  団体(15)男子（19 名)女子(16 名) 

  神奈川県･相模原市立総合ﾌﾟー ﾙ 

第84 回日本学生選手権水泳競技大会(水球競技） 9 月18 日（木)～21 日(日） 

  男子(22 団体・269 名）女子(5 団体・59 名） 

  大分県･別府市営青山ﾌﾟー ﾙ 

第62 回国民体育大会水泳競技大会（競泳競技） 9 月13 日(土)～9 月15 日（月） 

団体（47)男子(544 名)女子(514 名) 
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  大分県･別府市営青山ﾌﾟー ﾙ 

第62 回国民体育大会水泳競技大会（飛込競技） 9 月13 日(土)～15 日（月） 

団体（32)男子(44)女子(38) 

  大分県･別府市営青山ﾌﾟー ﾙ 

第62 回国民体育大会水泳競技大会（水球競技） 9 月12 日(金)～9 月15 日（月） 

団体（16)男子(176 名) 

  大分県・大分商業高校プール 

第62 回国民体育大会水泳競技大会（ｼﾝｸﾛ競技） 9 月11 日(木) 

団体（20 )女子(40 名) 

岡山県･児島地区公園水泳場他 

9 月12 日(金)～9 月15 日（月） 
第１回全日本ﾕｰｽ(U15）水泳競技選手権大会 

(桃太郎カップ） 
男子（16 団体・236 名)女子(13 団体・149 名） 

  東京都・東京辰巳国際水泳場 

ｼﾝｸﾛ 13･15 歳ｿﾛ・ﾃﾞｭｴｯﾄ大会 平成21 年1 月24 日(土） 

  団体（17 ）女子（68 名) 

  東京都・東京辰巳国際水泳場 

ｼﾝｸﾛ ﾌｨｷﾞｭｱﾄﾗｲｱﾙ 2008 平成21 年1 月25 日(日） 

  団体（12）女子（17 名) 

東京都・東京辰巳国際水泳場 

平成21 年2 月21 日(土)･22 日(日） 

海外 カ国  名 

第50 回日本短水路選手権水泳競技大会 

Japan Open2009 

団体(269)男子(344 名)女子(320 名） 

東京都・東京辰巳国際水泳場 

平成21 年3 月27 日（金)～30 日（月） 

第31 回全国JOC 

ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ春季水泳競技大会 

                （競泳競技） 団体（1,018)男子(2,700 名)女子(2,954 名） 

千葉県・千葉県国際総合水泳場 

平成21 年3 月27 日（金)～30 日（月） 

第31 回全国JOC 

ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ春季水泳競技大会 

                （水球競技） 団体(87)参加者(1,041 名) 

 

 

 

（２）学生                                            学生委員長 山重 美登士 

１、日本学生選手権大会 

第84回日本学生選手権水泳競技大会は、９月5日・6日・7日の３日間、学生たちで考えた「ドラマは北京で終

わらない」をテーマに、東京辰巳国際水泳場において、東京都水泳協会・財団法人日本水泳連盟学生委員会関

東支部の主管により開催された。 

競泳競技、男子は、中央大学が昨年の雪辱を果たし天皇杯を獲得した。女子は、近畿大学・山梨学院大学の

猛追を交わし、昨年に引き続き鹿屋体育大学が奥野杯を獲得した。日本記録３個・大会新記録26 個（タイ記録を

含む）を樹立した。日本新記録は、近畿大学が女子200mリレーで、山梨学院大学・加藤ゆか選手が100mバタフ

ライで、早稲田大学・北川麻美選手が 200m 個人メドレーでそれぞれ樹立した。 

参加状況は、加盟登録校285 校のうち、出場校男子・女子合わせて 103 校、参加人数男子851 名・女子513

名、エントリー数リレー223 種目・個人1612 種目で行なった。 

飛込競技は９月６日・７日の２日間、群馬県敷島公園水泳場において、群馬県水泳連盟・財団法人日本水泳連

盟学生委員会関東支部の主管により開催された。男子は、日本体育大学が優勝・女子は、天理大学が優勝した。

参加状況は、出場校15 校、参加人数男子19 名・女子16 名、エントリー数男子37 名・女子32 名で行なった。 
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水球競技は、9 月18 日～21 日の４日間、相模原総合水泳場・千葉県国際水泳場を会場に開催され、男子22

チーム 269 名、女子（エキシビジョン）5 チーム 56 名が熱戦を繰り広げた。決勝は筑波大学対日本体育大学の対

戦となったが、日本体育大学が 11 年連続32 回目の優勝を飾った。 

２、全国国公立大学選手権大会 

第55回全国国公立大学選手権水泳競技大会は、8月８日・９日の2日間、福岡市立総合西市民プールにおい

て、福岡県水泳連盟・財団法人日本水泳連盟学生委員会九州支部の主管、福岡市の後援により開催された。男

子は筑波大学が優勝・女子は鹿屋体育大学が優勝した。大会新記録男子９個、女子3 個を樹立した。 

参加状況は、出場校79 校男子68 校、女子68 校、参加人数男子446 名、女子226 名、エントリー数男子747

名、女子506 名、リレー男子107 種目、女子82 種目で行なわれた。 

 

 

 

（３）ジュニア                                       ジュニア委員長   鈴木 浩二 

競泳競技では、『ゆとりある競技会の実現』に向け、参加標準記録を『50m につき 0.2 秒の上げ幅』を一部撤廃し、

大幅な標準記録アップをした平成 20 年度であったが、全国のジュニアスイマーのレベルアップは予想を上回り、

夏季大会は約80名の減員にとどまり、春季大会では約400名の増員のとなり、春季大会の5,654名は過去最大規

模の競技会となった。 

 その環境と即時公認という新記録発生には厳しい状況の中、夏季大会は大会新 54・学童新２・中学新８・高校

新７・日本新１が発生し、春季大会では大会新90・学童新12・中学新27・高校新16が発生するという好結果を残す

ことができた。 

 水球競技では、夏季大会にＡ・Ｃ区分で予選リーグを導入するとともに、春季大会ではメインプールを中央で

仕切り２面とし、ダイビングプールと合わせて３面での同時進行を実施した。Ａ・Ｂ・Ｃ区分で予選リーグを実施する

ことで試合数が増え、夏季大会同様に試合ごとの選手の能力向上が顕著に見られた結果となった。 

 飛込競技では、従来の競泳競技との同時進行から飛込競技のみの単独開催で実施し、５名審判制のローカル

ルールを適用した。 

 シンクロ競技では、参加選手の増加と屋外プール(日没終了)という事情から、前日より前倒しで開始した。また

悪天候に見舞われ一部競技を屋内で実施した。 

 競泳競技実施の東京都、水球競技の大阪府・千葉県、飛込競技の千葉県、シンクロ競技の岡山県の方々の厚

いご協力を賜り、全てのジュニア大会を無事終了できた平成20 年度であった。 
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６．指導者養成事業関係 （寄附行為第 4 条－2） 

 

  指導者養成事業担当   設楽 義信 

平 成２０年 度の指 導 者 養 成 事 業は順 調に進 捗 して成 果の向 上がみられた。地 域 指 導 者 委

員会は，上級養成第１期講習会が無事に終了し，多数の上級指導員を養成することが出来た。

全 国 地 域 指 導 者 （普 及 ）委 員 長 会 議 では，普 及 事 業 の共 通 理 解 を図 りながら全 国 規 模 の普

及発展に尽力している。 

競技 力 向上 コーチ委員 会は，コーチ資格取 得 制度の改革 を行い，国 内外で活 躍 する優秀な

監 督・コーチの有 資 格 化 育 成を推 進している。また，競 技 力 向 上のため数 多くのハイレベルな

講習会や研修会を実施した。 

水泳教師委 員会は，水泳教師養成 講習会を通して優秀な職業指導者 を育成している。水 泳

教 師 在 籍 施 設 証 明 事 業 や資 格 更 新 研 修 会 を（社）日 本スイミングクラブ協 会 との協 力 態 勢で

実施した。 

指 導 者 養 成 事 業の原 点 は，資 格を有する優 秀 な指 導 者の育 成であり，三 委 員 会では質の高

い指導者の養成を推進していく所存である。 

 

（１）地域指導者委員会                  地域指導者委員長 宮本 憲二 

  ＊１１．合宿・指導・講習・研修関係 参照  

 

（２）競技力向上コーチ委員会            競技力向上コーチ委員長 設楽 義信 

  ＊１１．合宿・指導・講習・研修関係 参照 

 

（３）水泳教師委員会                    水泳教師委員長 澁谷 俊一 

  ＊１１．合宿・指導・講習・研修関係 参照 

 

 

 

７．生涯スポーツ・普及事業  

 

生涯スポーツ・普及事業担当 鈴木 大地 

日本泳法では、大会、研究会および研鑽会を通じて普及活動に努めただけでなく、小冊子

および DVD を作成し PR にも力を注いだ。 

OWS では普及面においてクリニックを各地で開催、強化面ではジュニア選手の強化合宿お

よび国際大会への参加を実施した。 

生涯スポーツは、ニチレイ泳力検定および日本マスターズを柱に普及活動を行った。 

 当事業は多面的な要素があり、まだまだ理解度が十分であるとは言えない。よりいっそう改

善を進めていきたい。 

 

 

1.日本泳法委員会                         日本泳法委員長  八木沼 正彦 

①第５３回日本泳法大会 

   平成２０年８月２３日２４日の二日間、茨城県・笠松運動公園屋内水泳プールにおいて日

本泳法大会 を開催した。小学四年生 のジュニアの選手から７５才の資格審査受験 者まで

二日間で延べ９５０名の参加があった。 

   水 戸 は水 府 流 の発 祥 地 であり、水 府 流 水 術 協 会 による「武 術 の片 鱗 」と称 する、一 重 熨

斗、甲冑泳、着衣泳、底蜘蛛など日頃お目にかかれない泳法の披露があった。 
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②第５８回日本泳法研究会 

   平 成 ２１年３月 ２１・２２日 の両 日 、和 歌 山 市 において和 歌 山 県 の無 形 文 化 財 に指 定 され

ている「岩倉流」をテーマに研究発表ならびに実技の披露が行われた。 

   岩 倉 流 は紀 州 藩 の武 芸 奨 励 よって和 歌 山 市 を流 れる紀 ノ川 において発 祥 して以 来 、三

百年経った流派で、カエル股を中心とした泳ぎを中心としている。 

   岩倉流としての研究発表は１５年ぶりであり、過去に３回開催されているが、和歌山の地は

初めてである。また、現第十二代那須賢二宗家が就任してから初である。 

 

③第１回游士研鑽会 

   現在四段階ある資格審査の游士合格者を次の練士につなげるための勉強会として、３月

の研究会後に開催した。日頃採点されるチャンスの少なくなった人たちの為に泳法毎のポ

イントと修正点を指摘した回答書を受験者に送り返した。 

 

④広報資料ならびにＤＶＤの配布 

   マスコミの取材対応として日本泳法のイロハをまとめた小冊子を作成、都道府県水泳連盟

にも参 考 資 料 として配 布 した。また、日 本 泳 法 の映 画をＤＶＤ化 したものを各 地 図 書 館 な

ど１００カ所に提供した。 

 

⑤審判研修の継続 

   審 判研 修の義 務 化 、日 本泳 法 競 技規 則の変 更点の通 知、現役 審 判のパネルディスカッ

ションなどで意識の徹底を図った。 

 

 

2.生涯スポーツ委員会                      生涯スポーツ委員長  鈴木 大地 

年度 当 初より日本マスターズ大 会および泳力 検 定の両 事 業 の全加 盟 団 体参 加へのアピ

ールを各 種 団 体 ・組 織 の協 力 を得 て行った。今 後 さらに両 事 業 の推 進 を行 っていく所 存

である。 

 

① 泳力検定 

 ・泳力検定 実績数認定書発行 37,269 名（詳細別添） 

 ・特別泳力検定会 

(ア) 大阪府 平成２０年６月１日（日） 

  〃 平成２０年８月３１日（日） 

(イ) 広島県 平成２０年８月３１日（日） 

(ウ) 兵庫県 平成２０年１０月２６日（日） 

 ・泳力検定表彰 26 団体 （年間 300 名超団体を表彰） 

 

② 日本スポーツマスターズ高知大会 2008 の実施（日体協委託事業） 

9 月 19 日～21 日。参加者 547 名（うち女子 170 名）前年比＋77 

水連独自に優秀団体を表彰 

最優秀団体：神奈川県県水連 

優秀団体：広島県水泳連盟・千葉県水泳連盟 

 

③ 普及関係 

 ・選手育成の一環としての地域の活動実績に対し表彰を行う １５団体 
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3.オープンウォータースイミング委員会               ＯＷＳ委員長  鷲見 全弘 

ＯＷＳの成 長 発 展 に必 要 な普 及 活 動 と、競 技 力 向 上 に必 要 なジュニア選 手 の国 際 大 会

派遣・競艇場を使用したテストイベントを実施した 1 年であった。 

 

① ＯＷＳジャパンオープン 2008 館山/第 12 回館山ｵｰﾌﾟﾝウォータースイムレースの実施 

日 時：平成 20 年 7 月 20 日、21 日  
場 所：千葉県館山市北条海岸 

参加者：90 名（20 日）、745 名（21 日） 

 

② 湘南オープンウォータースイミング 2008 の支援 

日 時：平成 20 年 8 月 9 日、10 日 

場 所：神奈川県藤沢市、鎌倉市、逗子市一帯 

参加者：1334 名 

  

③ ＯＷＳスイムクリニックの実施 

期 間：平成 20 年 5 月 24 日～8 月 23 日 

場 所：プール…秋葉台公園プール、千葉国際総合水泳場、近畿大学 

     海 ………千 葉 県 北 条 海 岸 、神 奈 川 県 逗 子 海 岸 ・腰 越 海 岸 、兵 庫 県 須 磨 海 岸 ・

姫路市家島 

参加者：210 名 

 

④ ひめじ家島オープンウォータースイミング大会の支援 

日 時…平成 20 年 8 月 24 日 

場 所…兵庫県姫路市家島諸島 

主 催…ひめじ家島ＯＷＳ大会実行委員会 

  

⑤ 競艇場でのテストイベント（ＯＷＳテストスイミング in 平和島競艇）の実施 

競艇場を活用したＯＷＳの競技会・練習拠点の実施可能性について、テストイベントを

実施して調査・検証 

場 所…平和島競艇場 

日 時…平成 20 年 9 月 28 日 

泳 者…42 名 

距 離…3000m（750m×4 周回） 

要 点…設備インフラ、ロケーション、水面環境など 10 項目について検証 

 

⑥ ジュニアパンパシフィック 2009 への選手派遣（平成 21 年 1 月 12 日） 

ＯＷＳとしては初となるジュニア選手の国際大会への派遣を実施、男女とも 3 位入賞 

    監 督：鈴木大地  

    コーチ：斎藤 修 

    男 子：山田浩平 宮本陽輔 

    女 子：岡澤宏美 倉松真子 小川栞（競泳でも選考）  

成 績： 
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男子１０ｋｍ （出場人数１９名） 

3 位 山田  浩平 1 時間 53 分 39 秒 39 

10 位 宮本 陽輔 1 時間 54 分 58 秒 92 

女子１０ｋｍ（出場人数９名） 

3 位 岡澤 宏美 2 時間 04 分 15 秒 36 

7 位 倉松 真子 2 時間 10 分 47 秒 76 

8 位 小川 栞 2 時間 11 分 40 秒 87 

 

 

 

８．総 務 事 業 （寄附行為第 4 条－５） 

 
                                  総務事業担当  泉 正文 

平成 20 年度総務事業全体としては、「センターポールに日の丸を」のスローガンのもと、北京オ

リンピックでの好成績につなげるため、各委員会共に積極的に事業に取り組んだ。 

 新公益法人制度改正が公表され、5 年以内の新法人への移行が明示された。早速、その対

応と移行へのプロセスを確定させるため「新公益法人移行検討プロジェクト」の設置が承認され、

具体的な取り組みを討議する体制が整った。 

 また、安 定 的 な財 源 確 保 を目 標 とした免 税 募 金 事 業 、公 認 推 薦 等 の収 益 事 業 共 に昨 年 末

からの世界同時不況の中極めて厳しい結果であり、さらなる工夫と努力が必要であり課題が残

った。 

 

１．広報委員会                                 広報委員長 村山よしみ 

月刊水泳の発行事業については、本連盟主催の主要競技大会の結果報告と各種活動内

容をタイムリーに情報伝達するように心がけ、写真を使っての内容充実に努めた。定期発行に

ついては、毎月１５日発行の目標を達成することができた。広告収入面については、広告のカ

ラーページ増加に伴い昨年比増となった。 

   ホームページの活用促進については、運営管理を委託している業者との連携がスムーズに

なり、主要大会の開催告知や各委員会からの情報アップ、そして本連盟と加盟団体等の内

部情報伝達、関係企業や団体と広範な情報活動が迅速に出来るようになった。アクセス数に

おいては、北京オリンピック効果もあり１ケ月間での最高アクセス数が、昨年を８万件強上回る

４９５、１５９件あり、月平均では昨年を約５４、０００件上回る３２２，０００件あった。 

   今後も引き続き両事業に重点をおき、より良い広報活動を推進していく予定である。 

 

 

２．施設用具委員会                            施設用具委員長 國富 進 

前 年 度 に引 き続 き、プール公 認 規 則 改 定 内 容 について周 知 徹 底 を図 るとともに、ＦＩＮＡの

ルール改訂にあわせ、コースロープの配色、床面のクロスラインの設置等についても、指導を行

ってきた。さらに委員会の人員増強を実施し、プール公認審査事務の円滑化を推進中であり、

今後も重点的に取り組んでいく予定である。 
（施設用具委員会事業） 

① プール公認規則等の整備  
② プール施設の公認  
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③ プール用器具の公認・推薦  
④ プール施設およびプール用器具の研究・開発  

 

 

 

３．情報システム委員会                        情報システム委員長 須永 孝 

２００７年４月 の新 競 技 者 登 録 制 度の実 施に伴いインターネットを活 用したＷｅｂ版の競 技 者

登録・大会 エントリーシステム（Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳ）をリリースしてから丸２年間が経過 しました。

昨年 、２００８年度 当初 の４月～５月 にかけて全国の登 録 作 業が集 中した時期にＷｅｂ－ＳＷＭ

ＳＹＳの処理が間に合わず利用者の方々に大変ご迷惑をおかけしました。２００８年度の開発は

急 遽 この対 策 を中 心 に各 加 盟 団 体 の情 報 システム担 当 者 から要 望 の多 かった機 能 について

改善を行いました。登録処理の改善につきましては、一日当たり１万人以上の処理が可能とな

り、従 来 の３倍 以 上 の処 理 能 力 を備 えることができました。また要 望 につきましては、操 作 性 を

主 体 に改 善 を行 い使 い勝 手 が格 段 によくなりました。Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳが本 連 盟 の中 核 シス

テムとして定 着 するにつれ２００８年 度 に浮 かび上 がってきた課 題も多 々あります。主 なものは、

Ｗｅｂ化の横 展開として競泳 以 外の各競 技 種別 の取り込み・競技 役 員管 理機 能の追 加・金 融

機関連携等、２００８年度以降も着実に開発していくことが本連盟の発展に寄与するものと思っ

ております。一 方 、開 発 したシステムの普 及 活 用 が重 要 でありますが、この任 は各 加 盟 団 体 の

情報システム担当者の方々に担っていただいており大変感謝をしております。普及が進むにつ

れてＷｅｂ－ＳＷＭＳＹＳも身近なシステムとなり、短時間でも停止するとクレームになる程、重要

な位置づけになってきておりますので、今後システムを停止させないためシステムの二重化等の

検討が必要になっております。 

こうした状況の中でインターネット上での個人情報の漏洩が社会問題となり、自治体によっては

インターネットを使用した個人情報の取り扱いを制限するなど、セキュリティーポリシーの問題を

含んだ事 態 もでてきております。今後 、Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳの隘路となることが懸 念されますが、

団 体 登 録 ・選 手 登 録 ・大 会 準 備 の容 易 化 ・大 会 後 の記 録 管 理 ／ランキングの正 確 性 等 に必

須であり、Ｗｅｂ－ＳＷＭＳＹＳの更なる普及と活用をお願いする次第です。 

 

① Ｗｅｂ版の競技者登録・大会エントリーシステムの改善点のまとめ 

② リザルトシステムの改善要望のまとめ 

③ 記録ランキングの正確性の向上 

 

 

４．総務委員会                                  総務委員長 坂元 要 

 総務委員会の 20 年度の最大の目標であった「規定集」の発行が実現し、数年来かかった諸

規定との整合性もようやく一段落したが、今後とも随時見直しを図りながら、諸規定の整備と定

期発刊を図っていく所存である。 

 その他は、事業計画に従いオフィシャルサプライヤー制度の確認、地域会議をはじめとした諸

会 議 等 も予 定 通 り実 施 することができたが、公 認 推 薦 等 の収 益 事 業 並 びに免 税 募 金 事 業 の

活性化と体制の見直しまでは手が届かず、残念ながら目標額は未達成に終わり、次年度への

課題となった。 

 今後も各委員会との連絡調整をより密にして「センターポールに日の丸を！」のスローガンのも

と、ロンドンオリンピックでの好 記 録 につなげるための諸 事 業に積 極 的 に取り組 んでいく所 存 で

ある。 
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 （寄附行為第4条－５）９．記録
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男子 男子 男子
女子 女子 女子
男子 男子 男子
女子 女子 女子
男子 男子 3 男子
女子 女子 0 女子
男子 男子 3 男子
女子 女子 0 女子
男子 14 男子 6 男子
女子 12 女子 1 女子
男子 2 男子 1 男子 11
女子 7 女子 0 女子 5
男子 6 男子 1 男子 12
女子 13 女子 1 女子 15
男子 1 男子 男子 2
女子 2 女子 女子 10
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１０．表 彰 （寄附行為第 4 条－14） 

 

１．日本水泳連盟 最優秀・優秀選手・優秀コーチ賞 

（最優秀選手） 
北島 康介（きたじま こうすけ）   日本コカ･コーラ 
（優秀選手） 

   奥村 幸大（おくむら よしひろ）   イトマン SS 
   松田 丈志（まつだ たけし）     中京大学大学院（2 年）・ﾐｽﾞﾉｽｲﾑﾁｰﾑ 
   宮下 純一（みやした じゅんいち）  ホリプロ 
   入江 陵介（いりえ りょうすけ）   近畿大学（1 年）・イトマンＳＳ 
   河本 耕平（かわもと こうへい）   SNW 
   藤井 拓郎（ふじい たくろう）    KONAMI 
   高桑  健（たかくわ けん）     自衛隊体育学校 
  上田 春佳（うえだ はるか）     日本大学（2 年）・東京スイミングセンター  
   中村 礼子（なかむら れいこ）    東京スイミングセンター 
   伊藤 華英（いとう はなえ）     セントラルスポーツ 
   加藤 ゆか（かとう ゆか）      山梨学院大学（4 年） 
   北川 麻美（きたがわ あさみ）    早稲田大学（3 年）・スウィン大宮 
   中西 悠子（なかにし ゆうこ）    枚方ＳＳ 
   種田  恵（たねだ めぐみ）     神奈川大学（4 年）・ＪＳＳ長岡 
   金藤 理絵（かねとう りえ）     東海大学（2 年） 

原田 早穂（はらだ さほ）      東京シンクロクラブ・ミキハウス 
   鈴木絵美子（すずき えみこ）     東京シンクロクラブ・ミキハウス 

（優秀コーチ） 
平井 伯昌（ひらい のりまさ）     東京スイミングセンター 
久世由美子（くぜ ゆみこ）       東海 SC 

    金子 正子（かねこ まさこ）      東京シンクロクラブ 
（特別ジュニア選手） 

掘畑 裕也（ほりはた ゆうや）    豊川高校（3 年）・KL スポーツ春日井 
秋山 夏希（あきやま なつき）    山梨英和高等学校（2 年）・甲府 SS 

 

２．東京運動記者クラブ水泳分科会賞 

   藤井 拓郎  KONAMI 
 

３．日本スポーツ賞（読売新聞社） 

大 賞     北島 康介  日本コカ･コーラ 

 

４．テレビ朝日ビッグスポーツ賞（テレビ朝日） 

ビッグスポーツ賞   北島 康介  日本コカ･コーラ 

ビッグスポーツ特別功労賞   古橋 廣之進 
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５．朝日スポーツ賞（朝日新聞社） 

北島 康介  日本コカ･コーラ 

 
６．ミズノスポーツメントール賞（ミズノスポーツ振興会） 

ゴールド   久世 由美子  中京大学水泳部 
 

７．毎日スポーツ人賞（毎日新聞社） 

特 別 賞   平井 伯昌   東京スイミングセンター 
 

８．日本記録賞 
長水路日本記録賞        短水路日本記録賞 

（男子）             （男子） 
奥村 幸大            伊藤  真  
松田 丈志            藤井 拓郎 

    宮下 純一            日原 将吾 
    入江 陵介            松田 丈志    
    河本 耕平            園中 良次 
    藤井 拓郎            古賀 淳也   
    北島 康介            内田 征平 
    高桑  健            入江 陵介 
    及川 直樹            加藤 寛樹 
    星田  悠            高安  亮 
    周東啓二郎            立石  諒 

高安  亮            佐野 秀匡   
    佐藤 久佳            堀田 和久  
    岸田 真幸            曽我 洋文 

内田  翔            石堂 善久 
    物延 靖記            川内 勇輝 

松本 尚人            杉岡 郁哉 
（女子）               大野 孝之 

上田 春佳            箕成 貴之 
    酒井 志穗            武岡 辰也 

中村 礼子            阿由葉 寛 
加藤 ゆか            岡﨑晃一郎 

    中西 悠子            入江 晋平 
    北川 麻美            蛭田 尚宏 
    中村 望美           （女子）   
    奥村 綾香            上田 春佳 
    上田 梨奈            寺川  綾 
    山口 美咲            酒井 志穗 
    三田 真希            伊藤 華英 
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    高鍋 絵美            土肥亜也子 
                     北川 麻美 
                  金藤 理絵 
                     藤野 舞子 
                  長谷川菜月 
                     小西 希沙 

                   近藤 絵里 

                    松村 彩加 

 

平成２０年度 有功章 

 

推薦団体 氏名 No 推薦団体 氏名 

北海道水泳連盟 小田桐 重信 28 (財)大阪水泳協会 大澤 草三 

青森県水泳連盟 鶴田 一彦 29 兵庫県水泳連盟 小林 兼一郎 

岩手県水泳連盟 川下 節子 30 和歌山県水泳連盟 下津 有一 

宮城県水泳連盟 佐野 紘 31 (財)島根県水泳連盟 山本 義典 

秋田県水泳連盟 髙橋 義則 32 岡山県水泳連盟 入江 弘幸 

山形県水泳連盟 小川 昭一 33 (財)広島県水泳連盟 田中 英治 

福島県水泳連盟 長谷川 陽一 34 (財)山口県水泳連盟 山田 啓治 

茨城県水泳連盟 髙倉 明子 35 香川県水泳協会 樋口 卓延 

栃木県水泳連盟 布村 隆 36 徳島県水泳連盟 勝瑞 昌彦 

埼玉県水泳連盟 今野 護 37 高知県水泳連盟 中西 清ニ 

千葉県水泳連盟 早川 敏男 38 福岡県水泳連盟 重松 隆 

東京都水泳協会 濵田 實 39 長崎県水泳連盟 鶴田 良子 

東京都水泳協会 赤堀 実 40 熊本県水泳協会 松海 昭生 

神奈川県水泳連盟 柏木 孝夫 41 大分県水泳連盟 志村 學 

神奈川県水泳連盟 向山 冨士夫 42 宮崎県水泳連盟 平松 重博 

山梨県水泳連盟 酒井 義富 43 鹿児島県水泳連盟 山下 憲 

長野県水泳連盟 小林 安廣 44 沖縄県水泳連盟 大城 正和 

新潟県水泳連盟 佐藤 良夫 45 シンクロ委員会 諸寄 暢子 

富山県水泳連盟 串宮 定子 46 競技力向上コーチ委員会 牧原 由美子 

福井県水泳連盟 林 勇 47 地域指導者委員会 宮本 憲二 

静岡県水泳連盟 飯田 國裕 48 学生委員会 安部 喜方 

愛知水泳連盟 永田 雅俊 49 総務委員会 齋藤 由紀 

愛知水泳連盟 澤田 義勝 50 日本泳法委員会 北村 純子 

三重県水泳連盟 山本 千秋 51 ジュニア委員会 鈴木 浩二 

岐阜県水泳連盟 加藤 景一 52 飛込委員会 伊藤 正明 

京都水泳協会 藤井 正悟 53 日本スイミングクラブ協会 河崎 進 

(財)大阪水泳協会 北田 順一 54 水球委員会 南部 健 

     合計 54 名 
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平成２０年度（２００８年）優秀団体表彰 

栄章規則第１８条 優秀団体―イ 

 

八戸水泳協会（青森県）   山形市立東沢小学校（山形県） 

水戸市水泳スポーツ少年団（茨城県）  前橋市水泳協会（群馬県） 

甲州市立東雲小学校（山梨県）  新潟水泳協会普及部（新潟県） 

ＮＰＯ法人高岡市水泳協会（富山県）  安城スイミングスクール（愛知県） 

海山スイミングクラブ（三重県）  小泉ジュニア水泳クラブ（岐阜県） 

姫路市水泳協会（兵庫県）   琴浦町立赤碕中学校（鳥取県） 

鳴  泳  会（徳島県）   中村スイミングクラブ（高知県） 

阿久根水泳スポーツ少年団（鹿児島県） 

 

１５件 

 

 

栄章規則第１８条優秀団体―ロ 

 

東海イトマンスイミングスクール鯱  豊川高等学校 

（財）盛岡市体育協会   イトマンスイミングスクール 

イトマンスイミングスクール新百合ヶ丘校 横浜国際プール 

レオスイミングスクール厚木   スウィン前橋スイミングスクール 

ナガイスイミングスクール   スウィン吉井スイミングスクール 

（財）うらわスイミングセンター   スウィン北本スイミングスクール 

スウィン深谷スイミングスクールスポーツクラブ スウィン大教スイミングスクール大宮東 

イトマンスイミングスクール昭和の森  イトマンスイミングスクール東伏見 

スウィン大教スイミングスクール郡山北  スウィンあざみスイミングスクール 

スウィン大宮スイミングスクール  スウィンふじみ野スイミングスクール 

東光スイミングスクール 

                              ２１ 件 
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(寄付行為第４条－２)

１．　合　宿
 Ⅰ　国　内　合　宿
　　(１)　競　泳
　　　①　ジュニア研修合宿　(ブロック別合宿)

ブロック 期間 場所 スタッフ(名) 選手(名) 計(名)
北 海 道 12/23～28 野幌総合運動公園体育館プール 5 30 35
東 北 12/20～25 岩手県営屋内温水プール 7 30 37
関 東 12/13～18 栃木県立温水プール館 9 49 58
東 京 12/21～26 東京辰巳国際水泳場 10 66 76
北 信 越 12/20～25 富山県総合体育センタープール 6 30 36
東 海 12/23～28 静岡県立水泳場 7 24 31
近 畿 12/25～30 京都踏水会・洛南高校・洛星高校 9 25 34
中 国 12/23～28 広島県立総合体育館グリーンアリーナ 7 30 37
四 国 12/22～26 海上自衛隊徳島教育航空群 5 30 35
九 州 12/22～27 海上自衛隊鹿屋航空基地内屋内プール 13 32 45

(計) 78 346 424

　　　②　エリート小学生研修合宿　
10/31～11/3 国立スポーツ科学センター 34 29 63

　　　③　オリンピック準強化選手強化合宿
中学生合宿 12/15～23 三重県鈴鹿スポーツガーデン水泳場 50 62 112
高校生合宿 12/15～23 静岡県富士水泳場 25 94 119

　　　④　ジュニアパンパシフィック大会合宿
12/20～31 国立スポーツ科学センター 13 28 41

　　　⑤　北京五輪強化合宿
第　１　回 4/20～26 国立スポーツ科学センター 23 30 53
第　２　回 5/28～6/5 国立スポーツ科学センター 27 31 58

第3回(JAPAN　OPEN) 6/5～8 国立スポーツ科学センター・東京辰巳国際水泳場 15 26 41

　　　⑥　北京五輪サポート合宿　
第　１　回 4/28～5/29 国立スポーツ科学センター 10 12 22
第　２　回 6/8～7/27 国立スポーツ科学センター 34 28 62

　　　⑦　北京五輪富山合宿　
第　１　回 7/2～10 富山県総合体育センター 6 8 14
第　２　回 7/20～26 富山県総合体育センター 2 3 5

　　　⑧　自由形強化合宿　
短距離 12/1～11 国立スポーツ科学センター 5 24 29
長距離 12/1～11 鹿屋体育大学 4 14 18

　　　⑨　オリンピック強化選手合宿　
第　１　回 12/11～20 国立スポーツ科学センター 26 71 97
第　２　回 2/6～19 国立スポーツ科学センター 30 57 87

　　(２)　飛　込
　　　①　ジュニア強化対象選手合宿　

第1回(ｼﾆｱ合同) 11/7～9 東京辰巳国際水泳場 22 29 51
第　２　回 12/19～24 静岡県富士水泳場 22 17 39
第　３　回 3/27～30 静岡県富士水泳場 10 7 17

　　　②　ＦＩＮＡｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ　CAN-US大会事前合宿
4/20～26 静岡県富士水泳場 4 4 8

１１．　合宿　・　指導　・　講習　・　研修
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　　　③　北京五輪強化合宿　
第　１　回 6/23～29 大阪プール 2 2 4
第　２　回 7/6～11 静岡県富士水泳場 1 1 2
第　３　回 7/21～27 大阪プール 2 2 4
第　４　回 8/9～15 大阪プール 2 2 4

　　　④　巡回指導　
北信越 11/2～4 富山県総合体育センター 9 26 35

　　　⑤　拠点事業　
上　期 4月～9月 宝塚スイミングスクール、大阪プール、他 2 5 7
下　期 10月～2月 宝塚スイミングスクール、東京辰巳国際水泳場、他 2 16 18

上海合宿 12/17～29 中国・上海遊泳館 2 7 9

　　(３)　水　球
　　　①　男子ジュニア強化合宿　

9/19～23 国立スポーツ科学センター 11 23 34

　　　②　男子・女子ユース研修合宿
11/22～24 国立スポーツ科学センター 8 45 53

　　　③　水球女子豪州ジュニア選手権大会合宿
第　１　回 7/31～8/3 花咲徳栄高等学校 4 13 17
第　２　回 9/23～27 国立スポーツ科学センター 5 13 18

　　　④　ワールドリーグ強化合宿　
4/1～5/25 国立スポーツ科学センター・早稲田大学・日本体育大学 19 25 44

　　　⑤　水球女子国内強化合宿
第　１　回 4/14～20 国立スポーツ科学センター 6 15 21
第　２　回 4/25～29 花咲徳栄高等学校 6 15 21
第　３　回 5/3～6 花咲徳栄高等学校 6 15 21
第　４　回 5/13～16 国立スポーツ科学センター 6 15 21
第　５　回 3/20～22 慶應義塾大学日吉プール 7 19 26

　　　⑥　アジア選手権強化合宿　
第　１　回 12/18～24 慶應義塾大学日吉プール 3 6 9
第　２　回 2/3～19 慶應義塾大学日吉プール 9 14 23
第　３　回 2/20～3/8 国立スポーツ科学センター 15 16 31

　　(４)　シンクロ
　　　①　全国選抜ジュニア中央合宿　

12/22～26 国立スポーツ科学センター 4 20 24

　　　②　ジュニア世界選手権大会合宿
第　1　回 5/10～18 国立スポーツ科学センター 8 11 19
第　2　回 5/29～6/8 長野アクアウィング 11 11 22
第　3　回 6/13～15 京都アクアリーナ 5 3 8
第　4　回 6/20～7/5 国立スポーツ科学センター 16 10 26

　　　③　エリート教育対象競技者中央合宿
第　1　回 10/17～19 国立スポーツ科学センター 19 14 33
第　2　回 2/20～22 静岡県立水泳場 15 15 30

　　　④　チェコ国際大会合宿
10月～11月 京都踏水会・なみはやドーム他 7 2 9

　　　⑤　スイスオープン大会合宿　
第　1　回 5/25～6/4 日本ガイシスポーツプラザ・国立スポーツ科学センター 11 10 21
第　2　回 6/8～13 静岡県立水泳場 9 10 19
第　3　回 6/15～21 静岡県立水泳場 9 10 19
第　4　回 6/25～29 静岡県立水泳場・国立スポーツ科学センター 7 10 17
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　　　⑥　全国選抜シニア中央合宿
12/18～22 国立スポーツ科学センター 8 14 22

　　　⑦　日本選手権合宿
4/30～5/6 東京辰巳国際水泳場 8 9 32

　　　⑧　北京五輪強化合宿　
第　1　回 4/2～12 国立スポーツ科学センター 22 9 31
第　2　回 4/25～5/1 国立スポーツ科学センター 20 9 29
第　3　回 5/20～29 国立スポーツ科学センター 15 9 24
第　4　回 6/8～7/4 国立スポーツ科学センター・横浜国際プール 38 9 47
第　5　回 7/9～8/1 国立スポーツ科学センター・横浜国際プール・ 35 9 44

ダイエープロビスフェニックスプール

　　　⑨　ワールドトロフィ合宿　
第　1　回 10/19～28 国立スポーツ科学センター 22 13 35
第　2　回 11/3～12 静岡県立水泳場 13 11 24
第　3　回 11/17～26 国立スポーツ科学センター 18 11 29
第　4　回 11/28～12/1 国立スポーツ科学センター 9 11 20

　　　⑩　世界選手権合宿
第　1　回 2/1～6 静岡県立水泳場 7 4 11
第　2　回 2/10～22 静岡県立水泳場 16 11 27
第　3　回 2/25～28 静岡県立水泳場 2 4 6
第　4　回 3/17～26 静岡県立水泳場 18 11 29

　　(5)　オープンウォータースイミング
　　　①　ジュニアパンパシフィック大会合宿　

第　1　回 10/25～27 沖縄喜瀬ビーチ 1 5 6
第　2　回 12/24～28 慶應義塾大学日吉プール 7 4 11

 Ⅱ　海　外　合　宿
　　(１)　競　泳
　　　①　オリンピック代表サンタクララ合宿

5/8～20 アメリカ　サンタクララ 4 8 12

　　　②　オリンピック代表グアム合宿
第　1　回 5/17～27 アメリカ　グアム 1 1 2
第　2　回 6/17～25 アメリカ　グアム 1 1 2

　　　③　オリンピック海外強化合宿（高地）
第　1　回 5/7～28 アメリカ　フラッグスタッフ 4 4 8
第　2　回 6/12～7/20 アメリカ　フラッグスタッフ 17 16 33

　　　④　オリンピック代表済州島合宿
第　1　回 7/20～28 韓国　済州島 12 6 18
第　2　回 7/29～8/10 韓国　済州島 37 31 68

　　(２)　飛　込
　　　①　オリンピック村外合宿

7/1～17 中国　上海 2 1 3

　　(３)　水　球
　　　①　男子日本代表海外強化拠点合宿　

1/8～18 クロアチア　シン 3 7 10

　　　②　男子ジュニア海外強化拠点合宿　
1/14～25 クロアチア　シン 3 6 9

　　(４)　シンクロ
　　　①　オリンピック済州島合宿

第　1　回 5/10～17 韓国　済州島 6 9 15
第　2　回 8/9～15 韓国　済州島 9 9 18
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２． 指導･講習・研修 

競技委員会 

(１) 競泳・競技役員研修会・講習会 

種　別 開催県 開　催　会　場

北海道ﾌﾞﾛｯｸ 北海道 新さっぽろアークシティホテル 平成 20 年 6 月 14 日 ( 土 ) 大月 ・ 谷口 241 名

〃 〃 〃 6 月 15 日 ( 日 ) 〃 〃 241 名

東北ﾌﾞﾛｯｸ 山形県 山形県スポーツ会館 平成 20 年 5 月 25 日 ( 日 ) 藤森 ・ 松本 80 名

関東ﾌﾞﾛｯｸ 栃木県 栃木県総合教育ｾﾝﾀー 平成 20 年 4 月 13 日 ( 日 ) 谷口 松本 90 名

東海ﾌﾞﾛｯｸ 岐阜県 長良川スポーツプラザ 平成 20 年 5 月 11 日 ( 日 ) 藤森 ・ 松本 107 名

近畿ﾌﾞﾛｯｸ 大阪府 なみはやドーム会議室 平成 20 年 5 月 17 日 ( 土 ) 藤田 ・ 吉井 116 名

四国ﾌﾞﾛｯｸ 香川県 香川県立文書会館 平成 20 年 5 月 11 日 ( 日 ) 後藤 ・ 藤田 66 名

九州ﾌﾞﾛｯｸ 宮崎県 宮崎県武道館(大会議室） 平成 20 年 5 月 18 日 ( 日 ) 藤森 ・ 藤田 65 名

種　別 開催県 開　催　会　場

加盟団体主催　 静岡県 静岡県産業経済会館 平成 20 年 4 月 13 日 ( 日 ) 大月 ・ 後藤 148 名

加盟団体主催　 愛知県 日本ガイシフォーラム研修室 平成 20 年 4 月 27 日 ( 日 ) 安部 ・ 藤森 140 名

加盟団体主催　 新潟県 新潟県立長岡大手高校 平成 20 年 5 月 17 日 ( 土 ) 大月 ・ ＊ 126 名

加盟団体主催　 新潟県 　　々 平成 20 年 11 月 30 日 ( 日 ) 藤森 ・ 後藤 60 名

加盟団体主催　 大分県 別府青山プール(九州高校大会実技研修） 平成 20 年 7 月 19 日 ( 土 ) 鈴木 ・ ＊

加盟団体主催　 関東支部 相模原ｸﾞﾘｰﾝﾌ゚ ﾙー会議室 平成 20 年 12 月 6 日 ( 土 ) 三友 ＊ 100 名

加盟団体主催　 埼玉県 立教新座中学校・高等学校ｾﾝﾄﾎﾟ ﾙーｽﾀｼﾞｵ 平成 21 年 2 月 8 日 ( 日 ) 鈴木 ・ 大月 52 名

加盟団体主催　 神奈川県 横須賀市文化会館 平成 21 年 1 月 18 日 ( 日 ) 佐野 ・ 鈴木 150 名

開 催 期 日 派遣講師名 参加人数

派遣講師名 参加人数開 催 期 日

 

 

 (２)飛込：公認審判員中央研修会 

東京会場 平成 20 年 4 月 3 日（木） 東京辰巳国際水泳場 参加数 14 名 

 平成 20 年 4 月 6 日（土） 東京辰巳国際水泳場 参加数 42 名 

大阪会場 平成 20 年 10 月 25 日（土） 大阪リバーサイドホテル 参加数 29 名 

  

（３）水球：審判員講習会 

１．ＦＩＮＡﾚﾌｪﾘｰｽｸｰﾙ 

種 別 開催地 開 催 会 場 開 催 期 日 参加者 

アジアスクール 
シンガポ

ール 

シンガポールマネ

ージメント大学 

 10 月 11 

日～ 12 日 
波多・槇橋 

２．国際審判招聘講習会 

種 別 開催地 開 催 会 場 開 催 期 日 講師名 
参加人数実

際 

第１回中央講習会 兵庫県 尼崎市 
 ９月５日～９

月７日 

エルハン・ト

ゥルガ 
27 名 

第 2 回中央講習会 
神奈川

県 
相模原市 

 ９月18日～９

月 21 日 
牧田・折笠 16 名 

３．審判指導者講習会 

種 別 開催地 開 催 会 場 開 催 期 日 派遣講師名 
参加人数実

際 
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講習会事前打ち合わせ 千葉県 千葉国際水泳場 3 月 28 日 牧田・黒田 10 名 

関東ブロック 東京都 城北高等学校 4 月 13 日 牧田・黒田 35 名 

北信越ブロック 新潟県 柏崎 4 月 19・20 日 大島 ２１名 

中国・四国ブロック 山口県 セントコア山口 4 月 19・20 日 牧田 ３８名 

東海ブロック 愛知県 
春日井市温水プー

ル 
4 月 26 日 若林 18 名 

九州ブロック 福岡県 
福岡県立福岡工業

高等学校 
5 月 10・11 日 若林 30 名 

東北ブロック 山形県 山形工業高校 6 月 14･15 日 牧田 20 名 

近畿ブロック 大阪府 なみはやドーム 4 月 27 日 牧田 45 名 

第１回中央講習会 兵庫県 尼崎市 9 月 6 日 
エルハン・ト

ゥルガ 
27 名 

第２回中央講習会 
神奈川

県 
相模原室内プール 9 月 20 日 牧田 他 16 名 

※加盟団体主催の講習会は各ブロック企画で行います。 

 

 

 

(４)シンクロ：審判員研修会・講習会 

（１）  審判長派遣事業      

  期  日 派遣先 大  会 派 遣 

1 4 月 6 日(日) 静 岡 ・日本選手権県予選会（東海ブロック） 濱川俊恵 

2 4 月 6 日(日) 新 潟 ・日本選手権予選会（北信越ブロック） 齋藤由紀 

・長野県フィギュア・ルーティン大会 
3 

5 月 24 日(土)・25 日

（日） 
長 野 

・日本チャレンジカップ 2008 県予選会 
濱川俊恵 

・日本チャレンジカップ 2008 新潟県予選会 

・2008 新潟県シンクロ競技会 4 
6 月 28 日(土)・29 日

(日) 
新 潟 

・国体県代表選手選考会 

田中洋子 

・日本チャレンジカップ 08 県予選会（島根・広島・

岡山） 5 
6 月 28 日(土)・29 日

(日) 
岡 山 

・中国五県対抗水泳競技大会・ルーティン大会 

樋口恵好 

・全国 JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ九州ブロック大会 
6 

7 月 12 日(土)・13 日

(日) 
福 岡 

・国体九州ブロック大会 
齋藤由紀 

7 
７月 18 日(月)・19 日

(火) 
愛 知 ・全国 JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ東海ﾌﾞﾛｯｸ大会 樋口恵好 

・全国 JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ北信越ブロック大

会 

・国体北信越ブロック大会 
8 

７月 26 日(土)・27 日

(日) 
石 川 

・北信越シンクロ大会 

岡田一恵 

・全国 JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ東北ブロック大会 
9 7 月 27 日(日) 山 形 

・国体東北ブロック大会 
濱川俊恵 

・全国 JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ中国・四国ブロッ

ク大会 10 
7 月 28 日(月)・29 日

(火) 
高 知 

・国体中国・四国ブロック大会 

樋口育子 

11 12 月 7 日（日） 三 重 
・13～1５歳ｿﾛ・ﾃﾞｭｴｯﾄ大会静岡・愛知・三重県

予選会 
樋口育子 

12 12 月 13 日（土) 新 潟 ・13～1５歳ｿﾛ・ﾃﾞｭｴｯﾄ大会県予選会 濱川俊恵 
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（2）公認シンクロ審判研修会 

  期  日 主 催 講 師 備  考 

1 4 月６日(日) 静 岡 濱川俊恵 参加者数：11 名 B 級（４名）・C 級（７名） 

2 5 月 24 日(土) 長 野 濱川俊恵 参加者数：10 名 B 級（２名）・C 級（８名） 

3 6 月 28 日(土) 岡 山 樋口恵好 参加者数：12 名 B 級（４名）・C 級（８名） 

4 6 月 28 日(土) 新 潟 田中洋子 参加者数：９名 B 級（２名）・C 級（７名） 

5 7 月 6 日(日) 宮 城 濱川俊恵 参加者数：11 名 B 級（3 名）・C 級（8 名） 

6 7 月 12 日(土) 福 岡 齋藤由紀 参加者数：16 名 B 級（6 名）・C 級（10 名） 

7 7 月 18 日(金） 愛 知 樋口恵好 参加者数：13 名 B 級（4 名）・C 級（9 名） 

8 8 月 6 日(水) 日水連 
本間三和

子 
参加者数：29 名 Ａ級（20 名）・Ｂ級（9 名） 

9 8 月 26 日(火) 日水連 審判部 参加者数：21 名 B 級（12 名）・C 級（9 名） 

10 2009 年 3 月 8 日(日)* 東京都 齊藤由紀 参加者数：１４名 Ｂ級（3 名）・Ｃ級（11 名） 

11 3 月 14(土)・15(日)* 日水連 審判部 
参加者数：５７名 Ａ級（16 名）Ｂ級（16 名）Ｃ級（16 名）他（9

名） 

       

（３）公認シンクロ養成講習会・検定試験    

  期  日 主 催 開催地 事業名 検定員 備  考 

審判養成講習

会 

受 験 者 数 ： ３ ９

名 
1 11 月 24 日(土） 日水連 大 阪 

審判検定試験

審判部 
 Ａ(9 名)・Ｂ(７

名)・Ｃ(23 名) 

審判養成講習

会 2 2009 年 1 月 31 日(土） 岡 山 倉 敷 

審判検定試験

樋口恵好 
受 験 者 数 ： １ ５

名 

審判養成講習

会 3 2 月 1 日(日） 富 山 富 山 

審判検定試験

樋口恵好 
受 験 者 数 ： １ ２

名 

       

（４）その他の活動      

  期  日 活 動 内 容  

1 4～6 月 新規登録および更新登録受付処理  

2 10 月 ルール改正案作成と提出  

3 2009 年 2 月 3 日(火) 資格審査資委員会出席（濱川・山田）  

4 3 月 検定合格通知・登録新規/更新者申請書発送  

 

 

 

 

(５)医・科学 

医科学委員会 

第 18 回日本水泳トレーナー会議 6 月 15 日 ナショナルトレーニングセンター 69 名

日本水泳トレーナー会議 総会 11 月 29 日 国立スポーツ科学センター 46 名

第 21 回日本水泳ドクター会議 6 月 7 日 如水会館 46 名

医学生・研修生のための 

 スポーツ医学・健康医学セミナー 
8 月 23 日 富山市総合体育館 14 名
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（6）地域指導者研修会・講習会                                 地域指導者委員会 

 

 平成２０年度 地域指導者委員会に関する主な事業報告 

   スポーツ指導者養成に関する事業 

 水泳上級指導者専門科目養成講習会 

  大阪会場 １１月２１日（金）～ ２４日（月） コミュニティープラザ平野 

                                                大阪プール 大阪水泳学校 

   ＊本年度で上級養成第１期（３年周期）終了 

     平成２１年度から再検定試験を実施                                

 基礎水泳指導員・水泳指導員 養成講習会 

   （ ４７都道府県加盟団体で実施中 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 免除適応校専門科目検定    
   愛知会場  １１月２３日（日） 愛知県スポーツ会館，愛知県体育館 

   大阪会場  １２月 ７日（日） コミュニティープラザ平野，大阪水泳学校 

 北海道会場   １月２５日（日） 北海道青少年会館  
   東京会場   ２月１４日（土） 東京体育館 

    研修に関する事業 

 マスター指導員中央研修会 

        １０月１９日（日） 東京：ナショナルトレーニングセンター 

                                                  参加者  ４４人 

 基礎水泳指導員・水泳指導員 義務研修会 

   （ ４７都道府県加盟団体で実施中 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 ＡＥＤ特別研修 

        １１月１６日（日） 奈良県天理市 天理大学 

    会議に関する事業 

 第３２回全国地域指導者（普及）委員長会議 

     ５月３１日（土）～ ６月１日（日）  東京虎ノ門「パストラルホテル」 

      日水連役員，日体協スポーツ育成部，加盟団体委員長    ７５人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  北海道･東北地区委員長会議（岩手）  １１月１５日（土）   盛岡 つなぎ温泉 

 関東地区委員長会議 （茨城）  １２月 ６日（土）   水戸三の丸ホテル 

 北信越地区委員長会議（富山）  １１月 ８日（土）   氷見 泳芳閣 

 東海地区委員長会議 （静岡）   １１月１５日（土）   静岡県立水泳場  
 近畿地区委員長会議 （大阪）  １１月２３日（日）   大阪水泳学校  
 中国地区委員長会議 （広島）  １０月１２日（日）   県水泳連盟事務局 

 四国地区委員長会議 （高知）  １１月 ２日（日）   黒潮アリーナ 

 九州地区委員長会議 （福岡）  １ 月３１日（土）   リーセントホテル 
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（７）コーチ研修会・講習会      競技力向上コーチ委員会 

競泳 飛込 水球 シンクロ 会場合計

1,534 92 74 252 1,952

競泳 飛込 水球 シンクロ 会場合計

422 34 37 71 564

競泳 飛込 水球 シンクロ 会場合計

神　戸
  ２月　７日（土）

ホテルパールシティ神戸

東京③
１月１８日（日）

あいおい損保新宿ビル

広　島
  １月２４日（土）

広島県立総合体育館

東京④
  ２月１４日（土）

あいおい損保新宿ビル
46 145

東京①
  ９月２７日（土）

あいおい損保新宿ビル

大　阪
１０月１２日（日）

3.コーチ新規養成講習会

89

合　　　　　　　計

331

109

214

100

2

東  京
１１月　１日（土）

351

合　　　　　　　計

115

433

130

301

74

2.上級コーチ

あいおい損保新宿ビル

大　阪Ⅰ

会　　　場

89

213

期　日　＆　会　場　名
1.コーチ

会　　　場

１０月２５日（土）

大阪リバーサイドホテル

J

F

I

276

146

G

H

期　日　＆　会　場　名

97

Ⅱ

25

1

36

34

E 東京②
１１月　９日（日）

あいおい損保新宿ビル

39

52

65

32

2980

122

279

99

73

名古屋

244

大阪リバーサイドホテル

北海道
１０月　５日（日）

北海道立総合体育センター

福　岡

A

B

１０月１８日（土）

C

D
アクシオン福岡

1

57

321

6032

1

47

コーチ

種　　　別

1

日本ガイシフォーラム（旧サン笠寺）

１２月　６日（土）
130

87 2

期　日　＆　会　場　名
１１月２５日（火）～２８日（金）

国立オリンピック記念青少年総合センター
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(８)水泳教師研修会       水泳教師委員会  

     

① 水泳教師資格更新研修会   全国３０会場 受講者数５９１人   (社)日本ｽｲﾐﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ協会にて実施

         

② 水泳教師養成講習会(受講者) 

【日本ＳＣ協会開催 専門科目受講者    延べ７６８名 

 

【適応認定コース】  

適応コース 開催日 開催地 合格者数 不合格数 

東京 YMCA 社会体育専門学校 01 月 26 日～28 日 東京都 10 0

東京スポーツ&レクリェーション専門学校 01 月 26 日～28 日 東京都 12 5

大阪社会体育専門学校 02 月 02 日～04 日 大阪府 14 3

トライデントスポーツ医療科学専門学校 02 月 02 日～04 日 大阪府 2 0

東京リゾート&スポーツ専門学校 02 月 17 日～19 日 東京都 11 0

    合 計 49 8

 

③ 水泳教師在籍施設証明事業（日本体育協会共同事業） 

認定日 新 規 更 新 総 数 

平成 20 年 04 月 01 日 認定 5 13   

平成 20 年 10 月 01 日 認定 3 1   

平成 20 年度末 認定施設数     108 
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(９)加盟団体別泳力検定実施状況      生涯スポーツ委員会 

No.001～842

　都道府県 認定証 バッヂ１級 バッヂ２級 バッヂ３級 バッヂ４級 バッヂ５級

1 北海道 2058 261 312 646 361 235

2 青　森 531 90 144 134 100 23

3 岩　手 705 115 110 217 100 67

4 宮　城 407 40 64 112 99 80

5 秋　田 19 11 11 7 6 6

6 山　形 134 22 22 39 28 10

7 福　島 1523 138 232 476 339 333

8 茨　城 3192 276 453 923 707 570

9 栃　木 545 64 113 166 121 58

10 群　馬 2088 154 417 717 479 262

11 埼　玉 7868 678 1484 2360 1459 1094

12 千　葉 1866 256 406 507 284 160

13 東　京 2615 248 451 906 503 409

14 神奈川 2698 351 577 1109 250 207

15 山　梨 200 36 46 108 0 0

16 長　野 537 51 84 212 128 60

17 新　潟 326 40 51 98 208 191

18 富　山 253 15 55 111 63 27

19 石　川 0 0 0 0 0 0

20 福　井 0 0 0 0 0 0

21 静　岡 374 63 50 102 72 50

22 愛　知 839 28 39 444 75 24

23 三　重 125 9 13 25 41 15

24 岐　阜 106 4 36 54 0 0

25 滋　賀 193 21 31 65 57 19

26 京　都 577 40 145 235 64 64

27 大　阪 566 68 92 157 121 77

28 兵　庫 711 95 143 272 196 99

29 奈　良 433 62 60 153 89 47

30 和歌山 178 11 34 111 22 18

31 鳥　取 67 10 11 24 11 6

32 島　根 0 0 0 0 0 0

33 岡　山 107 9 12 40 28 18

34 広　島 186 13 36 49 47 44

35 山　口 94 6 14 23 24 16

36 香　川 48 10 15 19 13 11

37 徳　島 0 0 0 0 0 0

38 愛　媛 6 0 0 0 0 1

39 高　知 6 1 0 5 0 0

40 福　岡 72 12 15 17 21 7

41 佐　賀 40 10 10 10 10 10

42 長　崎 41 0 0 27 4 4

43 熊　本 298 9 17 48 53 17

44 大　分 349 29 42 72 90 63

45 宮　崎 26 7 6 8 3 0

46 鹿児島 0 0 0 0 0 0

47 沖　縄 92 6 6 27 45 8

33,099 3,369 5,859 10,835 6,321 4,410

2008年4月1日～2009年3月19日
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１２．地域会議報告 （寄附行為第 4 条－3） 

 

 

 

地 域 担当県 日 程 出席者 

東北 秋田  10 月 11 日（土） 林会長 佐野副会長専務 青木副会長

中国 広島  10 月 18 日（土） 林会長 佐野副会長専務 泉常務 

関東 神奈川  10 月 19 日（日） 林会長 佐野副会長専務 泉常務 

北海道 北海道  11 月 1 日（土） 林会長 佐野副会長専務 青木副会長

北信越 富山  11 月 8 日（土） 林会長 佐野副会長専務 青木副会長

九州 鹿児島  11 月 29 日（土） 林会長 佐野副会長専務 青木副会長

四国 香川  12 月 6 日（土） 林会長 佐野副会長専務 青木副会長

東海 三重  12 月 13 日（土） 林会長 佐野副会長専務 青木副会長

近畿 大阪  12 月 14 日（日） 林会長 佐野副会長専務 青木副会長

 

議   題 

1. 歓 迎 の 挨 拶             開催地 加盟団体長 

2. 挨拶及び現況報告            （財）日本水泳連盟 林会長  

（１）要旨                       

3.  平成 20 年度上期事業報告  （財）日本水泳連盟 佐野副会長・専務理事 

（１） 国際関係（FINA・アジア水連）       

（２）特別事業関係  

  ①北京オリンピック 8/9～8/24         

  ②男子水球ワールドリーグ 5/26～6/1      

（３）競技力向上関係 

① 国際競技会報告 

 世界ジュニア選手権・競泳 7/8～7/13      

飛込 9/2～9/6     

シンクロ 7/9～7/13    

② 平成 20 年度オリンピック強化・準強化選手一覧  

（４）競技会関係 

① 平成 21 年度 主要競技会開催予定および競技会中期計画  

② 国体関係            

③ 日本スポーツマスターズ 2008 報告  

（５）指導者養成事業関係（登録状況）   

（６）生涯スポーツ関係                       

  ①（財）日本水泳連盟認定 泳力検定制度 推進状況  

（７）総務関係                          

① 競技者登録状況    

② （財）日本水泳連盟総合補償制度推進状況  

③ 日本水泳連盟ホームページ アクセス数一覧   

④ その他 

4. 各加盟団体の要望及び意見 
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5. 質 疑 応 答 

                               H20-12-20 

平成 20 年度地域会議における要望、意見および質疑応答事項 

 

（財）日本水泳連盟 

 

 

１．東北地域（H20-10-11 秋田県男鹿市）；[林会長、佐野副会長専務、青木副会長] 

（１） 医科学委員会のブロック単位の委員会設置と全国委員会を開催し、地域末端までの指導

強化を図る事を検討願いたい。 

    各県体育協会においても、国体で帯同ドクターとして参加し、選手の一助として進捗してお

り、医師からの要請がある。 

⇒ 各加盟団体に「医科学担当」を設置することは、全国の横の連携を図る意味で有意

義であると考えられる。全国委員会においても、各加盟団体およびブロック単位の

組織化の進捗にあわせて考えて行きたい。 

 医科学委員会の活動は、医事部と科学技術部の二つの小委員会に大別される。 

 医事部の支援組織として、水泳に関わるドクターの会議(日本水泳ドクター会議)およ

びトレーナーの会議(日本水泳トレーナー会議)があり、毎年全国総会を開催してい

る。さらにドクター会議には、北海道、東北、関東、北信越、東海、近畿、中国、四国、

九州に地域幹事がおり、今後、各加盟団体の担当者とタテ、ヨコの連携・強化を図る

ことにより、救護、アンチドーピング、教育、研修、強化サポート等の活動が期待され

る。 

 科学技術部の支援組織としては、水泳研究者の会議(日本水泳・水中運動学会)が

あり、年次大会を行い、水泳の科学に関する情報交換をしている。科学技術部では、

地域における科学サポートの重要性を認識しており、今年度の全国地域指導者会

議を通じて、各加盟団体に「科学担当」が設置されているかを調査したところ、結果

は 19 団体であり、講義や測定に関するサポートを希望している団体も多く見られた。

今後、将来的にブロック単位の委員会の立ち上げを実現し、全国規模の連携の構

築を推進できれば、教育、研修、強化サポート等の活動が期待できる。 

（２） 情報システムの安定化を要望する。 

  １）不具合が発生したら、加盟団体への連絡はもちろんのこと、WEB＝SWMSYS のトップページ

に、今、どのような不具合が生じているのかということを分かり易く掲載していただきたい。 

     ⇒ Web＝SWMSYS のトップページのメッセージは、現状では不具合対処のシステム停止

時間を案内している。一般の方が不安にならない程度の案内を出すようにする。ま

た、不具合の詳細については、加盟団体のページに Q／A として掲載している。 

２）競技者登録サーバーと競技会エントリー登録用サーバーを分離して欲しい。 

  ⇒ 今年 4 月、5 月の年度初めの登録時に、アクセスの集中による輻輳が発生してご迷

惑をおかけした。その時期にエントリーも処理時間がかかってしまった。現在この輻

輳対策を重点課題として対応をしている。そのなかで、登録とエントリーのサーバー

分離も検討案の一つとしてあがっており、最善の方法で対処したい。いずれにして

も、来年度以降、繁忙期にご迷惑をかけないように努力する。 

（３） 水球日本選手権を見ての要望と質問 

   通告は、大会全体を盛り上げる要素だと思うが、地方の大会(予選会)はいざしらず、通告でイ

ライラするような事がないよう希望する。なお、水球大会の選手紹介時に、選手に ○○さ
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ん ○○くん がなく呼び捨てであったが、そのような通告に変わったのでしょうか。 

    ⇒ ①本年は、久しぶりに地方開催(兵庫・尼崎)であり、兵庫県水泳連盟の心のこもったご

協力を得て十分な準備を重ねてきた。 

      ②こうした打ち合わせを踏まえ、必要最低限のコストでの大会運営を前提に、日水連派

遣役員は最低限度とし、通告については次の体制とした。すなわち、日水連から

の通告指導兼総務担当者 1 名ならびに兵庫県御影高校放送部顧問教員と生徒

で編成した。 

      ③実際の通告は、生徒が懸命に練習し対応しており、不慣れな部分もあったが、概ねし

っかり対応していただいたと考えている。 

      ④今回ご指摘の点では、どのようなことでイライラがあったのか、水球委員会としては認識

していないので、是非具体的にお聞かせいただき、今後の反省点とさせていただ

きたい。またできれば、このようなご意見は、直接現場で申し出ていただければ、

改善につなげたく思います。 

      ⑤一方、限られた資源での大会運営を実施しており、プロに全て任せて対応することが

理想ではあるが、それができない現実についても、是非ご理解をいただきたい。 

  ⑥また、従来選手名に「さん」「くん」の敬称をつけて通告してきたが、水球委員会とし

ては、サッカー、野球等の他の競技例に鑑み、成人レベルの大会については、敬

称略で通告してはどうかと試行しているところである。現時点では明確に規定して

いるものではなく、是非賛否についてご意見を承りたい。 

（４）平成 23 年完全実施の学習指導要領改訂に伴う小学校水泳指導内容の変更要望について、

別紙を参照いただきたい。このことについて、今後の水泳の普及発展に障害が生じると判

断し、改善を要望する。 

    ⇒ 本件は、プールスタート台の設置可否に関することが主内容である。ご要望については、

今後文科省と話し合いをしていきますが、早期の結論は難しいと判断されますので

ご理解ください。 

（５）本年の大分国体において、水泳競技は前倒し日程で実施された。しかし事前の一般への PR

は全く無く、秋季国体期間のみが告知されているため、別府市内はともかく大分市内はほとん

ど知られていない状況であり、寂しい限りである。もっと先行実施を積極的に PR して欲しい。 

   ⇒ 機会を捉え、国体委員会および関係者に申し入れをしていきたい。 

 

 

２．中国地域（H20-10-18 広島県広島市）；[林会長、佐野副会長専務、泉常務理事] 

（１）公益法人化についての現況を説明願いたい。 

   ⇒ ①改革案については、一般法人と公益法人の 2 種類があり、'08 年 12 月 1 日より 5 年間

で移行するものである。原則として公益法人は、官庁の管理下となり税金がかからな

いが、監理が一層厳しくなる。 

     ②役員の選考方法が変わってくる。すなわち、各地より選出された評議員の集合体から役

員(理事)が互選されることになる。 

     ③日本水泳連盟は、他の競技団体の推進状況と対応しながら、2～3 年後を目途に公益

法人化を目指したい。 

（２）日本スポーツマスターズ大会前夜祭について、これまで出席の抽選に当選したこと 

が無い。現状どのような状況になっているのか。 

   ⇒ 13 競技参加選手約 7,400 人および役員スタッフに対して、抽選を実施している。現状、会

場のスペースの制限から 1,500 人が最大であり、これ以上は参加者を受け入れられな
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い。今後どのように対応していくかを含めて調査検討したい。 

（３）国体ドーピングコントロールの現状について説明して欲しい。 

⇒ 本年より、国体のドーピングコントロールについては、JADA(日本アンチドーピング機

構)の管理下となった。したがって、競技別検体数についても特に公表されていないが、実

施後、アンチドーピング委員会に報告があると思われる。 

 

 

３．関東地域（H20-10-19 神奈川県箱根町）；[林会長、佐野副会長専務、泉常務理事] 

（１）改革初年度となる大分国体の評価を、日本水泳連盟はどのように考えているか。 

   ⇒ 地域会議において、資料 10-②により説明したとおりである。特に競泳において、参加者

数が予定数に未達であったことに対しては、今後、増員されるように努力したい。また、

“前倒し”国体と呼ばれていることに対しては、名称、PR 方法などについて国体委員会

で検討する。標準記録に関しては、当面現状の推移を見て対応していきたい。 

（２）東京都水泳協会では、基礎水泳指導員の受講生が減少傾向にある。他都道府県の状 

況はいかがなものか。また、指導員の更新も減少傾向にあり対策に苦慮している。 

この打開策の指導を願いたい。 

   ⇒ 全国的に同様の傾向にある。原因は種々考えられるが、世の中の資格の多様化、資格取

得後のメリット、利用方法の魅力性などに課題がある。対策の妙案はないが、これらの

点で効果的になるよう努力していきたい。また、皆さんの方に良い案があれば、是非ご

提案いただきたい。 

（３） 【要望】日水連の委員会委員の就任を要請する時は、事前に加盟団体会長にご連絡をい

ただきたい。 

   ⇒ 以前にもご指摘をいただき、対応しているつもりである。委員長会議で告知し、再度周知

徹底させていきたい。 

（４） 中学校の団体登録について 

   現在中学校の選手登録は、各 SC、SS 等からだけになっており、当県(茨城)では、中学水泳部

は県水泳連盟と組織上つながりのない団体になっている。県内中学校をまとめる形で、県

中体連水泳専門部を県水連に加盟させるようにすれば、解決できるのではないか。 

⇒ ①中体連水泳専門部は日水連とは別組織であり、一方的に日水連に加盟を強いること

はできない。多くの加盟団体は、県水連の中に中学委員会を設置すると、委員は必然

的に中体連専門部の関係者となり、これによってつながりを持ち、事実上問題なく運

営されている。 

②中学校の登録は第 1 区分(学校・実業団)となっている。中体連主催の大会に出 

場する団体・選手は、団体登録・選手登録ともに無償で登録することができるので、制

度をご理解ご利用していただきたい。 

③全国中学校水泳競技大会は、日本水泳連盟・日本中学校体育連盟の主催事業 

となっている。各加盟団体においては、全中の予選会・その他の県中体連主催 

の大会は、公認大会となっているので、各加盟団体と県の中体連とは密接な関 

係を持って運営していただきたい。 

（５） 競技役員の登録について 

   競泳、水球、飛込、シンクロ、日本泳法、オープンウォーター等の種別があるが、 

各種別専門性があり、競技役員を複数種別兼ねることに無理がある。明確に区別して役員

養成および登録をすべきではないか。 

⇒ 公認競技役員は、番号表示で各種別が分かるようになっている（１～５）。また、 
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加盟団体においては、各種別の競技役員の管理・養成は、各種別ごとに実施し 

ていただくようにお願いしており、多くの場合対応がなされている。 

養成講習会の受講者人数が少なくて開催できない場合は、ブロック内近隣間で講習

会をオープン化するなど方策をご配慮ください。 

（６） 競技役員の昇格について 

   1 種、上級競技役員の昇格基準を明確にしていただきたい。上級競技役員の養成は、 

日水連が実施することを 3 年前に聞いたが、その後どうなっているのか。 

   ⇒ ご指摘の通り、3 年前に行いました競技役員リスト提出データによる集計は、全加盟団体

の協力が得られず、また、各加盟団体の集計表と内容が異なるところも多く見られ、集

計作業が大変困難となって滞り、次の登録更新の時期になってしまったのが現状であ

る。 

     再度、近々調査を行うことを検討しており、それらの集計資料を作成した上で検討を進め

ていきたいのでご理解ご協力を願いたい。 

（７） 情報システムについて 

  １）毎年システム上の不具合が生じて現場が混乱しているが、確実な対処をお願いしたい。サー

バーの容量を増すとか、専用サーバーにするとか、地域別にするとか、 

方法を考えてはどうか。 

 ⇒ システム上の不都合は、今年度 4 月・5 月の登録時のアクセスが集中したことが 

原因で発生した。来年度の登録集中時には、再度起こらないように対策を検討 

している。 

  ２）不具合を修復した後、画面の映像を変えられて現場は混乱している。修正し変化 

した情報を早めに連絡いただきたい。 

   ⇒ 不具合を修復した後の画面の映像は、システム停止期間の案内が主なものであったが、

今後は、登録団体の方々が混乱しないように、的確な案内を出すようさらに配慮する。 

（８） 指導員資格の更新方法について、自動的更新システムは考えられないのか。 

⇒ 4 年に 1 回の更新のための講習受講義務、更新の意志確認方法、登録料の支払い方

法など解決すべきシステム応用上の問題がまだ多く存在し、早急には実現が困難であ

る。今後の課題として捉えていきたい。 

 

 

４．北海道地域（H20-11-1 北海道札幌市）；[林会長、佐野副会長専務、青木副会長] 

（１）国体改革初年度： 

・ 国民体育大会水泳(競泳)競技参加標準記録についての今後の考え方 

⇒ 資料で説明した通りであり、今後状況を見ながら検討を進める。とりあえず、 

競技委員会では、来年度は標準記録を据え置く方向で検討している。 

・ 競泳競技リレー要員について 

⇒ この問題も参加者を増やす一因として、リレー要員男女各 3 名枠を各 5 名枠に変更し

たいと考えている。 

・ 競泳 3 日間となったが、第 3 日目は早く終了しなければ宿泊せざるを得ず、経費負担に

ついて短縮した意味がない。最終日に帰郷可能なプログラム時間の設定を、検討して欲

しい。 

⇒ 競技委員会および国体関係の委員会で検討してみたい。 

  ・ 現在水球のみが 4 日間であるが、3 日間にならないのか。 

   ⇒ 問題提起をして検討中である。 
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（２）公認水泳指導員養成事業について 

  ・ （財)日本水泳連盟公認基礎水泳指導員資格の養成講習時間は、現在 40 時間必要であり、

実施に 3～4 日間かかるとともに、その会場確保が実技のためのプールを含めて非常に

困難であり、経費も負担が大きすぎる。講習時間数の見直しを検討していただきたい。 

   ⇒ ご意見の趣旨は地域指導者委員会に伝え、検討を依頼しておく。 

  ・ (財)日本体育協会水泳指導員登録更新手続き方法について、現在実施されている更新リス

トのチェック作業は、紙ベースであり誤りを起こしやすい。電子システム化はできないの

か。 

   ⇒ 担当部署に現状調査および検討を依頼しておくが、日体協では近々にシステム化の実現

を実施する予定である。 

（３） アジア AG(2009)選考方法について開示して欲しい。 

⇒ ① 選考競技会はジャパンオープン(辰巳国際 6／5～7)を考えていたが、ジュニア層

に対する参加標準記録のレベルを配慮して、全国 JO 春季(辰巳国際 3／27～30)

を対象とすることを検討中である。11 月評議員会で報告したい。 

  ② 日本水泳連盟が決定する編成方針に沿って、総合的な判断により選考する。 

     ③ 編成は 18 才以上、15－17 才、14 才以下の 3 グループで、男女各 20 人を最大とする

ことが原則であるが、現状を踏まえてジュニア層すなわち 14 才以下のグループを

主体とし、15－17 才グループを一部加える編成とすることを検討している。 

（４） 資料-14 の登録集計表に誤りがある。 

北海道： ０８競技者 3,019→3,047、 ０８団体 204→205 

⇒ 担当部署情報システム委員会に再調査を依頼しておく。 

（５） 記録の即時公認問題について、明確な公式通達が出されないまま即時公認が実施され

おり、競技規則と異なっている。変更理由と即時公認対象の大会を明示した通達を全国

に配布してほしい。 

⇒ 競技委員会に対応を指示しておく。 

（６）月刊水泳について：国民体育大会水泳競技の成績(種目・種目別得点集計表)の掲載をお願

いしたい。 

   ⇒ 本件を含めて、各種大会結果の掲載については記録のみになっているのが現状である。

今後はチーム・団体の対抗成績・総合成績・得点結果も掲載するように担当部署に指

示する。 

 

 

５．北信越地域（H20-11-8 富山県氷見市）；[林会長、佐野副会長専務、青木副会長] 

（１）水泳競技のテクニック高度化とともに、ドクターとの連携強化を考慮する必要があると思われる。

今後の対策を検討していただきたい。 

   ⇒ 現在、国際大会参加の際には、可能な範囲でドクターに帯同していただくチームの体制

をとっている。また同様の質問が他の地域でも出されたが、医科学委員会では、各加

盟団体に「医科学担当」を設置することを検討し、全国の横の連携を図ることも有意義

と考える。今後、各加盟団体およびブロック単位の組織化の推進状況にあわせて考え

て行きたい。(東北地域の質疑応答議事録を参照のこと) 

（２）今年度からの競技者登録システムの変更により、種別ごとに選手登録の必要性が生じて、例え

ば以前は、水球やシンクロの登録選手が競泳大会にも参加していたが、そうしたケースが

無くなり競泳競技の参加者数が減少した。もとの競技者登録システムに戻すことはできない

か。 
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   ⇒ 競技種別登録システムは、これからの水泳競技全般の発展を考慮して改正したものであ

る。すなわち、競技種別の独立採算制、受益者負担および競技者の種別競技参加へ

の自覚などの課題解決に少しでも近づけたい考えからであり、ご理解をいただきたい。 

 

 

６．九州地域（H20.11.29 鹿児島県鹿児島市）；[林会長、佐野副会長･専務、青木副会長] 

（１）国体のふるさと制度の選択肢に出身中学校を入れることはできないか。地方では高校生から

県外流出する傾向が強く、国体に有力選手が確保できない状態である。 

   ⇒ ふるさと制度導入のときに議論した問題であり、水泳の場合は現在のルールが採用され

た経緯がある。選択肢が複数になると、都道府県間で選手獲得合戦が始まり、別の問

題が発生する。しかしこのような要望が地方にあることは真摯に受け止め、今後の課題

としていきたい。 

（２）今年の上級指導員養成講座愛媛会場が、渇水問題でプールの確保ができず、間際 

になって中止され、大阪会場に併合された。やむを得ない事情とは言え、これに伴 

う交通機関の切符のキャンセル費用などがかなり個人的負担として大きかった。 

日水連はこれらの事情をよく理解していただき、今後はさらに最善の策を講じてい 

ただきたい。 

⇒ 関係者によく説明・理解を深め、今後の対策に留意していきたい。 

（３）競泳の新しいスタートブロックの現状を説明して欲しい。 

   ⇒ 先般の評議員会において、競技委員長より進行状況および今後の進め方について説明

をした。再度ここでFINAの指針、国内公認業者（セイコー、シチズン）の製造進捗状況、

FINA の承認問題、日水連の今後の考え方を説明した。改めて適切な時期に今後の

方向を発信したい。 

（４）競泳スタート台の角度は、10 度にしなければ公認されないのか。 

   ⇒ 角度は 7.5 度のスタート台でも、記録およびプール公認に関しては何ら問題ない。日水連

としては、FINA が 10 度および 0.50×0.75m の大きさの天板を採用して国際大会を実

施しているので、この条件を推奨することにしている。 

（５）公営プールの競泳スタート台の撤去が文科省の条例により実施されつつあり、今 

後の日本水泳の発展に大きな阻害となることが懸念される。適切な対処をお願い 

したい。 

⇒ 他の地域においても大きな問題となっている。神奈川をはじめ東京でも学校プールに

おいて、スタート台の撤去が実施されている現状である。日水連の担当窓口から機会

を捉えて改善要望をお願いしており、今後も対処していきたい。 

 

 

７．四国地域（H20.12.6 香川県高松市）；[林会長、佐野副会長･専務、青木副会長] 

（１）日本スポーツマスターズ高知大会は、本年 9 月成功裡に開催することができた。参加者ゼロ県

を少しでも減らすため、高知県水連として大会終了後、参加御礼と次回大会への参加お願

いを各加盟団体へ発送した。事後報告になるが了解していただきたい。 

   ⇒ ご支援ご協力に対して感謝する。 

（２）地域会議において、日水連から生の情報を詳細に説明していただくことは、大変有益であり参

考になる。今後もよろしくお願いしたい。 

   ⇒ 加盟団体と情報交換することは、大変有意義であると考えている。引続き継続し、今後の

水泳界の発展につなげて行きたい。 
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８．東海地域（H20.12.13 三重県三重郡）；[林会長、佐野副会長･専務、青木副会長] 

（１）全国大会でのスタート台の傾斜角度が10度にすることを、年度途中で突然一方的に連絡せず

に、評議員会で報告し次年度からの実施とすればどうか。 

   ⇒ 国際大会では、かなり以前より 10 度で実施されている。北京オリンピックのスタート台の傾

斜角度は、08 年 3 月に FINA マンチェスター理事会で 10 度と決定したため、競泳委

員会の申し出もあり、年度初めの日本選手権から対応する必要があった。日本選手権

で実施したところ、選手･監督ともに「飛びやすい」、「記録が上がる」と好評であったの

で全国レベルの大会は 10 度で実施することに決定した。従来国内の施設(セイコー社

製が多い)では、ほとんど7.5 度であるが、規則では 10 度が最大許容値である。国内既

存の調節不可能なスタート台は、7.5 度で全く問題ないが、今後標準角度としては 10

度を推奨していくこととしている。 

（２）全国大会での新記録の公認について、従来は事前に情報が発信され、次年度よりの変更であ

った。即時公認の全国大会後の地方大会については、新記録が即時公認されておらず、

対応に困るのではないか。 

   ⇒ 即時公認大会実施直前に、それまでの記録(地域大会を含め)を集計し、最新のものをホ

ームページに公表しているので、不都合は考えられない。日水連の大会においても、

前日の監督者会議で記録表を差し替える場合が多い。また、即時公認大会の指定は、

先般評議員会において告示したので明確になったことと思う。今後はホームページを

大いに活用していただきたい。 

（３）加盟団体に関わる事柄・各委員会に関わる事柄等、事務局への案内が相変わらず徹底されて

おらず、あとで身内から聞くことも少なくない。 

   ⇒ 連絡の不徹底が未だ在ることは、誠に遺憾に思う。今後とも委員長会議等で、再度指示

徹底するようにしたい。尚個別の事案ごとにその都度ご一報いただければ、担当者へ

直接指導も可能であるので、ご配慮ください。 

（４）ランキングの徹底〔各大会後に吸い上げられた記録が、それぞれの種目ランキングに正確に反

映されているか。中学校の大会は全て吸い上げられているか〕 

   ⇒ 大会後に各加盟団体の記録責任者から大会報告され、その内容に間違いがなければ、

再度記録責任者が記録運用委託会社「太翔」に公開するよう指示をしていただく。そ

の後ランキング対象者「R マークがついている選手」は、各種目のランキングにアップさ

れる。中学校は、中体連主催大会であればランキング対象となり、システム的には対応

さているはずであるので、問題が出た場合には、指摘していただきたい。 

（５）WEB による登録制度はそれなりに浸透され、登録団体も慣れてきたと思われるが、 

今までに起こった問題点と、そのことへの対応方法等分かりやすくまとめて発信し 

てもらいたい。 

⇒ 他の加盟団体からも同様の要望がある。不具合の詳細については、登録団体の競技

者登録画面に「よくある問い合わせ(Q／A)」に掲載している。さらに詳細な情報は、加

盟団体の情報システム担当者向けに、加盟団体の競技者登録ページに「SWIM－

HELP 回答(Q／A)」を掲載しているのでご利用願いたい。 

（６） 水着問題の結論は。次年度の対応は。 

⇒ 今年度は北京オリンピックに限り、自由選択としたことはご承知の通りである。したがっ

て年度の残りの期間は、従来の規則にもどっている。すなわち具体的には、ワールド

カップ(11 月)はデサント社、ジュニアパンパシ(1 月)はミズノ社と、年度当初に決めた
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オフィシャルサプライヤーにお願いした。次年度については、オフィシャルサプライヤ

ー、強化担当者等と意見交換をして検討中であり、出来れば年度内に方針を策定し

ていきたい。 

（７） 競技役員のネームプレートについては、個人からの申し出ではなく、登録申請後の役員手

帳と一体のものとして、必要の有無にかかわらず配布してもらいたい。また、発注してから

納品まで時間がかかりすぎ、申し込んだ本人も忘れがちになる。ネームプレートに代わるも

のの検討はできないか。 

⇒ ネームプレートは、新規および昇格時は必須と考えているが、新規研修と更新研修が

同一の研修会で実施されている場合が多い現状から、申し込みの形をとっている。常

に受講者全員に購入を義務付けると、同じものを複数購入する無駄が発生する。事

務方も煩わしい作業であるが、無駄を省く意味で努力しているので理解していただき

たい。 

ネームプレートに代わるものについては、良いご提案があれば競技委員会として検討

させていただくのでお聞かせください。 

（８） 日本水泳連盟の専門委員会の委員になった場合、旅費等の至急をお願いしたい。 

⇒ 専門委員会の委員については、通常の委員会旅費は支給しないことを前提に就任し

ていただいている。日当の 1000 円のみ支給である。ただしその他の出張で、大会・研

修会等に派遣の場合は、旅費支給規定により支払っている。現状でもやむなく遠距

離の方が就任されている場合には、事情を説明し合理的な出席方法、あるいは他に

変わる方法で連絡するなど工夫していただいているのでご理解願いたい。 

（９） Web－SWMSYS 追加登録の申請方法＝追加登録した選手の印刷方法？ 

⇒ 現状では追加選手のみの印刷出力は出来ない。全体を再度印刷するか、お手数を

掛けるが、登録団体の競技者登録情報明細書に追加して選手を手書きでマーキング

するようご指導いただきたい。追加者のみの印刷機能は、金融機関との連携時に対

応したいと考えている。 

（10）Web－SWMSYS 登録料金納付の確認方法は？ 

    他団体に 1 名移籍した場合に 1 名の新規追加登録があると、選手数が変わらないため登録

料がなくても分からない。 

    ⇒ ご指摘のケースの場合は、登録団体申請書の人数は変わらない。この場合は前記の明

細書を添付していただき、団体申請書の人数も手書きで申請人数と金額を記載して、

申請するようご指導ください。現時点では性善説による対応となります。なお、加盟

団体情報に e-mail アドレスを登録していれば、そこには加盟団体傘下の全登録団

体の追加･訂正･削除等の情報が連絡されるので、それを蓄積して参考に確認をし

てください。 

いずれにしても、金融機関との連携ができれば、お金と登録については明確に対処

できるが、金融機関との連携構築は次年度からの開発項目となるので、しばらく時

間をいただきたい。 

（11）競技役員の登録ソフトを早急に開発し、カード方式にすることはどうか。 

    ⇒ 競技委員会だけの問題ではないので、情報システム委員会、総務委員会など関連部署

とともに長所短所を併せて検討し、今後の課題としていきたい。 

（12）競技役員の登録方法；カードリーダーにより出欠を管理する。 

    ⇒ 手作業を短縮できるメリットは理解できるが、投資額に見合うものであるのか現時点では

判断できる状況ではない。投資に見合うものであれば、具体案をお聞かせ願いた

い。 
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（13）国体改革について、競泳競技が 3 日間に短縮されたが、競技人口の少ない水球競技が 4 日

間･飛込競技が3日間は理解できない。リーグ戦をトーナメント方式に変えるなど工夫して短

縮すべきではないか。 

   ⇒ すでに競技委員会の課題として取り上げているが、水球委・飛込委の競技担当での具体

的な検討まで進んでいない現状である。今後引続き検討を推進していく所存である。 

（14）国体改革について、水球競技は 2～3 日間・飛込競技は 2 日間で開催するようにできないか。 

   ⇒ 既に検討課題として取り上げている。上記回答の通りである。 

（15）水球の桃太郎カップの実施について、目的や方法、参加費用等の説明がなされていないの

ではないか。ブロック予選の経費負担を岡山県水泳連盟にお願いしたい。 

   ⇒ 本大会については、下記の如く加盟団体へ連絡説明を実施した。説明が不十分であれ

ば再度発信していきたい。 

＊ 2008 年 1 月 各加盟団体宛レター（日水連発 0703-050）にて発信済み 

＊ 2008 年度主要競技会要項に掲載済み 

＊ 東海ブロック水球委員長会議へ日水連水球委員会から各種問題の中の一部とし

て説明した。その後、愛知県水連から特にご質問はいただいていない。 

＊ブロック予選の予算については、レターにも記載したが、補助金のルールの絡みも

あり、現時点において本大会では予算措置できない事情である。今後の課題として

おくのでご理解願いたい。 

（16）水球の国体改革について、オーバーエイジ枠導入についての時期と内容の確認。 

  〔水球委員長より導入時期が東京国体以前との報告があったが、強化策に影響がでる〕 

   ⇒ 高校卒業 2 年以内（大学 2 年生の生年月日まで）の選手 2 名を参加させることができると

いう内容で、2 年後の千葉国体から導入する予定である。 

（17）スポーツマスターズ大会の大会としての位置付けはどうなのか。 

   〔今年から30才の種目が国体から移行されたが、国体のマスターズ版と理解していいのか。そ

れであれば県から何らかの支援があるはず、今は全く何もなく選手は全て自費で参加しマ

スコミも何の報道もしない。これでは参加人数が増えないし開催する県の盛り上がりも少な

い〕 

   ⇒ 魅力ある大会として、シニア層の国体として位置付ける。それには、全県からの参加を目

指す内容に工夫し、地方体協の積極的な推進・協力を期待できるように強力にアピー

ルしていきたい。 

日水連としては、昨年から都道府県対抗の準備段階として、総合得点により優秀団体

表彰を実施しており(日体協了承済み)、今後も種々改善していきたい。 

今年の開催地、高知県水連からの礼状および次回大会への参加勧誘はすばらしい内

容であった。(愛知県からの声) 

補助金については、現時点では難しい問題であるが、継続課題としていきたい。 

（18）日本水泳連盟の指示が直接各委員長にある場合があり、それを連盟(加盟団体)が知らなかっ

たということを避けるため、必ず各加盟団体にも連絡をしてほしい。 

   ⇒ 当然対処すべきことであり、前記質問（３）と同様に再度委員長会議等で徹底していきた

い。 

（19）国体について、3 日間開催でも終了時間が遅いため、財政的には 4 日間開催となんら変わる

ことなく、ただ忙しくなっただけと感じた。また、どの県も大会 2 日前に会場入りするので、メ

ーンプールでの公式練習ができるように配慮してほしい。（要望） 

   ⇒ 最終日の終了時間を更に繰り上げることは、既に検討を始めている。 

公式練習日についてはルール通りになっているが、それをさらに前倒しすることは施
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設･日程との関連もあり、ケースバイケースで考慮していきたい。 

 

 

９．近畿地域（H20.12.14 三重県大津市）；[林会長、佐野副会長･専務、青木副会長] 

（１）第 61 回日本実業団水泳競技大会の開催予定地の設定について、京都を予定地として掲載さ

れているが、京都水泳協会会長の了解は得られているのか。得られていれば準備を推進し

たい。 

   ⇒ 11 月 14 日京都水泳協会創立 80 周年祝賀会の折に、林会長、佐野副会長専務が正式

に京都水協・佐東会長にお会いし、開催主管方をお願いして了解を得た。京都水協

側の担当窓口は、宮崎周副理事長で了解しました。 

（２）上級競技役員の承認について、本年度大阪水泳協会より 1 名申請をしたが、会長推 

薦文書が不足ということで差し戻された。前回までは会長文書は不要であったが、 

とにかく整えて再提出した。しかしながら一向に承認の回答が返ってこない状態で 

ある。状況の説明をお願いしたい。 

また、競技役員の番号が登録の更新の都度変わるので、個人に特定化すべきであり、 

そのルールを確立していただきたい。 

⇒ ご承知のように、先般全国的に競技役員の現在の登録状況調査を実施した。 

これらの集計資料をもとに、競技役員制度の整理改善を目的に競技委員会の中 

に小委員会を設置して、制度の見直しを進めることに着手した。このため役員 

昇格対応作業が滞っているのではないかと思われる。しばらく時間がかかると 

思われるので、その間の対応をいかにすべきか調査して回答したい。 

     また、競技役員番号は加盟団体側で付番するので、種別や欠番になった場合などに対す

る考え方などを含めた付番方法の共通ルール確立ついても、併せて担当部署に提案

検討を依頼しておく。 

（３）水球競技の「審判」の資格登録等については、直接個人宛のみの連絡であり、加盟 

団体では全く把握できない。シンクロ競技の審判も同様である。登録手続きのシス 

テムを整備していただきたい。 

⇒ 上記競技役員の問題に包含されることである。競技委員会では、現在競技役員、審判

員併せて制度の見直しに着手したので、しばらく時間をいただきたい。 

（４）日本水泳連盟関連グッズの競技会等での販売について、「サンワ」という業者が、競技会会場

で「ぱちゃぽ」を含めた公認グッズの出店販売を申し込んできている。許可をしてよいのか、

日本水泳連盟との販売契約はどうなっているのか、教えていただきたい。 

   ⇒ 公認グッズに関しては、日本水泳連盟は製造・販売権を「日本文化出版株式会社」に委

託契約している。日本文化出版とサンワとの関係については、至急調査の上連絡対処

する。 

（５）競技役員登録期限・更新等について 

   ⇒ 上記（２）、（３）の回答と同様である。 

（６） ウェブ登録の締め切りと各府県水泳連盟(協会)との関わりについて 

全国 JO 春季と日本選手権大会の両大会において、申込の期間的ズレが発生することに対

してはどうなるのか。 

   ⇒ 4 月の日本選手権から新年度登録扱いである。手続き中ということで書類の控えを手元に

して、大会エントリーは新年度対応として申し込んでいただきたい。 

（７） 上級指導員の資格検定の実技内容について、日水連の方針に協力して、上級指導員 

の養成増員を図っているが、上級対象者になると高年齢化は避けられず内容が高度すぎ
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る。例えば実技の立ち泳ぎ 3 分間などはもう少し緩和できないか。例えば完全な演技で 1

分間ほどできれば指導者として十分である。 

⇒ 上級は指導員の最高位であり、ある程度高度な技術が要求されることは必然である。ご

意見の趣旨は担当委員会に伝えておく。 

（８） 水着の所属表示について、 

   JSCA ブロック対抗水泳競技大会に出場した近畿ブロック代表選手は、着用した水着に「近

畿」の所属文字が入っている。この水着を着用して中体連主催の大会に出場しても問題な

いか。日本代表の JAPAN ロゴ入り水着あるいは国体代表の県名入り水着は着用できると聞

いているが。 

   ⇒ 事例が異なるかも知れないが、実業団大会におけるチーム名すなわち会社名と商標ロゴ

の区別が混同する場合がある。商標ロゴでなければ原則問題ないが、大会ごとのロー

カルルールが存在する場合がある。ケースバイケースで確認していただきたい。競技

委員会にもこれらの事例を伝えて指導コメントがあれば連絡させていただくこととする。 

 

 

 

                   以上（文責 佐野） 
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（寄附行為 第４条－７）

上級 一種 二種 上級 一種 二種

1 北 海 道 2,819 205 3 0 13 97 28 兵 庫 5,308 315 0 0 11 35

2 青 森 807 59 1 0 0 0 29 奈 良 1,132 45 0 2 6 1

3 岩 手 940 56 0 0 1 24 30 和 歌 山 781 51 0 0 0 0

4 宮 城 1,657 92 0 3 12 59 31 鳥 取 978 75 0 0 7 17

5 秋 田 708 48 0 0 8 25 32 島 根 703 54 1 0 7 40

6 山 形 1,503 61 0 0 0 4 33 岡 山 1,316 83 0 0 10 77

7 福 島 1,654 85 11 4 48 86 34 広 島 1,903 120 2 1 11 55

8 茨 城 2,478 124 2 1 4 64 35 山 口 1,253 73 0 1 13 51

9 栃 木 1,471 65 0 3 19 29 36 香 川 1,044 45 1 0 11 12

10 群 馬 1,352 76 1 3 7 33 37 徳 島 442 29 0 0 0 0

11 埼 玉 4,869 175 0 5 31 74 38 愛 媛 1,503 82 0 0 11 12

12 千 葉 3,946 174 0 2 11 57 39 高 知 835 50 0 0 16 25

13 東 京 11,955 617 0 0 27 221 40 福 岡 2,940 159 0 0 4 91

14 神 奈 川 6,539 292 9 1 31 151 41 佐 賀 855 53 0 0 0 3

15 山 梨 885 32 0 8 8 15 42 長 崎 1,348 85 0 0 13 26

16 長 野 1,504 119 1 0 16 24 43 熊 本 1,418 97 0 0 0 40

17 新 潟 1,241 103 1 3 12 135 44 大 分 834 68 0 0 14 26

18 富 山 768 55 12 0 19 75 45 宮 崎 655 55 1 1 12 27

19 石 川 1,004 66 1 13 41 29 46 鹿 児 島 1,676 88 4 0 11 37

20 福 井 434 40 0 0 11 13 47 沖 縄 878 57 2 0 2 2

21 静 岡 3,515 216 1 0 44 115 関 東 2,868 125

22 愛 知 6,936 321 22 0 3 128 中 部 790 37

23 三 重 1,478 91 0 0 10 35 関 西 1,007 54

24 岐 阜 1,837 106 1 0 9 37 中 四 国 691 34

25 滋 賀 1,061 59 0 0 0 4 九 州 637 34

26 京 都 1,799 96 2 0 3 14

27 大 阪 6,555 270 4 7 28 65

※競技者数は実数で表示

学
生
委
員
会

2,190

団体

105,510

競技役員

83

競技者

575

団体 会員
競技役員

合　　計

１3．　登  録  関  係

1.競技者・競技役員登録数

2009年3月31日現在

競技者

5,671

会員

58
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日本水泳
連盟公認

指導員 上級指導員 コーチ 上級コーチ 教師 上級教師
基礎水泳
指導員

北 海 道 1300 59 131 14 148 14 49
青 森 96 38 5 8 0 0 0
岩 手 177 32 19 1 6 1 0
宮 城 196 42 18 6 32 6 26
秋 田 120 17 7 6 4 1 7
山 形 129 15 10 14 20 10 1
福 島 266 51 23 2 16 2 0
茨 城 288 32 49 17 52 10 26
栃 木 199 17 26 9 32 4 31
群 馬 227 9 38 15 37 5 35
埼 玉 767 56 117 44 181 32 33
千 葉 297 14 114 24 116 16 9
東 京 2107 332 519 118 325 108 142
神 奈 川 599 66 170 51 214 39 53
山 梨 73 9 11 8 8 2 19
長 野 96 5 27 6 51 17 0
新 潟 454 73 29 9 38 4 5
富 山 175 32 30 15 21 8 31
石 川 108 17 15 6 18 3 0
福 井 83 6 7 5 23 3 0
静 岡 497 22 55 27 67 15 53
愛 知 624 52 80 35 142 49 22
三 重 263 19 46 10 47 8 21
岐 阜 252 4 15 7 31 3 0
滋 賀 187 15 22 9 20 4 0
京 都 191 25 24 14 33 11 27
大 阪 278 46 96 40 146 20 1
兵 庫 444 70 52 24 72 15 32
奈 良 95 11 12 6 30 2 3
和 歌 山 48 19 7 2 18 3 0
鳥 取 57 16 10 8 9 0 3
島 根 94 14 26 9 20 9 9
岡 山 158 10 26 13 25 4 13
広 島 253 31 45 10 31 10 12
山 口 167 18 14 5 8 10 17
香 川 85 29 17 8 14 9 1
徳 島 40 16 7 7 9 4 0
愛 媛 132 61 13 3 19 5 0
高 知 75 25 8 3 4 1 27
福 岡 237 23 58 23 69 17 27
佐 賀 45 4 8 1 4 2 0
長 崎 104 18 10 8 11 5 17
熊 本 201 46 16 3 12 1 21
大 分 107 6 16 5 10 2 11
宮 崎 73 18 8 3 9 2 6
鹿 児 島 156 38 8 4 17 3 0
沖 縄 126 17 8 3 16 7 0
合 計 12,746 1,595 2,072 668 2,235 506 790

2.各種指導員登録数

2009年3月31日現在

(財)日本体育協会公認指導者資格
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（寄附行為　第４条－８）

種別 プール名称 都道府県 有効期限日 材質 屋内外

５０ｍ ５６４９
ダイエープロビスフェニックスプール（県立長岡屋内総合
プール）50mプール

新潟県 2013/07/31 ＲＣ 内

50m ５６５０ 慶應義塾日吉キャンパス協生館水泳場 神奈川県 2013/09/30 FRP 内
50m ５６５１ 古橋廣之進記念浜松市総合水泳場50mﾒｲﾝﾌﾟｰﾙ（国際） 静岡県 2014/01/31 RC 内

50ｍ 再 ５３０５ 大船渡市民プール 岩手県 2013/03/31 S 外

５０ｍ 再 ５４２４ 利根川公園プール 山梨県 2013/04/30 ＲＣ 外

50ｍ 再 ５６１４ 熊本市総合屋内プール 熊本県 2013/03/31 RC 内

５０ｍ 再 １００６ 佐世保市総合グラウンド競泳プール 長崎 2013/06/30 RC 外

５０ｍ 再 ５６３５ 高槻市立市民プール 大阪府 2013/05/31 外

50ｍ 再 ５６１３ 敦賀市総合公園プール 福井県 2013/03/31 PS 外

５０ｍ 再 １０４６ 菊池市営プール 熊本 2013/05/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５１４４ 知多市営海浜プール 愛知 2013/06/30 RC 外

５０ｍ 再 ５５５５ 東京辰巳国際水泳場 東京都 2013/05/31 ＲＣ 内

５０ｍ 再 ５６３７ 中京大学梅村プール 愛知県 2013/06/30 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５６１７ 天理大学プール 奈良 2013/06/30 ＦＲＰ 外

５０ｍ 再 ５５５６ 東京辰巳国際水泳場(ｻﾌﾞﾌﾟｰﾙ) 東京都 2013/05/31 ＲＣ 内

50ｍ 再 ５０６１ さいたま市沼影公園市民プール 埼玉県 2013/06/30 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５５５４ 春日井市温水プール 愛知 2013/05/31 ＲＣ 内

50ｍ 再 ５５５３ 矢祭町町民プール 福島県 2013/03/31 RC 外

５０ｍ 再 ５４２５ 鈴鹿市石垣池公園市民プール 三重県 2013/04/30 ＡＬ 外

50ｍ 再 5420 市川市市民プール５０ｍプール 千葉県 2012/12/31 AL 外

５０ｍ 再 ５３１６ 会津水泳場 福島県 2013/06/30 RC 外

５０ｍ 再 ５１３７ 鹿屋中央公園プール 鹿児島 2013/05/31 RC 外

５０ｍ 再 ５１５８ 常滑プール 愛知 2013/07/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５４９１ 須高広域総合プール 長野県 2013/10/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５４９０ 上越市民プール 新潟県 2013/06/30 ＰＣ 外

５０ｍ 再 ５６３６ 島根県立水泳プール 島根県 2013/05/31 RC 外

５０ｍ 再 ５５５９ ＭＡＲＩＮＥトレーニングセンター 埼玉県 2013/07/31 ＲＣ 内

５０ｍ 再 ５６１９ 秋葉台公園プール 神奈川県 2013/09/30 ＳＳ 外

５０ｍ 再 ５１３３ 八戸市市民プール 青森県 2013/08/31 Ｓ 外

５０ｍ 再 ５５５７ 新潟県立柏崎アクアパーク 新潟県 2013/06/30 ＰＣ 内

５０ｍ 再 ５４３４ 大鐘公園市民プール 岩手県 2013/10/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５４３０ 米子市営東山水泳場 鳥取県 2013/08/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５４８９ 伊達市梁川プール 福島県 2013/06/30 ＳＳ 外

５０ｍ 再 ５５０６ 埼玉県立大井高等学校50m競泳プール 埼玉県 2009/09/30 SS 外

５０ｍ 再 ５３１５ 市営佐和田プール 新潟県 2013/07/31 ＰＣ 外

５０ｍ 再 ５３２４ 寒河江市市民プール 山形県 2013/10/31 ＰＣ 外

５０ｍ 再 ５５６２ 岩手県営屋内温水プール(25ｍ併用） 岩手県 2014/01/31 ＲＣ 内

５０ｍ 再 ５４９５ 郡山カルチャーパークプール 福島県 2014/02/28 RC 外

５０ｍ 再 ５１７８ 三保文化ランドプール 静岡県 2013/12/31 Ｓ 外

５０ｍ 再 ０００９ 呉市営プール 広島 2013/10/31 ＲＣ 外

50m 再 ５６３９ 児島マリーンプール 岡山県 2013/12/31 RC 外

５０ｍ 再 ５３２８ 花巻市勤労者体育センター 岩手県 2014/03/31 ＡＬ 外

５０ｍ 再 ５１６８ 津市民プール 三重県 2013/12/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５５６０ 山形県総合運動公園屋外50ｍプール 山形県 2013/12/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５１９７ 宮崎県総合運動公園50ｍプール 宮崎県 2014/03/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５１７１ 徳島県蔵本公園プール 徳島県 2014/02/28 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５４３７ 法政大学屋内プール 東京都 2014/03/31 ＲＣ 内

５０ｍ 再 ５４３６ 大宮公園プール 埼玉県 2014/01/31 ＲＣ 外

５０ｍ 再 ５６２０ 長野総合市民プール（アクアウイング）－国際 長野県 2014/03/31 RC 内

50ｍ 再 ５６０１ 和歌山県立新翔高等学校水泳プール 和歌山県 2012/11/30 ＦＲＰ 内

１4．　プール公認・認定

50m (新３・再４７）
公認番号
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種別 プール名称 都道府県 有効期限日 材質 屋内外

25m*2
面

２８８１
ダイエープロビスフェニックスプール（県立長岡屋内総合
プール）25mプール

新潟県 2013/07/31 RC 内

２５ｍ ２８８２ 慶應義塾日吉キャンパス協生館水泳場（25m併用） 神奈川県 2013/09/30 FRP 内
２５ｍ ２８８３

古橋廣之進記念浜松市総合水泳場25m（A面縦方向_国
際）

静岡県 2014/01/31 RC 内

２５ｍ ２８８４ 古橋廣之進記念浜松市総合水泳場（横方向併用BC面） 静岡県 2014/01/31 RC 内

２５ｍ ２８８５ 古橋廣之進記念浜松市総合水泳場25mｻﾌﾞﾌﾟｰﾙ 静岡県 2014/01/31 RC 内

２５ｍ 再 ２８０７ 敦賀市総合公園プール 福井県 2013/03/31 PS 内

２５ｍ 再 ２８０８ 鳥取県営屋内プール 鳥取県 2013/04/30 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２６９７ 財団法人京都踏水会プール 京都府 2013/04/30 ＦＲＰ 内

２５ｍ 再 ２６９８ 神河町町民温水プール 兵庫県 2013/04/30 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２７０１ 五島市民三井楽プール 長崎県 2013/04/30 ＦＲＰ 内

２５ｍ 再 ２７９０ ディスカバリーパーク焼津「水夢館」 静岡県 2012/05/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２１９３ 山梨県緑が丘スポーツ公園 山梨県 2013/03/31 RC 内

２５ｍ 再 ２５７０ 京都市障害者スポーツセンター 京都府 2013/04/30 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２８０３ フジタドルフィンクラブ 広島県 2013/01/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２８０４ 熊本市総合屋内プール 熊本県 2013/03/31 RC 内

２５ｍ 再 ２８６１ 高槻市民市民プール 大阪府 2013/05/31 FRP 内

２５ｍ 再 ２８５８ 飯尾川公園温水利用型健康増進施設プール 徳島県 2013/03/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２４０７ ブルーマリンスポーツクラブ小諸 長野県 2013/07/31 ＡＬ 内

２５ｍ 再 ２７１１ スインピア矢祭 福島県 2013/07/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２４０２ 江戸川区総合体育館温水プール 東京都 2013/06/30 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２７０５ 広域中央運動公園温水プール 茨城県 2013/05/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２８６０ 山梨学院シドニー記念水泳場 山梨県 2013/03/31 RC 内

２５ｍ 再 ２７０３ 美祢市温水プール 山口県 2013/05/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２５７２ 鴨池公園室内プール 鹿児島県 2013/04/30 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２７０２ 東京辰巳国際水泳場 東京都 2013/05/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２５７６ 根室市温水プール 北海道 2003/06/30 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２７０６ 布引運動公園プール 滋賀県 2013/06/30 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２８１０ 豊川高等学校室内プール 愛知県 2013/06/30 SS 内

２５ｍ 再 ２４３４ 聖徳学園川並記念プール 千葉県 2013/05/31 Ｓ 内

２５ｍ 再 ２５８５ 山口県立西京高校プール 山口県 2013/10/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２８１２ 佐藤栄学園栄東高校プール 埼玉県 2013/07/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２０７５ 栃木県体育館屋内プール 栃木県 2013/05/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２７０４ ベルフィットネスプール 福井県 2013/05/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２８１１ 千歳市温水プール 北海道 2013/06/30 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２８０９ 角田市屋内温水プール 宮城県 2013/06/30 SS 内

２５ｍ 再 ２８１５ 兵庫県立文化体育館屋内温水プール 兵庫県 2013/09/30 ＦＲＰ 内

２５ｍ 再 ２８６２ 島根県立水泳プール 島根県 2013/05/31 FRP 内

２５ｍ 再 ２５５５ 財団法人島根県水泳連盟立浜田室内プール 島根県 2012/09/30 RC 内

２５ｍ 再 ２６９３ 島根県水泳連盟立江津温水プール 島根県 2013/01/31 ｒｃ 内

２５ｍ 再 ２０７７ 金沢市営室内プール 石川県 2013/07/31 RC 内

２５ｍ 再 ２１６６ 松江市総合体育館屋内プール 島根県 2012/01/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２４１１ 古河あかやまスイミングスクール 茨城県 2013/08/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２７１２ 五城目町農村教養体育施設屋内プール 秋田県 2013/07/31 ＡＬ 内

２５ｍ 再 ２８２０ 中央区立総合スポーツセンタープール 東京都 2014/01/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２７２２ 練馬区立光が丘体育館温水プール 東京都 2014/03/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２８１４ 北島町温水プール 徳島県 2013/09/30 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２７１５ 相生市立温水プール 兵庫県 2013/09/30 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２５８６ みゆきがはらスイミングスクールプール 栃木県 2013/10/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２５７４ 伊達市梁川プール 福島県 2013/06/30 SS 内

２５ｍ 再 ２０７３ 伊丹スポーツセンタープール 兵庫県 2013/10/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２４２２ 埼玉栄高等学校室内温水総合プール 埼玉県 2013/12/31 S 内

２５ｍ 再 ２７２４ 神戸市民福祉スポーツセンタープール 兵庫県 2014/03/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２２０４ サンモールスイミングクラブ 兵庫県 2013/10/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２５９５ 郡山カルチャーパーク 福島県 2014/02/28 RC 外

２５ｍ 再 ２５９０ 松任市総合運動公園室内プール 石川県 2013/12/31 ＰＣ 内

25m (新５・再６７）
公認番号
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２５ｍ 再 ２４２４ 広島市心身障害者福祉センタープール 広島県 2013/12/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２７１９ 岩手県営屋内温水プール(50ｍ併用） 岩手県 2014/01/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２４２５ 福岡市立障害者スポーツセンター 福岡県 2013/12/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２７２１ 川口市立東スポーツセンター 埼玉県 2014/03/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２８６３ 児島マリンプール 岡山県 2013/12/31 RC 内

２５ｍ 再 ２７１６ 森山総合公園生涯スポーツセンター 岩手県 2013/11/30 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２５７３ 浜名湖スイミングスクール 静岡県 2013/05/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２０９８ 宮崎県総合運動公園25ｍプール 宮崎県 2014/03/31 ＲＣ 外

２５ｍ 再 ２８２２ 北見市民温水プール 北海道 2014/03/31 FRP 内

２５ｍ 再 ２７１８ 広島県立総合体育館プール 広島県 2014/01/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２３９８ 専修大学総合体育館プール 神奈川県 2013/04/30 RC 内

２５ｍ 再 ２８２１ 長野総合市民プール（ｱｸｱｳｲﾝｸﾞ）－B級 長野県 2014/03/31 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２５９２ 八幡浜市民スポーツセンター 愛媛県 2013/12/31 ＦＲＰ 内

２５ｍ 再 ２２１５ ＮＥＣグリーンスイミングクラブ溝の口 神奈川県 2014/03/31 ＳＳ 内

２５ｍ 再 ２０６９ 三笠市温水プール 北海道 2013/04/30 S 内

２５ｍ 再 ２７２５ 会津大学室内スイミングプール 福島県 2014/04/30 ＲＣ 内

２５ｍ 再 ２４２６ 大宮公園プール 埼玉県 2014/01/31 ＲＣ 外

種別 プール名称 都道府県 有効期限日 材質 屋内外

飛込 飛７６
ダイエープロビスフェニックスプール（県立長岡屋内総合
プール）飛込プール

新潟県 2013/07/31 RC

飛込 飛７７ 古橋廣之進記念浜松市総合水泳場飛込プール 静岡県 2014/01/31 RC 内

飛込 再 飛６４ 熊本市総合屋内プール 熊本県 2013/03/31 ＲＣ 内

飛込 再 飛５３ 東京辰巳国際水泳場 東京都 2013/05/31 ＲＣ 内

飛込 再 飛３２ 天理大学プール 奈良県 2013/06/30 RC 外

飛込 再 飛７３ 島根県立水泳プール 島根県 2013/05/31 RC 外

飛込 再 飛４１ 上越市民プール 新潟県 2013/06/30 ＰＣ 外

飛込 再 飛７４ 児島マリンプール 岡山県 2013/12/31 RC 外

飛込 再 飛６５ 長野総合市民プール（ｱｸｱｳｲﾝｸﾞ） 長野県 2014/03/31 RC 内

飛込 再 飛３４ 大宮公園プール 埼玉県 2014/01/31 ＲＣ 外

種別 プール名称 都道府県 有効期限日 材質 屋内外

２５ｍ 再 標０１０５ 大田市民公園プール 島根県 2012/03/31 ＲＣ 外

２５ｍ 再 標０２０６ マリンピアザ・オキナワ 沖縄県 2013/06/30 SS 内

５０ｍ 再 標００４６ 三原中学校プール 兵庫県 2013/06/30 ＲＣ 外

公認番号

標準 (新０・再３）
公認番号

飛込 (新２・再８）
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（寄附行為第４条－１４）

１． 専門委員会・特別委員会

評議員会 3回 水泳教師委員会 11回

理事会 6回 広報委員会 13回

常務理事会 12回 施設用具委員会 1回

委員長会議 11回 情報システム委員会 1回

財務委員会 1回 総務委員会 5回

競泳委員会 10回 日本泳法委員会 10回

飛込委員会 10回 生涯スポーツ委員会 6回

水球委員会 11回 ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ委員会 3回

シンクロ委員会 8回 スポーツ環境委員会 2回

医科学委員会 1回 アンチ・ドーピング委員会 1回

競技委員会 10回 北京特別強化委員会 3回

ジュニア委員会 11回 資格審査委員会 2回

地域指導者委員会 10回 役員選考委員会 1回

競技力向上コーチ委員会 10回

２． その他

日本選手権競泳実行委員会 4回 公益法人移行検討委員会 1回

日本選手権シンクロ実行委員会 5回 オフィシャルサプライヤー会議 3回

日本短水路選手権実行委員会 1回 マスタープラン会議 1回

水球ワールドリーグ実行委員会 3回 競技役員資格区分検討会 1回

アジアエージ打合せ 1回 泳力検定担当者会議 1回

Jrブロック合宿担当者会議 1回

シンガポール遠征スタッフミーティン 1回

３． コーチ会議
競泳　強化コーチ会議 10/4 国立スポーツ科学センターA・B研修室

飛込　強化コーチ会議 2回

４． 学生
全国代表者会議 3回 総務委員会 3回

5、 その他
全国加盟団体長会議 9/13 ホテルサンバリーアネックス

第29回ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ北京大会水泳日本代表祝賀会 10/17 グランドプリンスホテル新高輪

平成20年度優秀選手・コーチ表彰式 11/22 東京プリンスホテル

林務さんの叙勲を祝う会 12/22 グランドプリンスホテル高輪

古橋廣之進さんの文化勲章受章を祝う会 1/17 グランドプリンスホテル新高輪

高地トレーニングに伴う安全管理の
　　　　　　ガイドライン作成特別委員会

2回

１5．   諸　　会　　議　・　行　事

－ 73 －



（寄附行為第４条－１３）

各号6500部

1000

700

4000

1200

500

9000

1400

2000高地トレーニングに伴う安全管理のガイドライン

日本水泳連盟2009年カレンダー

危機管理マニュアル

エココンテストチラシ

2008北京オリンピック水泳競技大会報告書

競泳競技役員の手引き

泳力検定手引き

１6．   発　　行　　物

月刊水泳381～392号

主要競技会要項
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(敬称略)

古橋
ふ る は し

　廣
ひ ろ

之
の

進
し ん

( 財 ) 日 本 水 泳 連 盟 文 化 勲 章

名誉会長

北島
き た じ ま

　康介
こ う す け 日 本 コ カ ･ コ ー ラ

北 京 オ リ ン ピ ッ ク 金 メ ダ ル
紫 綬 褒 章

松澤
ま つ ざ わ

　睦
むつみ

群 馬 県 水 泳 連 盟 旭 日 中 綬 章

名誉会長 （群馬県知事推薦）

宮下
み や し た

　充
み つ

正
ま さ

( 財 ) 日 本 水 泳 連 盟 秩 父 宮 記 念 ス ポ ー ツ 医 ・ 科 学 賞

参与 （日本体育協会推薦）

林
はやし

　務
つとむ

( 財 ) 日 本 水 泳 連 盟 旭 日 小 綬 章

顧問 （競技団体推薦）

蛭間
ひ る ま

　利雄
と し お 群 馬 県 水 泳 連 盟

( 財 ) 日 本 水 泳 連 盟
旭 日 小 綬 章

会長／参与 （地方自治体推薦）

黒田
く ろ だ

　実
みのる

石 川 県 水 泳 協 会 瑞 宝 双 光 章

副会長 （地方自治体推薦）

平尾
ひ ら お

　静
し ず

子
こ

神 奈 川 県 水 泳 連 盟
文 部 科 学 大 臣
生 涯 ス ポ ー ツ 功 労 者 表 彰

副会長 （地方自治体推薦）

高浜
た か は ま

　穆
あつ　　　し

史 ( 財 ) 鳥 取 県 水 泳 連 盟
文 部 科 学 大 臣
生 涯 ス ポ ー ツ 功 労 者 表 彰

理事長 （地方自治体推薦）

津郷
つ ご う

　由延
よ し の ぶ

香 川 県 水 泳 協 会
文 部 科 学 大 臣
生 涯 ス ポ ー ツ 功 労 者 表 彰

副会長 （地方自治体推薦）

永瀬
な が せ

　洋治
よ う じ

埼 玉 県 水 泳 連 盟 川 口 市 名 誉 市 民

名誉会長 （地方自治体推薦）

吉田
よ し だ

　信夫
の ぶ お ( 財 ) 日 本 水 泳 連 盟

学 生 委 員 会 九 州 支 部
会賓

元支部長 平成20年2月23日 (73)歳

田崎
た さ き

　要一郎
よ う い ち ろ う

長 崎 県 水 泳 連 盟 理事 平成20年3月18日 (73)歳

福家
ふ け

　郁士
い く お

香 川 県 水 泳 協 会 常任理事 平成20年3月23日 (73)歳

西澤
に し ざ わ

　昇
のぼる

長 野 県 水 泳 連 盟 参与 平成20年5月2日 (78)歳

梶谷
か じ た に

　節夫
せ つ お

( 財 ) 島 根 県 水 泳 連 盟 元専務理事 平成20年5月6日 (84)歳

逝去月日（享年）

平成20年11月3日

平成20年11月3日

平成20年11月3日

平成20年10月13日

平成20年10月13日

平成20年10月13日

平成20年4月29日

平成20年5月14日

平成20年11月10日

(弔)

１7．慶　弔　関　係

(慶)

平成20年10月28日

平成20年11月2日
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高橋
た か は し

　清彦
き よ ひ こ ( 財 ) 日 本 水 泳 連 盟

( 財 ) 大 阪 水 泳 協 会
参与
顧問 平成20年5月11日 （89）歳

秋山
あ き や ま

　博夫
ひ ろ お

山 梨 県 水 泳 連 盟 元会長 平成20年7月1日 (82)歳

細
ほ そ

越
ご し

　力
つとむ

岩 手 県 水 泳 連 盟 常務理事 平成20年7月5日 (75)歳

高嶺
た か み ね

　近
ちかし

鹿 児 島 県 水 泳 連 盟 前理事長 平成20年7月15日 (98)歳

冨澤
と み ざ わ

　陽一
よ う い ち

千 葉 県 水 泳 連 盟 副会長 平成20年7月25日 (76)歳

大城
お お し ろ

　守成
も り し げ

沖 縄 県 水 泳 連 盟 顧問 平成20年7月26日 (81)歳

木田
き だ

　恒晴
つ ね は る

( 財 ) 日 本 水 泳 連 盟 元選手選考委員 平成20年8月24日 (71)歳

坊沢
ぼ う ざ わ

　洋志
ひ ろ し

宮 城 県 水 泳 連 盟 顧問 平成20年10月11日 (70)歳

川井
か わ い

　千仭
ち ひ ろ

京 都 水 泳 協 会 副会長 平成20年12月18日 (79)歳

－ 76 －
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